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午前問題解説第28回第2白川重試
解答28-2 OHS全国統一模試歯科衛生士

(午前問題)解説

(問題 3) 上顎第 大臼歯岐合面の模式図を示す。

近心舌側唆頭はどれか。

a ① 
b ② 
c ③ 
d @) 

〔問題 1) 下顎骨の写真 (別冊午前No.llを別に示す。
矢印の孔を通過する神経が通るのはどれか。

a 切歯孔

b 歯憎孔

c オトガイ孔
d 顎舌骨神経;首

No.1解筈

写真No.l 午前別冊

b 

問問厄

答え選択肢考察

xa ①は近心頬側吸頭である.
Ob ②は近心舌側岐顕である。
x c ③は遠心舌側岐顕である。
xd ④は遠心煩側岐顕である。

遺心

ポイント

く第一大臼歯の岐合面観〉

頬側

舌側

剥

c 答え

下顎孔

選択肢考察

選択肢考察 答え a
Oa 第一鰐弓からは上顎突起と下顎突起が形成され
る。上顎突起からは上顎骨が発生し、下顎突起がら

は下顎骨が発生する。第一鋸弓由来のものは三叉神

経支配である.

xb 第二蛇弓からは舌骨が形成される。第二飽弓由来

のものは顔面神経支配である。

x c 第三銀弓からは茎突咽頭筋、舌骨大角、舌骨体下
部が形成される。第三飽弓白来のものは舌咽神経支

配である。

xd 第四偲弓からは甲状軟骨、喉頭蓋軟骨、口惹帆挙

筋、咽頭収縮筋などが形成される。第四鰻弓由来の

ものは迷走神経支配である。

4) 上顎の発生に関係するのはどれか。

第一蹴弓

第二健弓

第三館弓

第四鋸弓

ポイント

〈末梢神経の通る孔〉

上眼寓裂一眼神経

正円孔一一上顎神経

卵円孔一一下顎神経

頭静脈孔ー迷走神経、舌咽神経、副神経、内頭静脈

茎乳突孔 顔面神経

[問題

a 

b 

C 

d 

選択肢考察

Oa、xb、Xc、xd
4つある副鼻腔の中で最も大きいのが上顎洞である。

a 答え

2) ~J鼻腔の中で最も大きいのはどれが。
上顎洞

自前骨洞

前頭洞

蝶形骨洞

ポイント

く飽弓〉

ポイント

<副鼻腔〉
三主神経

迷走抑経

x a 切歯管には鼻腔から口蓋に走る血管神経(鼻口
蓋動ー 静脈、~口蓋神経) が通り、切歯孔に閉口する。

xb 上顎骨後方!こ歯槽孔とよばれる2個程度の小孔

が存在し、上顎神経由後上歯磨伎や後上歯槽動脈が

遇る。

Oc 写真の矢印は下顎孔である。下歯僧神経は下顎孔
から入り、下顎管を通ってオトガイ孔に閉口する図

オトガイ孔から出て、オトガイ神経になる。

xd 顎舌骨筋神経は下顎神経の枝で、顎舌骨神経溝を

通る。

〔問題

a 

b 

C 

d 

舗面御経

第四回弓

第一陣弓

第二陣弓歯似保健指導論

歯科診療補助論

8 

9 

歯科衛生士概論

臨床歯科医学

歯科予防処置論

人体(歯 口腔を除く.)の構造と機能 5 

歯口腔の橋遣と機能 6 

疾病の成り立ち及び回復過程の促進 7 

歯 口腔の健康と予防に関わる人間と社会田仕組み

1

2

3

4

 

※出題基準
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(問題 5) 図はある口腔組織の化学組成を示す。

該当するのはどれか。

a エナメル質
b 象牙質

C セメント質

d 歯僧骨

選択肢考察 答え a
Oa 無機質が95%、有機質が 1%なのでエナメ)[，質
と考えられる。

xb 、xc 、xd 象牙質、セメント質、骨の無機質l立

約 70%、有機質は約20%、水分は約 10%である。

ポイント

く主な硬組織の組成〉

(問題 6) 骨格筋筋原線維の部を模式図に示す。
矢印が示すフィラメントはどれか。

a ミオシン

ン、y

ン
オ

ン

二
ミ

チ
ポ
ポ

ヲ
口
口

ア
ト
ト

h
u
C
A
U
 

一勲一
選択肢考察 答え b

xa、Ob 運動神経の活動は筋膜を興奮させ活動電位
を発生する。活動電位は横行小管系を通り筋小胞体

に伝えられ、筋小胞体内のCaイオンは筋原線維聞
に拡散する。このCaイオンの作用によって、矢印
が示す細いフィラメント〈アヴチツ〉は太いフィラ

メント〈ミオシン)の聞に滑り込む。

x c トロポニンは骨格筋、心筋の収縮に不可欠な3つ
のたんぱく質の複合体であるが、平滑筋にはない.

トロポ二ンはトロポミオシンに付着しており、筋組

織中の様々なアヲチンフィラメントの閣の溝の中に

沿って点在している。

xd 弛緩した筋肉において、トロポミオシンはミオシ

ン架橋に対して、筋収縮在防止して、結果的に付着

部位をブロックしている。

ポイント

く筋の興奮収縮連関>

活動電位が細胞膜へ到達→活動電位は償行小管系を

通り筋小胞体に伝えられる→筋小胞体より Ca'φの放
出→太い7ィラメント〈ミオシン〉と細いフィラメy

卜〈アヲチン〉の相互作用により滑走し収縮する。

午前問題解説

一
{問題 7) 暁覚の伝導路はどれか。
a 小脳

b 中脳

C 視床

d 視床下部

選択肢考察 答え c
x a 小脳は平衡感覚や筋の緊張調節など全身運動の統
合を行う。

xb 中脳は姿勢反射をつかさどり、身体の平衡を保持

ずる。

Oc 味覚は顔面神経(鼓索神経)、舌日田神経、迷走神

経から延髄孤束核を通過し、視床の後腹側内側核

(VPM)を経由して、大脳皮質1;::伝導される。
x d 視床下部に存在するのは、摂食中枢、飲水中枢、
体温調節中枢、睡眠中枢である。

ポイント

く暁覚の伝導路〉

咽頭 販頭一一一一一一惨迷走縛経~

働0'-ー は 制御経→ 皐穏量一ここ:叫 即時即

舌前方2/3i!ii'l'経→ 厳禁樽径一+額面輯 --置量筏ー→面市品一→ 大脳皮質
" ~~"'L- " (厳索待経 -・

き後方1/3一一←ーー一・吉岡神経 -

(問題 8) 歯髄と歯根膜に共通して存在する感覚はどれ
力、。

a 触覚

b 痛覚

C 温覚

d 冷覚

選択肢考察 答え b

x a 触覚は歯筒!こは存在しない。
Ob 象牙質や歯髄!と生じる感覚は痛覚のみである。歯
根膜にも痛覚は存在する。

x c 混覚は歯髄lこは存在しない。
xd 冷覚は歯髄!とは存在しない。

ポイント

く歯の感覚>

工子支)0葺「一 感覚なし

象牙質| 痛覚

セメント質| 感覚なし

歯髄| 痛覚

歯根膜|触克圧覚痛覚固有感覚

(問題 9) 口腔癌はどれか。

a 良性上皮性腫揚
b 良性非上皮性腫虜

C 悪性上皮性腫癒

d 悪性非上皮性腫煽

選択肢考察 答え c
x a 良性上皮性腫擦は良性腫痕l己分類され、エナメル
上皮題、歯牙腫などがその代表例である。

x b 良性非上皮性腫虜は良性陸揚!こ分類され、乳頭陸、

2 
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線維腫、血管腫などがその代表例である。

Oc 悪性上皮性腫癌は悪性腫携に分類され、 癌とよば

れる。口腔岳、扇平上皮癌、腺様嚢飽癌などがその

代表例である。

xd 悪性非上皮性腫療は悪性鰻療に分類され、肉腫と

よばれる。骨肉腫がその代表例である。

ポイント

く悪性陸療の分類>

包癌 悪性上皮性腫鴻(扇平上皮癌、腺僚嚢胞癌など)

②肉腫悪性非上皮性腫揚 (骨肉腫など)

〔問題 10)校合性外傷について正しいのはどれか。
a 歯肉増殖がみられる。

b 歯周病の直接的原因である。

C 水平性の骨吸収がみられる。

d 歯根膜腔の拡大がみられる。

選択肢考察 答え d
x a 歯肉噌殖は薬物の副作用などでみられる。
x b 歯周病の原因は歯垢である。岐合性外傷のみによ
って歯周炎を引き起こすことはないが、歯周炎!こ岐

合性外傷が合併すると、歯周炎はさらに進行する。

x c 垂直性の骨吸収がみられる。
Od 岐合性外傷で起こる変化は歯根膜と歯僧骨に隈定
されており、歯肉には及ばない。圧迫側では歯根膜

の変性、壊死や骨の垂直性吸収がみられ、牽引骨~で

は歯根膜線維の断裂や歯根膜腔の拡大、セメント質

の劃離がみられる固

ポイント

<岐合性外傷>

①歯周査を進行させる。

②重度の歯周炎によっても引き起こされる。

③辺縁性歯周炎の直接的原因にはならない。

④歯の動揺が壇加する。

⑤圧迫側では、歯根膜の変性、壊死や骨の垂直性破収

がみられる。

⑥牽ヨl側では、歯根膜線維の断裂や歯4郎草腔の拡大、
セメント質の剥離がみられる。

〔問題 11) 内毒素について正しいのはどれか。
a 易熱性である。

b リポ多糖である。

C トキソイド化できる。

d グラム陽性菌の細胞壁に存在する。

選択肢考察 答え b
x a 耐熱性(熱に強し、)である。
Ob 1)ポ多糖である。

Xc 内毒素はトキソイド化(無毒化)できない。

xd タラム楊性薗でなく、グラム陰性菌の細胞壁に存

在する。

午前問題解説

ポイント

<外毒素と内毒素>

本態

グラム陰牲菌

(問題 12) 抗体の模式図を示す。
この抗体正特徴はどれか。

a 分泌型がある。
b 目白盤通過性がある。

C 抗原感作直後に産生される。

d 型アレ)[，ギーに関与する。

選択肢考察 答え c
x a 血清型と分泌型があるのは l日Aである。唾液や
母乳などに含まれる。

xb 血清抗体の主体は IgGで、胎盤通過性がある。

Oc 抗原感作後、すぐに産生されるのがIgMである。

図のように5量体を形成する。
x d 型アレルギ !と関与するのは l日Eである。肥満
細胞や好塩基球に結合する。

ポイント

〈免疫グ口プリン (Ig)> 
|血清型と分品型がある。唾直や母乳などに吉まれる。
1gA I粘膜の感染防御lζ重要である。
同E11型アレルギ に関与する。肥苗細胞や好塩基球に結合する。

lgG 1血清抗体由主体である。飴盤通過性がある。
lgMI抗原感作桂、すぐに産生される。5量体を距成する。

iqDIリンパ球の表面に存在する。詳細は不明。

(問題 13) 歯肉鼠下プラ 7細菌叢の特徴はどれか。

a う蝕の原因になる。
b 運動性菌が少ない。

C グラム陽性球菌が多い。

d 歯日句胃?書出液のアミノ酸がエネルギ 源である。

選択肢考察 答え d
xa 歯周炎の原因になる。
xb スピロへー?などの運動性菌が多い。

Xc グラム陰性得菌が多い。

Od 歯肉満;書出液のアミノ酸がエネルギ 源である。

3 
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ポイント

<歯肉縁上プラ ?と歯肉縁下プラ ク〉

歯肉縁よブフーク 歯肉縁下ブフク

グフム染色性 ヅフム陽性菌が多い グフム陰性菌が大部分

主怠細菌 球園、放線菌、線状菌 小揮菌、スピ口ヘタ

運動性菌 とかない 多い

エネルギー源
唾;百 歯肉溝j書出液

(主として炭水化物) (主としてアミノ酸)
主な病原性 つ蝕、歯肉斑 歯周提

〔問題 14) 図は薬物の適用方法(経口投与静脈内注射
筋肉内注射 皮下注射)による血中濃度の准移を示す。

申

@ 

度中温血
③ 

¥、く;
時間

肝臓での初回通過効果を受けるのはどれか。

a ① b ② C ③ d ④ 

選択肢考察 答え d
x a ①は静脈内注射である。
x b ②は筋肉内注射である。
x c ③は皮下注射である。
Od ④は経口投与である。経口投与は肝臓での初回通
過効果を受けるので血中濃度の上昇は遅い。

ポイント

く経口投与〉

肝臓での初回通過効果を受ける。

簡便であるが作用の発現が遅いロ

{問題 15) 口腔力ンジダ症の治療薬はどれか.

a アトロビン
b アスピリン
C アドレナリン

d アムホテリシン B

選択肢考察 答え d 
xa アトロビンは副受感神経遮断藁で、 Olli液分泌の1叩
制、全身麻酔前途薬、血管迷走神経反射の抑制のた

めに用いる。

x b アスピリンは酸性非ステロイド性抗炎症薬で、シ
ヲロオキシゲナーゼの活性を抑制する.

x c アドレナリジは交感神経肝臓薬で、昇圧薬、気管
支1!1;張薬として使用される。
Od 口腔カンジダ症の治療に用いられる抗真菌薬はイ
ミデゾル系のミコナゾんである。そのほかの抗

真菌薬にはポリ工ン系のアムホテリシン日やナイ

スヲチンなどがある。

ポイント

く口腔力ンジダ症の治療薬〉

①ミコナゾ jし(イミデゾー)~系)

-4ー

②アムホテリシン日(ポ')工ン系)

③ナイス9チン

午前問題解説

一
(問題 16) 食塊形成を円滑にする唾液成分はどれか。
a ムチン
b アミラーゼ
C スタテリン

d うクトフ工リン

選択肢考察 答え a 
Oa ムチンは食塊形成を円滑〈潤滑)1こする唾液成分
である。

x b アミラーゼはデンプンをマルトース(麦芽糖)1;:: 
分解する唖j直lこ含まれる消化酵素である。
x c スヲテリンは唾液のカルシウムイオンと強く結合
して過飽和に維持する唾液成分である。

Xd ラヲトフ工リンは細菌増殖に必要な鉄を奪う唾液
に含まれる抗菌因子である。

ポイント

く唾液中のムチンの作用〉

円滑(潤滑〉作用

保護作用

保水作用

凝集作用

血液型活性

〔問題 17) 歯石形成を抑制するのはどれか。
a 尿素

b ピロリン陸
C ウレアーゼ

d アル力リホスファヲーゼ

選択肢考察 答え b 
x a 、xc ウレアーゼが尿紫を分解してアンモニアが
生成することでプラ ヲpHが高まると、カルシウ

ムの溶解性が低下するため、歯石形成が促進される。

Ob ピロリン酸は石灰化阻害物質であり、歯石形成を
抑制する。

Xd アルカリホスファヲーゼは硬組織の石灰化に関寺
する酵素である。

ポイント

歯石の無機石灰化成分の主体はリン酸カルシウムで、

有機質成分の主体は薗体由来の外膜成分である糖ヲンパ

ヲ質やリン脂質などである。

{問題 18) フッ化物製剤でプロフエッシヨナ)~ケアに用
いるのはどれか。 2つ選べ。

a フッ化物洗白剤

b フッ化物配合歯磨剤

C フッ化物歯面塗布用ゲル

d フッ化物配合研磨ベースト

選択肢考察 答え cd 
X日、 xb フッ化物洗ロ剤やフッ化物配合歯磨剤はセ
ルフケアで使用する。

Oc 、Od フッ化物歯面塗布用ゲ)~やフッ化物配合研
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麿ベ ストはプロフエッショナjしケアで使用する。

ポイント

一般的に、毎日フッ化物を歯に供給できるときはセル

フケアが重要となるが、セルフケアが困難怠ときはプロ

フ工ッショナ)~ケアが重要となる。

(問題 19) 低値でう蝕ハイリスヲと判定するのはどれか.
2つ選べ。
a DMF歯数
b Olli液分泌呈

C ショ糖摂取頻度

d フッ化物応用頻度

選択肢考察 答え bd
x a DMF歯数は高値でう蝕八イリスヲと判定する。
Ob 唾液分泌豊は低値でう蝕ハイUスヲと判定する。
x c シヨ糖慎取頻度は高値でう蝕ハイリス?と判定す
る。

Od フッ化物応用頻度は低値でう蝕ハイリスヲと判定
する。

ポイント

くう蝕の発生要因>

Keyesの3つの輸で説明される。

う蝕発生要因を徹生物、宿主、食事に分類し、それ

らが作用しあう結果としてう蝕が発生するとするも

のである。

〔問題 20) Yスパルテ ムで正しいのはどれか。 2つ選
ノミ.

a 低カロリーである。
b 熱に不安定である。

C 糖アルコールである。

d 原材料はショ糧である。

選択肢考察 答え ab 
Oa アスバルテームは低力口リ 甘味料である。
Ob， x d アスバルテームはアミノ酸を原材料として
いるため、熱に不安定である。

Xc y;;"パ)~テームは纏アルコールではない。糖y)~

コーjしにはキシリト )~などがある.

ポイント

くアスパルテーム>

原材料はアミノ酸

熱、酸性l己不安定

低力ロリ 甘味料

甘昧度はショ穏〈スクロ ス〉の100-2口口倍
体内でアスパラギン酸、 7 エ二)~アラ二ン、メヲノ

ールに分解され代謝される。
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(問題 21) 中学生 100名に学校歯科健康診断を行った。
永久歯のう蝕経験歯数別人数分布を表に示す。

う蝕経験歯数(本} 生徒数{人}

O 68 
15 

2 10 
3 4 
4 2 
5 

この集団のDMFT指数はどれか。
a 0.32 
b 0.46 

c 0.60 
d 0.92 

選択肢考察 答え c 
xa、xb、Oc、xd

DMFT~被検者全員における DMF 歯の合計(本)

観検者数(人) ~(l 5 x 1+ lO x2+ 4 x 3+2x 

4+1x5) (本)+ 100 (人) ~ (l 5+20+12 十

8+5) +100 ~ 60 +100 ~ 0.60となる。

ポイント

DMF歯率=被検歯におけるDMF歯の合計(本被検
歯数 (Mを吉む) (本)x 1 DO (%) 
DMFT指数=被検者全員におけるDMF歯の合計(本)
被検者数(人)

〔問題 22)r，生きる力aをはぐくむ学校での樋 口の健
康づくり(平成23年)Jの各発達段階と課題の組合せ
で正しいのはどれか。

a 幼 児

b 小学生(低学年)

C 小学生(中学年)

d 中学生

第大臼歯のむし歯

予防と管理

歯 。口の清掃の開始と

習慣化

一一一歯肉炎の原因と

予防方法の理解

好き嫌いなく、よく噛

んで食べる習慣づく り

選択肢考察 答え c
x a 第一大臼歯のむし歯予防と管理」は小学生(低
学年)の課題である。

x b 歯 口の清掃の開始と習慣化」は幼児の課題で
ある。

Oc 歯肉炎の原因と予防方法由理解』は小学生(中
学年)の課題である。

x d 好き嫌いなく、よく噛んで食べる習慣づくり』
は小学生(低学年)の課題である。

ポイント

<小学生(中学年)の課題〉

好き嫌いなく、よく噛んで食べる習慣の確立

規則的草食事と間食の習慣の確立

上顎前歯や第大臼歯のむし歯予防と管理

歯肉炎の原因と予防方法の理解

自分に合った歯 口の清帰の工夫

歯の形とはたらさの理解(歯の交換期)
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体憩時間などでの衝突転倒などによる歯口の外

傷の予防

〔問題 23)へんスプロモ シヨンを進めていくための要
棄に含まれるのはどれか。

a 支援
b 唱道

C 正義

d 善行

選択肢考察 答え b

xa 支援はヘルスプ口モ ション在進めていくための
要素に含まれていないロ

Ob ilE!道はへんスプロモ シヨンを進めていくための
要素に含まれている。

Xc 、Xd 正義や善行は医の倫理原則であり、へんス

プロモーシヨンを進めていくための要素に含まれて

いない。

ポイント

<ヘルスプロモーシヨン在進めていくための5つの要素〉
①唱道

人権と連帯意識に基づいた健康を唱道すること

岳投資

健康の決定要因に寵点在当てた持続的な政輩、活動そ

して社会的基盤に投資すること

~能力形成
政策開発、リーダーシップ、へんスプロモーシヨン

の実践、知識移転や研究、そして健康識字のための能

力を形成すること

在規制と法制定

すべての人々の健康とwell-beingを達成するため

に、有害なものから高水準の保護と平等な機会を保障

するための規制jと法律を制定すること

⑤パートナ←と同盟

持続的な活動を創造するためにパ トナ と公的組

織、民間祖縮、非政府組織そして市民社会による同盟

をつくること

(問題 24) 健康日本 21(第2次)で「口コモティブシ

ンドローム〈運動器症候群〉を認知している国民の割合

の増加J の目標値はどれが。

a 25% 

b 45% 

c 50% 
d 80% 

選択肢考察 答え d
x a r20歳代における歯肉に炎症所見を有する者の割
合の減少j や '40歳代における進行した歯周炎を

有する者の割合の減少』の目標値は 25%である。

x b '60歳代における進行した歯周炎を有する者の割
合の減少」の目標値は 45%であるロ

x c rSO歳で 20歯以上の自分の歯を有する者の割合

の増加Jの邑標値は 50%である。

Od ロコモティブシンドローム〈運動器症候群〉を
認知している国民の割合の噌加』の目標値や「口腔

機能の維持 向上 (60歳代における岨咽良好者の

割合の僧加)Jの目標値は 80%である。
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ポイント

く口コモデイブシンドローム〈運動器症候群)> 
運動器の障害のために自立度が低下し、介護力勺必要

となる危険性の高い状態である。

運動器の疾患によるものと加齢に伴い起こる運動器

の機能低下によるものがある。

健康寿命を延伸し、できる限り日常生活lこ制限なく
生活を続けられるようにするために、介護予防など

を通じたロコモティブシンドロ ム対策が重要であ

る。

口コモデイブシンドロ ム対策として重要なのは適

切な運動である。

(問題 25) 労働安全衛生法に直接関連するのはどれか。

2つ選べ。
a 新オレンジプラン

b ストレスチェッヲ

C ハイリス7アプローチ
d ト タ)~へんスプロモ シヨン

選択肢考察 答え bd

x a 新オレンジプランは厚生労働省が推進している認
知症施策推進総合戦略である。

Ob 労働衛生安全法J は職場のストレスチ工ツ?を
規定している。常時 50人以上の労働者を使用する

事業者に対し、労働者のメンヲjし不調の未然防止を

目的としたストレスチェックを実施することが義務

化された。

x c ハイリスヴアプローチは疾患を発生しやすい高い
リスヲをもった人を対象に絞り込んで対処していく

手法である。

Od 労働衛生安全法』はト ヲJしヘルスプロモーシ
ヨンを規定している。ト ヲルヘルスプロモ ショ

ンは厚生労働大臣が公表した『健康づくり指針J に

沿って、すべての人を対象として継続的で計画的に、

心と身体の卜一世ルな健リ康っくりを目指し、検査結

果、 生活状況調査をもとに受診者1"あった指導(運
動、栄養、保健)を行うことを目的としている。

ポイント

く産業保健の現状と動向〉

作業態様の変化により、うつ病などをはじめとする

メンタルヘルスケア対策、過重労働対策が急務となっ

ている。事業者は過重労働による健康障害を防止する

ため、時間外ー休日労働時間の削威、労働時間などの

設定の改善、労働者の健康管理にかかわる措置の徹底

などを図ることとされている。

〔問題 26) 医療保験者に実施が義務づけられているのは

どれか。

a がん検診
b 特殊健リ康診断

C 特定健リ康診査

d 就学時健康診断

選択肢考察 答え c
x a 実施主体は市町村である。「健康増進法Jに規定
されている。

x b 実施主体は事業主である。「労働安全衛生法Jf;::: 

第28回第2回模試

規定されている。

Oc 実施主体は医療保険者である。 「高齢者の医療の
確保に関する法律J 1己規定されている。

Xd 実施主体は市町村教育委員会である。『学校保健

安全法」に規定されている。

ポイント

<特定健康診査>

医療保険者(国民健康保険被用者保険)が、 40

-74歳の加入者(被保険者被扶養者)を対象とし
て、毎年度、計画的!と(特定健康診査等実施計画に定

めた内容に基づき)実施する、内臓脂肪型肥満に着目

した検査項目での健康診歪である。

(問題 27) 介入研究はどれか。

a 横断研究
b コ市ート研究

C 症例対照研究

d ランダム化比較試験(円CT)

選択肢考察 答え d
xa 横断研究は観察研究である。
Xb、Xc コボート研究や症例対照研究は分析疫学で

ある。

Od ランダム化比較訪験 (RCT)は介入研究である。

ポイント

く実験疫学(介入研究)> 
記述疫学1"より設定された仮説を実験的!と直接証明
し、原因庄作用機序を解明する。

般にヒトを対象とするときを介入研究とよぷ。

介入研究は、研究者が調査対象者に人為的に要因を

与える。 → 要因を与える群(実験群〉と与えない

群〈対照群〉を設定して比較試験として行われる。

比較対照試験1"は、実験群と対照群を別々に設定し
て同時に行うパラレjレ研究と、同 の被験者が実験

群と対照群の両方を経験する逐次研究がある。

ランデム化比較対照試験〈無作為化比較対照試験〉

が最も根拠の質が高い手法である。

〔問題 28) 児童福祉法で規定されているのはどれか。

a 保育所
b 身体障害者更生相談所

C 発達障害者支援センヲ

d 母子健康包括支援センヲ

選択肢考察 答え a
Oa 保育所は「児童福祉法j に規定された児童福祉施
設である。

x b 身体障害者更生相談所は「身体障害者福祉法j に
規定されている。

x c 発達障害者支援センヲーは『発達障害者支援法』
に規定されている。

xd 母子健康包括支援センヲ は「母子保健法Jに規

定されている。

ポイント

く保育所〉

r児童福祉法』に規定され、保育を必要とする乳児

7 

午前問題解説

幼児を日々保護者の下から通わせて保育を行うことを

目的とする施設(利用定員が 20人以上であるものに

隈り、幼保連携型認定こども圏在除く)とする。

(問題 29)地域の医療機関における病診連携を推進して
いるのはどれか。

a 医療法
b 健康増進法

C 地域保健法

d 高齢者の医療の確保lこ関する法律

選択肢考察 答え a
Oa 医療法』の医療計画に医療連携体制について規
定されている。医療計Eには病病連携や病診連携に
ついて記載されている。

x b 、xc 健康増進法Jや「地域保健法j は国民や
地域住民の保健に関する内容が規定されており、医

療について規定された法律ではない。

x d 高齢者の医痕の確保1"関する法律J は後期高齢
者医療時IJ度や特定健康診査について規定されている

が、病診連携を推進している法律ではない。

ポイント

く医療計画で病診連携に関する項目>

都道府県において達成すべき、 5疾病 5事業およ
び在宅医療の目標に関する事項

5疾病および5事業ならびに在宅医療にかかわる医

療連携体制に関する事項

医療連携体制における医療機能に関する情報提供の

推進に関する事項

(問題 30) 介護予防生活支援サ ビス事業はどれが。

2つ選べ。
a 訪問型サービス
b 居宅療養管理指導

C 口腔機能町向上プログラム

d 認知症対応型共同生活介護〈グ)~プホ ム〉

選択肢考察 答え ac 
Oa 訪問型サ ピスは総合事業の介護予防 生活支援
サービス事業である。

x b 居宅療養管理指導は介護給付の居宅サ ピスであ
る。

Oc 口腔機能の向上プログラムは総合事業の介護予
防ー生活支援サ ピス事業である。

xd 認知症対応型共同生活介護〈グループホ ム〉は

介護給付の地域密着型ザーピスである。

ポイント

<介護予防生活支援サービス事業〉

訪問型サービス

通所型サピス

生活支援サ ピス

介護予防ケアマネジメン卜(運動器の機能向よプロ

グラム、栄養改善プログラム、口腔機能の向上プロ

グラム)
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〔問題 31) 歯料衛生士法に規定されているのはどれか.
2つ選べ.
a 療養上田世話
b 硲密保持義務
c 処方せんの保存
d 名怖の使用制限

選択肢考察 答え bd
Xa 療餐上の世話は r歯科衛生士法』に規定されてい
ない。

Ob 歯科衛生士法(第 13条の 5)では業務上旬り得

た人の秘密を正当な理由なく漏らすことを禁じてい

る。

X C 処方せんの保存は薬剤師法で3年間と規定されて
いる。

Od 歯科衛生士法(第 13条の日)では歯科衛生士で

ない者は歯科衛生士や紛らわしい名称を使用しては

ならないと記載されている。

ポイント

く歯制衛生士法に規定されているもの〉

免許の取消し

秘密保持義務

名称の使用制限

[問題 32) 医療面媛で傾聴の姿勢1;::必要なのはどれか。

a 誘導
b 相づち
c 簡略化

d オウム返し

選択肢考察 答え b

Xa 患者のありのままの語りに肯定的に聞くことが傾
聴であり、誘導してはならない。

Ob 患者の話にうなづいたり、 相づちを打ちながら耳

を傾けることで、患者が話しやすい環績を整える。

X C 傾聴にはある程度時閣を費やす必要がある.

Xd オウム返しは患者の話を聞いているということに

はならない。

ポイント

く医療面嬢での傾聴の姿勢〉

医療従事者と患者との良好な関係を情築するために

は、患者の言葉を評価したりせずに肯定的に聞き続け

る「傾聴」の姿艶が重要である。

(問題 33)歯科衛生士業務従事者届について正しいのは
どれか。

a 3年間保存する.
b 2年ごとに届け出る。
C 医療法で定められている。

d 出身地の市町村長に届け出る。

選択肢考察 答え b

Xa 3年間保存するのは歯科衛生士業務記録である。
Ob、Xc、Xd 業務に従事している歯科衛生士は2

年ごとに 12月31日現在の氏名、住所、年齢、業

務従事先の所在地、名称などを翌年1月 15日まで
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に就業地の都喧府県知事(直接の届出先は所轄の保

健所長)1ζ届け出ることが歯科衛生士法第6条で
義務づけられている。

ポイント

く歯科衛生士業務従事者届>

2年ごとに就業地の都道府県知事に届け出ることが
義務づけられている。(歯科衛生士法第6条)

〔問題 34) 医療事故の発生要因となるのはどれか。

a フエールセー7
b ヒューマンエラー

c セカンドオピ二オン
d リスクマネ ジメント

選択肢考察 答え b

Xa 7工 ルセ フとは医療機器を誤って操作した場
合に緊急停止する安全制御システムのことである.

Ob 医療事故の発生要因の多くはヒューマンエラーで

ある。

Xc セカンドオピニオンは主治医以外の医療従事者の

意見のことで、患者が自ら意思決定する際に参考に

するために取得する情報である。医療事故とは熊関

係である。

Xd リスヲマネ ジメントとは医療安全管理のこと

で、発生要因ではない。

ポイント

くヒュ マンエラの発生要因〉

人的要因知識不足、技術の未熟など

環境要因複雑な作業、人手不足など

(問題 35) 口実検査はどれか。 2つ選べ。
a 官能検査
b パッチテスト

c 鴻紙ディスヲ法
d ガスフロマトグラフィ

選択肢考察 答え ad
Oa 口臭検査として官能検査がある。
Xb パッチテストは金属アレルギーの検査に用いられ

る。

Xc 滞紙ディスク法は味覚検歪である。

Od 口臭検査としてガスヲロマトグラフィがある。

ポイント

く口臭検査>

ガスフロマトグラフィや簡易口臭測定機器のような

機器を用いた検査や、患者の口腔内のにおいを検査書

が直接かいで判定する官能検査がある。

(問題 36) ある検査時の写真 {別冊午前 No.2)を別に

示す。

評価するのはどれか。

a 咽輔能力
b 発音機能

C 印象採得の精度

d 顎関節の運動性

別冊午前 No.2 写真

選択肢考察 答え d 

ゴシックアチ

トレーザー

X a ゴシッヲアーチ描記法で咽咽能力は評価できないo
Xb ゴシッヴアチ描記法で発音機能は評価できない。

Xc ゴシッヲア チ錨記法で印象採得の精度は評価でき

ない。

Od ゴシックアーチの左右の側方限界運動路を確認す

ることで、顎関節の運動性を評価する。

ポイント

くゴシッヲアーチ描記法〉

下顎の前方運動や側方運動などを行って下顎運動路

の記録をする.

下顎の水平的顎位の決定や顎関節の運動制限の有無

の把握などに用いる。

(問題 37)工ッヲス線を用いる検査はどれか。 2つ選べ。
a CT検査
b MRI検査

c 超音波検査
d 鴨下造影検査

選択肢考察 答え ad
Oa CT検査は工ッヲス線を用いる画像検査である。
X b MRI検査は磁気を用いる画像検査である固

Xc 超音波検査は超音波を用いる画像検査である。

Od 嚇下造影検査はエックス線を用いる画像検査であ

る。

ポイント

<放射線被曝を伴う画像検査〉

エックス線やラジオアイソト ブなどを用いる工ッ

ヲス線検査やCT検査、 RI検査などは般射線被曝を
伴う検査である。

〔問題 38) 慢性う蝕の特徴で正しいのはどれか。 2つ選べ。

a 黒褐色である。
b 若年者に好発する。

c 穿通性に進行する。

d 軟化象牙質の置が少ない。
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選択肢考察 答え ad
Oa 慢性う蝕は黒褐色である。
Xb 若年者に好発するのは急性う蝕である。

X C 慢性う蝕は穿下性に進行する。

Od 慢性う蝕は急性う蝕と比較して軟化象牙質の置が

少怠い。

ポイント

<慢性う蝕〉

う蝕が穿下性に進行し、う蝕円錐が明瞭である。

軟化皐牙質の霊が少なく、着色が著しい。

〔問題 39)深い寓洞への光重合コンポジットレジン修復
の際に考慮すべきなのはどれか。

a 積層充填
b パ一二ッシュの塗布

c 窟洞へのアンダー力ツ ト付与
d 駿化亜鉛ユージノーJしセメントの裏届

選択肢考察 答え a
Oa 積層充境は、深い寓洞で窓洞深部の光重合コンポ
ジットレジンの重合率を上げるために有効である。

X b パー二ッシユの塗布はグラスアイオノマーセメン

ト修復時に行うものである。

Xc 窓洞へのアンダーカッ ト付与は光重合コンポジツ

トレジンでは必要ない。なお、高洞のアンダ カッ

トにより光が深部に届きにくくなる可能性があるた

め注意する。

xd ユ ジノ Jレはコンポジットレジンの重合阻害と
して作用するため、光重合コンポシ酔ツ トレジン修復

の際には酸化亜鉛ユージノ-)しセメントの裏層は行

わない。

ポイント

〈積層充蝿〉

光重合コンポジツ トレジン修復の際に光が届きにく

い深い寓洞や濃い色調のコンポジットレジン使用時な

どではコンポジットレジンの重合深度が浅くなる.そ

のため、少量のレジンを充填して硬化させ、さらに少

量のレジンを追加して硬化させる、という積層充填を

用いるとよい。

〔問題 40)56歳の女性。 下顎右側第一小臼歯歯頭部の
変色を訴えて来院した。修司亘処置を行うこととした，初

診時の口腔内写真 {別冊午前 No.3)を別に示す。

適切在処置はどれか。 2つ選べ。
a ラミネートベ二ア修復
b コンポジットレジン修復

C グラスアイオノマセメント{麿E
d コンポジツトレジンインレー修司夏

l 別冊午前 No.3 写真

選択肢考察 答え bc 
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I ~': _____ すETf!こ詰t
~え ' 霊色している

x. ラミネ トベニア修復は唇側面を被覆する修復で
あり、本症例では適切ではない。

Ob 、Oc 口腔内写真から歯頭部に欠損および変色が

みられるため、コンポジツトレジン修復やグラスア

イオノマーセメント修復在行うのがよい。

xd コンポジットレジンインレー修復は岐合面や隣接

面のう蝕に適用する。

ポイント

く各種窟洞に対する代表的な修復法>

1級寓洞 2級;i;洞 コンポジットレジン修復、

インレ修復

3級窓洞 5級窟洞 コンポジツトレジン修復、
グラスアイオノマーセメント修復

4級寓洞 コンポジツ トレジン修復

〔問題 41) 26歳の男性。上顎左側第小臼歯の過性
の冷水痛を主訴として来院した。自発痛はない。う蝕が

歯髄に近接していたため、ある材料をう諸に適用するこ

ととした。感染象牙質除去中の口腔内写真 {別冊午前

No.4)を別に示す。

適切なのはどれか。 2つ選べ。
a ユジノル
b ホルムヲレゾール

C 水酸化カルシウム製剤

d ヲンニン フッ化物配合セメント

別冊午前 No.4写真

選択肢考察 答え cd 

連心部に大きなう閣が

みられる

x. ユージノールは歯髄鎮痛消炎療法lζ用いられる。
本症例は自発痛がなく、歯髄鎮痛消炎療法在行うC

は考えにくい。

x b ホルムヲレゾ )[，は FCであり、 FC断髄や恨菅
貼薬に用いられる。

Oc 、Od 自発痛がなく、歯髄に近接した深いう蝕に

対しては露植の危険性を回避するために暫閥的間接

覆髄を適用するとよい.したがって、水酸化力ルシ

ウム製剤やヲンニン フッ化物配合セメントを適用

するのが適切である。
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ポイント

く暫間的間接覆髄>

窟底部に残存している軟化象牙質を完全に覆うよう

に水酸化カルシウム製剤ゃうジンニン フッ化物合剤配

合力)[，ポキシレ トセメントを貼付して数か月経過観

察を行う。

{問題 42)42歳の女性。上顎右側中切歯の変色を主訴
として来院した。 3年前l己恨管治療を受けたという。初
鯵時の口腔内写真 {別冊午前 No.5)を別に示す。漂白

処置を行うこととした。

準備するのはどれか。 2つ選べ。

a ラパーダム
b 過酸化尿素

C カスヲムトレ

d 過市つ酸ナトリウム

円 市下両 NO.5 写真

選択肢考察 答え .d 

上顎右側中切噛が

宜色している

0.、Od 根管治療の既往があるため、照髄歯に対す

るウォーキングブリーチj去を適用する.ウズ キン

グブリーチ法ではラパーダム防;fE下で過ホウ酸ナト

リウムと 30%過酸化水素水との混和物を髄佐内に

填入する。

xb 、xc 過酸化尿素や力スヲムトレーは生活歯に対
するホムブリ チ法に用いる。

ポイント

くウォ キングブリ チ法〉

無髄歯のみに適用する漂白，主である。

緊密な根管充填が行われている歯の髄腔内に過ホウ

酸ナトリウムと 30%過酸化水素水との混和物を横入

し、緊密に仮封を行う。薬物填入時に薬剤が口腔内に

漏洩しないようにラパ ダム防湿を行う。

(問題 43) 58歳の男性。歯周基本治療後に下顎右側第

二大臼歯に対してある処置を行った。術直前と術中の口

腹内写真 (別冊午前 NO.6)を別に示す。

行ったのはどれか。

a 歯恨切除法
b 歯線分離法

c へミセクション
d トライセクション

別冊午前 NO.6 写真

選択肢考察 答え c 
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写真を比較すると、遠心恨が蹟去されていることがわかる

x a 歯根切除法は歯頭部付近で歯恨を切断し除去する
方法で、上顎大臼歯に適用する。

xb 歯根分離法は歯を分割するのみで、歯恨は保存す

る処置法である。

Oc へミセヲシヨンは下顎大臼歯で保存不司能な歯根

を歯冠とともに切断除去する方j主である。遠心根が

抜去されているため、ヘミセクシヨンが行われたζ

とが判断できる。

xd トライセフションは上顎大臼歯で保存不可能な歯

根を歯冠とともに切断除去する方法である。

ポイント

<歯根切崎除去療法〉

大臼歯で1恨のみの顕著な歯槽骨吸収や歯恨破折な

どが存在する場合には、保存不可能な歯根のみを抜去

する以下の方法を考慮する。

上顎 トライセヲション、歯根切除法 υLートリセヲ
ション、ルートアンプテーシヨン)

下顎へミセヲシヨン

{問題 44)87歳の女性。歯周基本治療後に下顎右側第
大臼歯の深い歯周ポケットに対してフラップ手術を

行う己ととした。術中に用いた器具の写真 {別冊午前

No.7)を別に示す.

この器具の使用目的はどれか。

a 歯恨の分割

b 歯肉の切開

C 恨面の滑沢化

d 歯4曹骨縁の艶形

~福一午前 NO.7 写真

選択肢考察

オーシャンピンチゼ)~

xa 歯恨の分割はパを用いる。

xb 歯肉の切聞はメスを用いる.

Xc  根面の滑沢化はスケーラーを用いる。

答え d 

Od 写真の器具はオーシャンピンチゼル(骨ノミ)で

あり、鋭利な歯磨骨縁の整形などに用いる。

ポイント

く歯憎骨の切除整形〉

フラップ手術時に歯悟骨の形態異常などが認められ
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た際には、オーシャンピンチぜん(骨ノミ)やシユガ

マンファイル(骨やすり)匙どの手用器具や回転切

削器具を用いて歯僧骨の切除整形を行う。

[問題 45) 写真 (別冊午前 No.8)を別1ζ示す。

この操作で再現されるのはどれか。

a 下顎の最大関口位
b 顎運動時の切歯路角

C 頼関節と上顎岐合平面の位置関係

d 下顎安静位における前歯部の離開

l 別冊午前 NO.8 写真

選択肢考察

顔弓

(フェイスポウ)

xa、xb、Oc、xd

答え c 

フェイスポウ〈顔弓〉とは、頭蓋骨に対する上顎

の位置関係を記録し、この関係を岐合器上に移すた

め岐合採得の際に使用する器具である。したがって、

フェイスポウトランスフアーでは顎関節と上顎喰合

平面の位置関係が再現される。

ポイント

〈顔弓(~フェイスボウ) > 
頭蓋骨に対する上顎の位置関係を記録し、この関係

を岐合器ょに再現するために使用する。

〔問題 46) 義歯の写真 {別冊午前 No.9)を別に示す。

この義歯はどれか。

a 顎義歯
b 中間義歯

C 復合義歯

d 片側遊離端義歯

円 而 ー午前 NO.9 写真

選択肢考察 答え c 

中問先i員

遊離端士損

x. 顎義歯とは顎顔面領域の先天性欠損や題担富など後
天的に生じた実質欠損を補綴する義歯のことである。

xb 中間義歯とは中間欠損に装着する義歯である。

Oc 写真の義歯には中間欠績と遊離端欠l員があるので

複合義歯である.

xd この義歯は両側遊離端義歯である。
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ポイント

複合義歯=中間義歯+遊離端義歯

〔問題 47)小臼歯に用いる部分説覆冠はどれか。
a ピンレッジ
b 3/4クラウン

c 4/5ヲラウン
d プロキシマルハーフフラウン

選択肢考察 答え c
X a ピンレツジは前歯部に用いられる部分被覆冠であ
る。

X b 3/4?ラウンは前歯昔日に用いられる部分被覆冠

である。

Oc 4/5ヲラウンは小臼歯および大臼歯部に用いら
れる部分被覆冠である。

Xd プロキシマルハ フフラウンは大臼歯部に用いら
れる部分被覆冠である。

ポイント

く適応部位における被覆冠の種類>

l 前歯部 l 

陶材焼村童贋冠
全部|レジン前装金属冠
被覆冠|オルセラミッヲクラウン
レジンジャケットクラウン

臼歯部

全部金属冠
陶柑焼付金属冠
レジン前装金属冠
オールセラミッウクラウン
レジンジャケットヲラウン

4/5?ラウン部分 1，3j4ヲラウン
|ピンレツジ

被覆冠|】 ブロキシマ'"1¥ーフフラウン
1フミネートベニア

〔問題 48) インプラントの基本構造でオッセオインテグ

レーシヨンを彊得するのはどれか。

a 上西日晴造
b 固定スヲリユ

c アパットメント
d インプラント体

選択肢考察 答え d
xa 上部噛造はアパットメントlζ装着される補綴物で

ある。セメント固定式とスヲリュー固定式がある。

x b 固定スクリユー〈アパッ トメントスクリユー〉は
インプラント体〈フィヲスチャ 〉とアパッ トメン

トを連結するためのネジである。

Xc アパッ トメントはインプラント体に連結される部

分である。歯肉縁上骨線上に露出する部分である。

Od インプラント体は顎骨に埋入される部分である。

オッセオインテグレーシヨンとは骨組織とインプラ

ント体表面との直接の構造的機能的結合のことで

ある。

ポイント

くインプラントの基本構造〉

①インプラント体〈フィクスチャ 〉

②アパッ トメント

③アパットメントスヲリユ

④上部構造
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(悶題 49)下顎骨骨折の好発部位はどれかo 2つ選べ。
a 下顎枝部
b 筋突起部

C 関節突起部

d オトガイ部

選択肢考察

xa、xb、Oc、Od

答え cd 

顎骨骨折は上顎骨より下顎骨に多い。下顎骨骨折

は正中部(オトガイ部)、下顎角部、関節突起(下

顎頭部)に多い。

ポイント

く顎骨骨折の好発部位>

①下顎骨骨折>上顎骨骨折

②下顎では、オトガイ部(前歯部)、下顎角部、関節

突起(下顎頭部)1ζ多い.

③上顎では、 J"・フォ の i型、 11型、 111型が多い。
④歯槽骨骨折は上顎前歯部に多い。

(問題 50) 昂閉感がみられるのはどれか。

a 腺儀嚢胞癌
b 歯性上顎洞炎

C 工ナメル上皮腫

d シエ グレン症候群

選択肢考察 答え b

x a 腺犠嚢胞癌はD]I!渡腺にみられる悪性腫揚である。
口蓋部や顎下部の腫癌、嬉痛、顔面神経麻癖などの

症状が現れる。

Ob 歯性上顎洞炎は上顎臼歯の根尖病巣が上額洞に波

及して洞粘膜の炎症を起こしたものである。症状と

しては、上顎洞頬部の拍動性痔痛、随脹、頭痛、原

因歯の打診痛、歯肉頬移行部の発赤、腫脹、鼻閉感、

鼻漏などがある。

x c エナメJし上皮腫は良性の歯原性上皮性腫癌であ
る。顎骨内で緩慢に発育し、無痛性である。下顎臼

歯部l乙好発し、頬舌側の膨隆を特徴とし、羊皮紙犠

感を呈する。

xd シエ グレン症候群は口腔乾燥、乾燥性角膜炎、

関節リウマチを主症状とした疾患である。耳下線の

腫脹がみられ、更年期の女性に多い。

ポイント

く歯性上顎胃炎の症状>

①上顎洞頬部の拍動性痔痛、腫脹、頭痛

②原因歯の打診痛

@歯肉頬移行部の発赤、腫脹

④鼻閉感、鼻漏

(問題 51) 健常成人に対する吸入鎮静法における至適鎮
静状態で正しいのはどれか。

a 身体全体が冷える。
b 呼びかけには応じる。

C まばたきが増加する。

d 咽頭反射は消去する。

選択肢考察 答え b 

第28回第2回模試

xa 身体は暖かく感じる。

Ob 呼びかけには応じる。

Xc まばたきは滅告する。

xd 咽頭反射は消失しない.

ポイント

<吸入鎮静法における至適鎮静〉

①患者は協力的に怠る。

②呼びかけには応じる。

③身体を動かすこともできる。

⑨身体が暖かく感じる。

⑤ゆっくりした規則的な呼吸をする。

⑥唾液の異常分泌が抑制される。

⑦咽頭反射は消失しない。

{問題 52)矯正装置装着時の口腔内写真 (別冊午前No
10)を別に示す。
この装置について正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 持続的な力を加える。
b 歯の傾斜移動が生じる。

C 患者が矯正力を調墜する。

d 機能性矯正装置に分類される。

l 別冊午前 NO.l0 写真

選択肢考察 答え a b 

クワドヘリックス

Oa ?ワドへリッヲスは持続的な力を加える装置であ

る。

Ob ヲワドへリッヲスは主に臼歯部の傾斜移動により

上顎蝿列弓の鉱大を行う装置である。

Xc ?ワドヘリックスは術者が一定間隔で取り外して

調整する装置である。

xd フワドへリッヲスは器械的な矯正装置である。

ポイント

<フワドヘリッヲス〉

持続的な矯正力を発問する。主に臼歯部を頬慣lへ傾
斜移動させることで上顎歯列弓をJ広大させる。

[問題 53) 頭部工ツヲス線規描写真分析に用いる FH平

面を構成するのはどれか。 2つ選べ。
a N点
b S点

c Or点
d PO点

選択肢考察 答え cd

xa N点は鼻骨前頭鑓合の愚前点である。

x b S点は蝶形骨ト，1，コ鞍の中心点である。
Oc 、Od Or点は眼寓下縁の愚下点であり、 Po点は
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外耳道畳上点である。 Or点と PO点在結んだ線を
FH平面という。

ポイント

く頭部工ツクス線規裕写真分析に用いる基準平面〉

SN平面 S点とN点在結んだ線

FH平面 Or点とPO点を結んだ線

下顎下縁平面 Me点在通り下顎下縁1"接する線

〔問題 54)矯正装置が装着された患者の口腔内写真 {別
冊午前NO.11)在日IJに示す。
矢印で示す器材の取り外しに用いるのはどれか。 2つ
選べ。

a ホウプライヤ-
b レジンリムパ

c ディスヲルエンド力ツヲ
d ピンアンドリガチヤ カッヲ

|別冊午前 NO.ll 写真

選択肢考察 答え ad 

ブラケットに

結教されている

アチワイヤー

liEj| 
Oa 結虫館線を除去した後、ホウプライヤ でアーチワ

イヤ を氾持して口腔外に取り出す。

x b レジンリム パ はブラケットを接着していたポ
ンディング剤を除去するときに用いる。

x c ディスヲルエンドカッヲーはアーチワイヤーの遺
心端を口腔内で切断するときに用いる。

Od ピンアンドリガチャー力ツヲーはアーチワイヤーを

ブラケットに結殺している結紫線の切断に用いる.

ポイント

くアチワイヤの着脱>

アーチワイヤ を着脱する際には、市ウプライヤー

やユーティリティ プライヤ を用いる。

〔問題 55) 上下顎中切歯の被蓋関係を図に示す。

オパ ジェットが小さいのはどれか。:;、、、爪
;足 iJ"'"iJ--'7J'----7/

ア イ ウ エ

選択肢考察 答え a 
Oa、xb、xc 、xd

オ-I(ージェットとは水平披蓋のことである.オ

ーパージェットが小さいのは水平被蓋が小さなrアJ

である。
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ポイント

くオパバイトとオパージェット>

オパバイトは垂直被蓋であり、オパジェッ

トは水平被蓋である。オー)(バイトやオパジ工

ットは正常被蓋では『正J と表現する。切端岐合では

オパバイトやオパジェットは rOJとなる。

(問題 56) 幼若永久歯への生活断髄後の治癒でみられる

のはどれか。 2つ選べ。
a 歯根の成長

b 歯髄の増殖

C 痩孔の消失

d 被蓋象牙質の形成

選択肢考察 答え ad

Oa 幼若永久歯で根部歯髄を保存すると、正常な歯根

の成長がまじる。

x b 生活断髄後に歯髄が増殖することはない。歯髄が
ポリ←プ状に増殖したものは慢性増殖性歯髄査であ

る。

Xc 痩孔は慢性化膿性根尖性歯周炎でみられるもので
あり、生活断髄を行うことて痩孔が消失することは

ない。

Od 生活断髄在行うと、断髄面lこ被蓋象牙質(デンテ

インブリッジ)の形成が生じる。

ポイント

<幼若永久歯に対する生活断髄>

幼若永久歯へ生活断髄を適用し根部歯髄を保存する

と、正常な歯根の成長が生じる。己れをアベキソゲネ

←シスという。

〔問題 57) 3歳の男児。侵食時の嬉痛と歯肉からの出
印を主訴として来院した。 38.0.Cの発熱があるという。

強い口臭がある。初診時の口腔内写真 (別冊午前 No

12)を別に示す。

関与が疑われるのはどれか。

a 風疹ウイルス

b ムンプスウイルス

C コヲサツキーウイルス

d 単純へんベスウイルス

別冊午前 No.12 写真

選択肢考察 答え d 

水槽やびらんが

みられる

歯肉からt!:血

している

x a 風疹ウイルスによる感染では、全身1<:小丘疹が生
じる。

x b ムンプスウイルスの感染で流行性耳下腺炎とな
り、両側の耳下腺が腫脹する。

x c コヲすツキーウイルスによる感染として、手足口
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病やへんパンギ ナがある。手足口病では手や足、

口腔内に水痘性発疹が現れる。へルパンギ ナでは

口峡部に水庖が形成される。

Od 口腔内写真をみると、歯肉出血や舌の小水泡やび
らんがみられる。発熱もみられることから、単純へ

んペスウイルヌの感染による庖疹性歯肉口内炎が考

えられる。

ポイント

<痘疹性歯肉口内炎>

単純へJレぺスウイルスによる感染で生じる。

幼児に多い。

発熱が生じる。

歯肉の浮腫性炎症が生じる。

歯肉や口唇、舌などに多数の小水1fjが形成され、び

らんとなる。接触痛もみられる。

(問題 58) 加齢に伴う消化器系の変化で低下するのはど

れか。 2つ選べ。
a 胃液pH
b 昧覚同値

C 肝フリアランス

d 薬物代謝酵素活性

選択肢考察 答え cd

x a 加齢1<:伴い胃酸分泌能が低下するため、胃液pH
は上昇するロ

xb 加齢l己伴い味覚闇値は上昇〈昧覚は低下〉する。

Oc 加齢に伴い肝クリアランスは低下する。
Od 加齢1<:伴い薬物代謝酵素活性は低下するため、薬
物血中半減期は延長する。

ポイント

加齢に伴い食道ヲりアランス〈食道内lζ逆流した胃酸
を胃内部へ排出するはたらき〉が低下するため、食道裂

孔ヘルニアや胃食道逆流症 (GERD)が発症しやすくな

る。

[問題 59) 次性サJGコベニアの原因はどれか。

a 加齢

b 急性感染症

C 廃用性筋萎縮

d エネルギー摂取量不足

選択肢考察 答え a
Oa 次性サJGコペニアは加齢が原因で、活動や栄養、

疾患の影響はない。

Xb 急性感染症などの疾患によるサルコベ二アは二次

性サルコベニアである。

x c 廃用性筋萎縮など活動制限によるすんコベニアは
二次性サルコベ二アであるロ

xd エネルギ 侵取量不足など栄養障害によるサJGコ

ベ二アは二次性サルコベ二アである。

ポイント

く二次性サJGコベニアの原因>

活動制限

栄養障害

疾患

第28回第2回模試

〔問題 60)観察法認知機能評価スケ ルはどれか。
a FAST (Functional assessment staging) 

b FIM (Funct旧nalIndependence Measure) 

c MMSE (Mini-Mental State Examination) 

d MNA (Mini-Nutritional Assessment) 

選択肢考察 答え a
o a FAST (Funct旧nalassessment staging) は観
察法認知機能評価スケ んである。

x b FIM (Funct旧nalIndependence Measure)は機

能的自立度評価表で、 実際に「しているJADLの

評価スケールである。

x c MMSE (Mini-Mental State Examinat旧n)は質

間紙法認知機能評価スケール

x d MNA (Mini-Nutrit旧問IAssessment)は簡易栄

養状態評価法で栄養状態の評価スケ ルである。

ポイント

<認知機能の評価スケーJし>
質問紙法認知機能評価

検査者の質問に対する回答をもとに評価する方法

である。

本改訂長谷川式簡易知能評価スケール (HDS-R)

本MiniMental State Examinat旧n(MMSE) 

観察法認知機能評価

行動を観察して評価する方法である。

* Functional assessment staging (FAST) 

(問題 61) パ キシソン病で正しいのはどれか。
a 可逆性疾患である。

b 筋肉の緊張が低下する。

C 小刻み歩行がみられる。

d 脳内のドパミン過剰がみられる。

選択肢考察 答え c
xa パーキンソン病は不可逆性疾患である。

x b パーキンソン病では筋肉の緊張が冗進〈筋強同~)
する。

Oc パ キンソン病では歩行障害(前屈姿勢、小刻み
歩行、突進歩行など)がみられる。

xd パ キンソン病では脳内のドパミン減少がみられ

る。

ポイント

くパキンソン病の4大症状>

①不随意運動〈安静時振戦〉

②筋強剛〈筋固縮〉

③無動寡勤(動作緩慢〉

笹姿勢反射障害

〔問題 62)経腸栄養補給法が禁忌となる患者はどれか。
a 口腔癌術後

b 胃食道逆流症

C 下部消化管完全閉塞

d 脳卒中後の意識障害

選択肢考察 答え c
x a 口腔強の術後であっても経腸栄養補給法は実施可
能であるロ
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xb 胃食道逆流症があるときは、チユ ブの先端を胃

ではなく腸に留置することで、経腸栄養補給法は実

施可能である。

Oc 下部消化管完全閉塞では経腸栄養補給法が禁忌と
なるため、静脈栄養補給法が適応される。

xd 脳卒中後の意識障害があっても経腸栄養補給法は

実施可能である。

ポイント

く栄養の投与ル トの選択>

患者

刻化管"安全に処刑】できるか?

'ES NO 

経腸栄聾 静脈栄養

腕剛志? 期1!oHJ.ヲ

F吐三空弐 戸斗竺E「
経鼻胃菅 胃壇 腸壇末梢静脈栄華 中心静脈栄聾

~ << .~ ~ヱF 炉、

〔問題 63) 歯肉炎と歯周炎の鑑別に重要なのはどれか。

a BOPの有無
b 口臭の程度

C 付着歯肉の幅

d 歯槽骨吸収の有無

選択肢考察 答え d
x a BOPは歯肉の炎症で生じるものであり、歯肉炎
と歯周炎との鑑別はできない。

x b 口臭の程度で歯肉炎と歯周炎との鑑別はで吉な
し、。

x c 付着歯肉の幅で歯肉炎と歯周炎との鏡別はできな
し、。

Od 歯槽骨吸収の有無は歯肉炎と歯周炎との鑑別に重

要である。

ポイント

く歯肉炎と歯周炎の鑑別に重要な所見>

歯僧骨吸収の有無

アタッチメントロス〈付着喪失〉の有無

[問題 64) 歯周基本治療後lこ歯周ポケットが減少した。
原因として考えられるのはどれか。 2つ選べ。
a 歯肉の退筒

b 骨レベJしの減少
C 付着歯肉幅のi曽加

d 上皮性付着量の増加

選択肢考察 答え ad 
Oa 歯周基本治療で歯肉の炎症が軽減して歯肉退縮が

生じると歯周ポケットは減少する。

xb 骨レベルの減少により歯周ポケットが減少したと
は考えられない。

x c 付着歯肉幅の増加により歯周ポケットが減少レた
とは考えられない。

Od 歯周基本治療で上皮性付着量の増加が生じると歯
周ポケットは減少する。
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ポイント

く歯肉の退縮〉

歯周治療や加齢変化などにより歯肉の退縮が生じる

と、審美性の低下や象牙質知覚過敏症などが生じる.

(問題 65) 工ツヲス線写真 (別冊午前 NO.13)を到に

示す。
第二小臼歯部に観察できるのはどれ力。 2つ選べ。

a う蝕
b 歯石

C 歯根嚢胞

d 歯僧硬線

別冊午前 NO.13 写真 j

選択肢考察 答え ad 

Oa 第二小臼歯遠心部にう蝕が観察できる。

xb 歯石は観察できない。

x c 歯根嚢胞は観察できない。
Od 第二小臼歯周囲に歯槽硬線が確認できる。

ポイント

く歯檀硬線〉

歯根に面した固有歯槽骨が工ッフス線写真上で歯僧

硬線として観察できる。固有歯僧骨にはシャーピ一線

維が埋入されている。

(問題 66) 歯周病のメインテナンス移行時の目安で正し

いのはどれか.

a 歯肉の退縮
b 病状の治癒

c 病状の安定
d 根分岐部病変の存在

選択肢考察 答え b
xa 歯肉の退縮はメインテナンスに移行する目安とは

ならない。

Ob 病状の治癒がみられたらメインテナンスに移行す

る。

x c 病状の安定は SPTに移行する目安である。
xd 栂分岐部病変が存在する場合にはメインテナンス

には移行しない。

ポイント

く病状の治癒〉

歯周治療後の再評価において、歯肉の炎症が怠く、

歯周ポケットは 3mm以下、BOPがない、動揺度は
生理的範囲にある状態であり、歯周組織が健康を回復

していることを目安とする。
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(問題 67) スケーリツグでサイドポジシヨンから行う部

位はどれか。 2つ選べ。
a 上顎右側臼歯部口蓋側遠心
b 上顎左側臼歯部口蓋側遠心

C 下顎左側臼歯部舌側近心

d 下顎右側臼歯部舌側近心

選択肢考察 答え bc

x a 上顎右側臼歯部口蓋側遠心はパッヲポジシヨンの
位置でスケ リングを行う。

Ob 上顎左側臼歯部口蓋側遠心はサイドポジシヨンま

たはフロントポジシヨンの位置でスケーリングを行

う。

Oc 下顎左側臼歯部舌側近心はサイドポジションの位

置でスケーリングを行う。

xd 下顎右iII~臼歯部舌側近心I;l:パッフポジシヨンの位
置でスケーリングを行う。

ポイント

〈サイ ドポジシヨジ〉

患者白頭部右側、 9時の位置に座る。足は3時の方
向に向ける。

〔問題 68) SPTで歯科衛生士が行う処置はどれか。 2

つ選べ。

a PMTC 
b 岐合調整

C 暫間固定

d ルートプレ二ング

選択肢考察 答え ad
Oa SPTでは PMTCが行われるが、 PMCTは歯科衛

生土が行うことができる。

Xb. Xc SPTでは必要に応じて唆合調整や暫間固

定を行うことがある。し古、し、これらは歯科医師が

行うものである。

Od SPTでは病状が進行しないようスケ リングや

jしートプしーニングを行うが、これは歯料衛生士が

行うことがで吉る。

ポイント

くSPTで行うこと>

SPTでは、病状安定した歯周組織を維持または治

癒させることが重要である。そのため、 SPT楽院時

には口腔清掃状態や歯周ポケットの深さなどを診査す

る。また、PMTCやSRPなどを行い、必要に応じて

岐合調整などの治療を行う。

[問題 69)ポケットプ口ーピング時の模式図を示す。プ
ロ ブのメモリは lmmである。 2年経過崎の倹査では

歯根露出量は 3mmとなっており、また、 2mmのアヲ

ツチメントロスが生じていた。

2年経過時の PPD値はどれが.

a 2mm 
b 3mm 

c 4mm 
d 5mm 

一
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選択肢考察 答え c 
Xa、Xb、Oc、Xd

2年経過時に 2mmのアヲッチメントロスが生じ

ていたことから、 2年経過時のアヲッチメントレベ
jしは 5mm+ 2mm = 7mmと判断できる。 PPD値
に歯根露出量を加えるとアヲッチメントレベルが算

出できることから、 2年経過時の PPD値は、 7mm

-3mm = 4mmとなる。

ポイント

くアヲッチメントレベJし〉

アヲッチメントレベJしとは、セメントエナメル境か
らポケット底までの距離をいい、 PPD値+根薗露出

塁で算出できる.

〔問題 70)超音波スケ ラ のチップ白歯面に対する最
適な角度はどれか.

a 15度
b 60度

c 75度
d 90度

選択肢考察

Oa、Xb、XC 、xd

答え a 

超音波スケーラーのチップの基本の使用角度は、

歯面に対して 15度前後である。

ポイント

く超音波スケーラー〉

発熱するため、注水し誌がら用いる。

歯面に強く押し付けないように、フ工ザ タッチで

用いる。

{問題 71) う蝕活動性試験について正しいのはどれか。
a う蝕進行度が判定できる。
b 槍質の摂取状況がわかる。

C 結果がう歯数と比例する。

d リコール問隅の決定に活用できる。

選択肢考察 答え d

Xa う蝕活動推試験でう蝕進行度は判定できない。

xb う蝕活動性試験で糖質の摂取状況はわからない。

Xc う蝕活動性試験の結果はう歯数と比例しない。

Od う蝕活動牲試験は患者のリコール間隔の決定!こ活

用で吉る。

ポイント

くう蝕活動性試験〉

う蝕活動性試験は、その結果によってう蝕リスヲの

大小を評価するものであり、う蝕予防プログラムの立

案やリコ ル間隔の決定などに利用する。

午前問題解説

(問題 72) 口蓋側のスケーリングを行う患者の口腔内写

真 (別冊午前 No.14)を別に示す。

使用するグレ シ ヲイプキユレットの組合せはどれか。

a 柑7 #11 #14 
b #7 柑12 #13 
c #8 #11 需13
d #8 #12 #14 

別冊午前 NO.14 写真 |

選択肢考察

上顎右側の臼歯部

Oa、Xb、Xc‘ Xd 

答え a 

口腔内写真から上顎右側臼歯部の口蓋側である

と判断できる。上顎右側臼歯部口蓋側の近心部は

#11、中央部は #7、遠心部は #14を用いる.した

がって、常7、#11、#14となる。

ポイント

〈上積右側臼歯部に用いるグレ シ ヲイプキユレット〉

上顎右側臼歯部の頬側 #8. #12、#13

上顎右側臼歯部の口蓋側 #7、#11、#14

得7/8は臼歯部頬舌側面、 #11/12は臼歯部近心面、

引 3/141立臼歯郁遠心面に用いられる。

〔問題 73) 頭頭部腫燭の般射線治療によってう蝕のリス

ヲが噌加する理由はどれか。

a 白血球の減少
b 歯質の耐酸性低下

c 唾液分泌量の滅~'
d 歯髄細胞の活性低下

選訳肢考察 答え c
X a 放射線治療により白血球の減少が生じるが、う蝕
のリスクが増加する理由ではない。

X b 放射線治療により歯質の耐酸性が低下するわけで
はない。

Oc 放射線治療により唾液分泌置の減少が生じること

で、う蝕のリスクが増加する。

Xd 放射線治療により歯髄細胞の活性が低下してう蝕

が噌加するわけではない。

ポイント

〈頭頭部腫携の政射線治療による主な副作用〉

口腔乾燥

味覚障害

骨髄炎、骨頃死

口内炎、粘腹J買耳障
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(問題 74) う蝕活動性試験でプラ クを検体とするのは
どれか。

a Dentbu行~STRIP'

b RDテスト ⑥

C スワッブテスト

d スナイデーテスト

選択肢考察 答え c
x a Dentbuff-STRIP'1Ilは唾液を検体とする。
X b RDテスト @ は唾液を検体とする。

Oc スワッブテストはプラ フを検体とする。

x d スナイダテストは唾液を検体とする。

ポイント

くう蝕活動性の評価法>

細菌の数や唾液の分泌畳、緩衝能、工ナメ)"質の歯

質耐酸性などを評価する。

〔問題 75)小寓裂溝填塞法の適応部位でEしいのはどれ
力、。 2つ選べ。
a 癒合歯の裂首
b 側切歯の根面溝

C 大臼歯切煩面溝

d 大臼歯の根分岐部

選択肢考察 答え ac
Oa 癒合歯の裂溝はう蝕に権患しやすい。小高裂溝填
塞法の適応部位である。

X b 側IJJ歯の根面溝1 ;j"J'~裂溝填塞法の適応音B位では
ない。

Oc 大臼歯の頬面;首はう蝕に怪患しやすい。Jj崎製溝

j国塞法の適応部位である。

xd 大臼歯の根分岐部は小禽裂溝填塞法の適り応部位で

はない。

ポイント

<小窓裂，青j員塞法のおもな適応>

癒合歯の裂満

側切歯の舌側諸 (盲孔)

臼歯岐合面や頬側面の小宮裂溝

(問題 76) PMTCに用いる器具の写真 (別冊午前 N且

15)を別に示す。

正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 回転運動で用いる。
b 頬舌側歯頭部の清掃に用いる。

C ポリッシングブラシに先立つて使用する。

d 歯肉が下がるように器具を歯ilillζ適合させる。

|別冊午前 NO.15 写真 |

選択肢考察

匝
答え cd 

工パチップ
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午前問題解説

xa 工パチップは前後の往復運動で用いる。
xb 工パチップは隣接面の清掃に用いる。

Oc PMTCでは、 般的に清婦が困難な隣接面から

清掃研磨していくため、 工パチップを用いて隣接

面を清掃後に頬舌側面をラパー力ツプやポリッシツ

グブラシなどで清掃するとよい。

Od 乳頭歯肉が下がるように工パチップを隣接歯面に
適合させる。

ポイント

< PMTC > 
隣接面のプラーク除去

工パチップ(往復運動)

頬舌側面や岐合面白プラ ヲ除去

ラパー力ツプやポリッシングブラシ(回転運動)

(問題 77)小学生を対象としたフッ化物洗口法で正しい
のはどれか。 2つ選べ。
a 下を向いて洗口させる。
b 1 mしの洗口液を用いる。
C 洗口時間は 30秒である。

d フッ化物洗口後は水で洗口する。

選択肢考察 答え ac 
Oa 7ッ化物;先日は、下を向いた姿勢で全歯面lこフッ
化物溶液が行き渡るように洗口させる。

xb 洗口液 1 回分は 5~1 口mしであり、小学生では

10mしを目安とする。

Oc 洗口時間は 30 秒~1 分である。

xd フッ化物洗ロ後I;J:30分程度うがいや飲食を避け

る。

ポイント

<フッ化物洗口法l己用いるフッ化ナトリウムの濃度>

毎日法 0 .05~0 . 1%フッ化ナ トリウム(フ ッ素イ

オン濃度225~450ppm)

週1団法 0.2%7ッ化ナト 1)ウム(フッ素イオン

濃度900ppm)

〔問題 78) フッ化ジアンミン銀溶液について正しいのは

どれか。 2つ選べ。
a 黒色である。

b 苦みが強い。

C 無臭である。

d アルカリ性である。

選択肢考察 答え bd
x a フッ化ジアンミン銀溶液は無色透明の水溶液である。
Ob フッ化ジアンミン銀溶液は苦みが強い。
x c フッ化ジアンミン銀溶液はアンモ二ア臭がある。
Od フッ化ジアンミン銀溶液はア)"力リ性である。

ポイント

〈フッ化ジアンミン銀溶液の特徴〉

苦みがある。

アンモニア臭がある。

無色透明の水浴液である。

粘膜や歯肉に刺激性がある。

う蝕部分に塗布すると銀が沈着し、歯質が黒変する。

第28回第2回模試

(問題 79)ハイリスクアプロ チが適用される特異的予
防はどれか0

8 栄養指導

b 集団検診

C 予防填塞

d 7ッ化ジアンミン銀塗布

選択肢考察 答え c
x a 栄養指導は第一次予防の健康増進である。
x b 集団検診は第二次予防である。
Oc 予防填塞は第一次予防の特異的予防で、う蝕リス

ヲが高い人を対象に適用されるため、ハイリスクア

プロチである。

xd フッ化ジアンミン銀塗布は第二次予防である。

ポイント

ハイリスクアブロ チは疾患を発生しやすい高いリスヲ

をもった人を対象に絞り込んで対処していく手法である。

(問題 80) 誤聴性肺査の疑いがある要介護高齢者への対

応で適切なのはどれか。

a ショートステイを紹介する。

b 地域医療支援病院へ紹介する。

C ケアプランの見直しを指示する。

d 特別養護老人ホ ムに緊急入所させる。

選択肢考察 答え b

xa 誤~Oj特性肺炎の疑いがある患者!とシ ョ トステイを

紹介しても症状が改善することはない。

Ob 誤畷性肺炎の疑いがある患者に地域医療支援病院
を紹介することで予後が良好になると考えられる。

地減医療支援病院は地域連俣病床があり、在宅訪

問診療を受けている患者が入院を必要としたとき、

60日を限度に対応している。

x c ケアプランの見直しよりも誤際性肺炎の処置が優
先される。

xd 特別養護老人ホームには医師が常在していないた

め、緊急入所させても症状が改善するととはない。

ポイント

誤嚇性肺炎を疑うときは胸部工ッフス線写真を撮影

し、必要ならば病院に入院させることが一般的である。

(問題 811 1歳の女児。上顎乳前歯部の歯肉の腫れを主

訴として来院した。初診時の口腔内写真 (別冊午前 No

16)を別に示す。

口腔清掃指導として適切なのはどれか。 2つ選べ。
a 寝かせ磨き

b 歯磨剤の使用

C ガゼによる清拭

d 歯問ブラシの使用

別冊午前 NO.16 写真

選択肢考察
ι..ー
三~^- a c 
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午前問題解説

若干の歯肉腫脹

Oa 歳児のため、寝かせ磨きを指導する。
xb 歳児に対して歯磨剤の使用を指導する必要はな
し、。
Oc 歳児であり、萌出途上の乳歯がみられるため、

歯肉を傷っけないようガーゼによる清拭を指導す

る。

xd 歳児に対して歯間ブラシの使用を指導する必要

はない。

ポイント

1歳児iこ対しては寝かせ磨きが基本となる。口腔清掃
指導では、まずガーゼによる清拭を行い、慣れてきたら

染め出し液と歯ブラシの使用を指導する。

(問題 82) 前年度と今年度の健康診断票(歯 口腔)の

一部を表lζ示す。この 1年間で歯科受診の経験はない

という。

ωI tol -1 LJ.Q 

前年度。0"')
畑防相 " 1川副"刷

， 1 州

4今年度

(I! il) 

o 10 18 1...手すすす 1 '10 

前年度から今年度までの間lこ起った変化はどれか。 2
つ選べ。

a 乳歯の自然脱落
b 永久歯の早期萌出

C 永久歯う蝕の発生

d 要注意乳歯の発生

選択肢考察 答え ad
Oa 下顎右側第二乳臼歯が自然脱落している。
x b 11歳という年齢を考えても永久歯の早期萌出は
みられない。

x c 下顎左側第 大臼歯は rCOjであり、永久歯う

蝕の発生はみられない。

Od 上顎左側第二乳臼歯が rXJであり、要注意乳歯
となっている。

ポイント

〈学校歯科健康診断の記号>

C 未処置歯

CO 要観察歯

O 処置歯
× 要注意乳歯
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(問題 83) 85歳の女性。脳梗塞のため右側片麻揮で寝
たきり状態である.

口腔ケア指導を行うにあたり適正な頭部の姿勢はどれ
力、。

a 伸展
b 前屈

C 前突

d 慣~屈

選択肢考察 答え d
xa 伸展は噂液が喉頭内 I~侵入しやすい頭部の姿勢で

あり適正では怠い。

xb 頭部の前屈姿勢により舌根部と喉頭葦は咽頭後壁

に押され喉頭の入口は狭まるため誤臓を防止できる

が、右側片麻痩で寝たきり状態のため頭部の前屈姿

勢は困難である.

Xc 前突は誤聴しやすい頭部の姿勢であり適正ではな

Od 右側片麻痩で寝たきり状態のため、頭部の側屈姿

勢により口腔ケア指導を行うのが適正である。

ポイント

片麻癖患者の頭部の側屈姿勢では、麻f軍側を上(健側
を下)にして、口腔からの流涯を防止することが重要で

ある。

〔問題 84)82歳の男性。家族から口腔の管理を依頼さ
れた。 1か月前から特別養護老人ホームに入居している
という。訪問時の口腔内写真 (別冊午前No.17)を別
に示す。 BDR指標を用いて評価した結果を表に示す。

R I日自立 l口-tlII介助が必嬰|口全介助が必要lロ不能

適切な指導内容はどれか。

a うがいの練習を行う。
b 患者に義歯の着脱を行わせる。

C 吸引付吉歯ブラシを使用する固

d 介助者が支台歯の部分を制腕する.

l 別冊午前 No.17 写真

選択肢考察 答え d 

下顎前面部の

史損

x a BDR指標から rR(うがい)Jは自立しているため、

うがいの練習を行う必要はない。

x b BDR j旨僚から「口(義歯着脱)Jは全介助が必要

なため、義歯の着脱は介助者に行わせる.

x c 誤聴の所見はみられないことから吸引付き歯ブラ
シを使用する必要はない。

Od 口腔内写真では下顎前歯部が欠損しており、 BDR
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午前問題解説

指僚では fDJ を評価しているため、 下顎部分床義

歯を使用していると考えられる。 BDR指標から rB

(歯磨き)Jは部介助が必要なため、磨き残しが生

じやすい支台歯の部分は介助者が刷掃する。

ポイント

くBDR指標〉

項目

'"凶抽唱，...，き〉

自立

. "ぽ自分で匹〈

B 移働して婁Bーする
2 省床で実働する

a 自分で省脱する

目臨介制 金介助
， .自分約に""分で庖<" 自分で..~"ぃ
1 置他を保つ 11 .. 位、学慶飽をとる

2 直也"保て俗い 12 手痩位もとれ"い

b 外.~入.nるかどさるら " .分で，..ヲた<8
か，..る l 院 し伝い

恒 例問

叩 r時
〈破@沼険〉

Moo~ 
a プクプクうがいをす" 水"ロに含む湿度';;.~ I c ロに含釘こともでき

r同司
〈うがい〉

る l る l 低い

〔問題 85)34歳の男性。補綴装置装着後の定期検診で
来院した。上顎左側第二小臼歯の欠績に対し、第一小臼

歯と第一大臼歯を支台歯とするブリッジを6か月前に
装着した。定期検診で行った染め出し時の口腔内写真(sIJ

冊午前No.18)を別に示す。
矢印で示す基底面の清掃に適しているのはどれか。

a 歯閤ブラシ
b ヲフトブラシ

c ラパカップ
d デンヲルフロス

別冊午前 No.18 写真

選択肢考察

ポンティッヲ基底面の着色がみられる

答え d 

x a 、xb 歯間ブラシゃうジフトブラシはポンティッヲ
基底面の清掃!こ用いることはできるが、口腔内写真

から矢印部lζは粘膜との隙聞がみられないため適切

でない。

Xc ラパ カップは PMTCで用いる清掃器具であり、
ポンティック基底面の清掃には適切でない。

Od デンヲル7ロスI;!:;t(ンティック基底面の清掃に用

いることができ、矢印部の清掃に適切である。

ポイント

〈ポンティッヲ基底面の清婦に用いる器具〉

歯問ブラシ

ヲフトブラシ

デンヲ)[，フロス

スパフロス

一
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(問題 86)生体内でコレステローんから合成されるのは
どれか。

a 胆i十酸
b 中性脂肪

C ヒスヲミン

d アドレナリン

選択肢考察 答え a
Oa 胆汁酸はコレステロ んから合成される。
xb 脂質は中性脂肪とコレステロールから構成され

る。中性脂肪はコレステロ んから合成されない。

x c ヒスヲミンはヒスチジンの脱力ルポキシ)[，反応に
より合成される生体アミンである。

xd アドレナリンはフエ三ルアラニンの脱力Jしポキシ
ル反応により合成される生体アミンである。

ポイント

<胆汁酸〉

肝臓で合成され、胆汁中に分泌される.

食物中の脂肪を乳化し、消化 。吸収を助ける。

(問題 87)78歳の男性。改訂水飲みテスト3点。嚇下
造影検査で薄いとろみのついた水分は債取できたが、下

顎の可動範囲が小さく、動きは鈍い。舌による食品の押

しつぶしは困艇であった。

この患者に提供する食事形態として適切なのはどれか。

a 全粥
b :フリムスプ

C オレンジジュ ス

d ひき肉を使った料理

選択肢考察 答え b
xa 全粥は固形物の割合が高いため、誤嚇する可能性
がある。

Ob 舌による食品の押しつぶしは困難であり、食塊形

成は難しいと考えられる。改訂水飲みテスト3点で
誤鳴が疑われるが、瞭下造影検査で薄いとろみのつ

いた水分は摂取できているため、ヲ ')ームスープは

適切である。

Xc オレンジジュ スなど水分を多く含むものは、誤
即時する可能性がある。

xd 舌による食品白押しつぶしは困離なため、ひき肉

を使った料理は誤聴する可能性がある。

ポイント

<誤嚇予防食〉

貴べやすい食品 | 貴べにくい賞品
密度が均 である 密度が安定していなし」
適当主粘度があってバラバラにl硬すぎてかみ砕吋ない.
忽りにくい サラザラしすぎる。
口腔市咽頭を通過するとき歪形|宜形しにくいもの.
しやすい べたつくもの.
べたついてい伝い.
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午前問題解説

[問題 88)離乳開始後1か月の幼児への食事指導で適切
なのはどれか。

a 一口震を覚えさせる。

b 離乳食に慣れさせる。

C 手づかみ食べを制限する。

d 舌で潰せる固さのものを与える。

選択肢考察 答え b

x a 口畳を覚えさせるのは離乳後期である。
Ob 離乳開始後1か月〈離乳初期〉は離乳食に慣れさ

せることが重要である。

x c 離乳開始後1;か月に手づかみ食べを制限すること
はない。離乳後期に手づかみ食べを十分にさせる。

xd 舌で潰せる圃さのものを与えるのは離乳中朗であ

る。

ポイント

離乳開始後1か月は1日1回食を定着させる。

(問題 89)侵食腕下の5期モデJしで下顎の側方偏位を伴
うのはどれか。

a 先行期
b 準備期

c 口腔期
d 咽頭期

選択肢考察 答え b
xa 先行期(認知期〉は食物を摂取する前の時期であ
る。

Ob 準備期は食塊を形成する時期である。 011鳴を成立

させているのは岨喝筋群(岐筋、側頭筋、内側翼突

筋、外側翼突筋)であり、食物の粉砕や食塊形成に

関与する。明暗時には下顎の側方偏位を伴う.

x c 口腔期は唱鴫後の食塊を咽頭へ送り出す時期であ
る。

x d Otll頭販は食塊が口峡を通過してから咽頭を経て、
後端が食道入口部を通過するまでの時期である。

ポイント

〈岨暢運動>

下顎が閉じた状態から開始し、愚大開口位の半分程

度まで閉口する。下顎はまっすぐ閉口せずに、岨嘱側

に偏って閉口する。続いて下顎は岨噌側に向かって閉

口する。上下顎歯列が接近すると食物は粉砕されるが、

下顎は閉口とともに側方運動を岐頭猷合位の方向に変

化させ、臼摩運動〈食物をすりつぶす運動〉を行う。

(問題 90) 侵食鴨下機能の検査時田写真 (別冊午前No
19)を別に示す。
この験査で正しいのはどれか。

a 10秒間で判定する。
b 不顕性誤嚇在検出する。

C 視診で確認し鴨下回数を数える。

d 鴨下の随意的な惹起能力が評噛できる。

|別冊 午前 No.19 写真 |

選択肢考察 答え d 
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反復睡渡臨下テスト (RSST)

X a 反復GJIi液鴨下テストは 30秒間で判定する.
X b 反復唾液H曹下テストは不顕性誤慌を検出すること
はできない。

Xc 反復唾液嚇下テストは触診で確認し際下回数を数

える。

Od 写真で行っている侵食時下機能の検査は反復唾液
聴下テスト (RSST)である。反復唾液嚇下テスト
は鴨下の随意的な惹起能力が評価できる。

ポイント

<反復唾液嚇下テスト>

検査書は被検者の喉頭隆起および舌骨相当部に指腹

を軽くあてる。喉頭隆起が指腹を乗り越え上前方部に

移動し、もとの位置に戻った時点在1固として鍛える。
30秒間、触診してその閣の嚇下回数を観察値とする。

30秒間に鴨下回数が2回以下のときは鴨下陣害の偽

陽性である。

(問題 91) 摂食鴨下障害患者の社会参加に向けた代償的

アプロ チはどれか。 2つ選べ。
a 家屋改造
b ，IJき手突換
c 食具の改良

d 口腔機能訓練
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ポイント

〈摂食聴下障害患者への代償的アプローチ〉

食物形態の選択

利き手交換

食臭の改良

〔問題 92) 侵食即時下障害に伴う機能低下と訓練の組合せ

で正しいのはどれかo 2つ選べ。
a 関口量減少 アイスマツザジ

b 舌筋力低下 舌抵抗習練

C 食塊移送能低下一一 一 層、こらえ鴨下

d 喉頭挙よ能低下一一ー一頭部挙上~II練

選択肢考察 答え bd
X a アイスマッサージはアイス綿棒で軟口蓋や舌根
部、咽頭後壁部をマッサージし、随意性および反射

性白鴎下を惹起しやすくする鴨下促b且訓練の1つで
ある。

午前問題解説

Ob 舌抵抗訓練はスプーンの背や指、舌圧子を舌背に
載せ、軽く力を入れて押し、その抵抗!と抗して舌を

挙上させ、脱力を繰り返す筋機能量練の1つである。
舌低抗司練により舌筋力低下は改善する。

X C 息こらえ訓練 <Supraglotticswallow)は吸気後
に軽く息乙らえをし、瞭下後に呼気や咳を出すよう

に指示することで、息こらえにより声門の閉鎖を促

し、呼気や畷を出すことで咽頭残留物の除去にも効

果的な声門閉鎖訓練の1つである。
Od 頭部挙上訓練 <Shakerexercise)は仰臥位で頭
部を挙上し、足先をみた状態を保持させる筋機能訓

練の1つである。頭部挙上訓練により喉頭挙よ能低
下や食道入口部聞大不全は改善する。

ポイント

舌尖挙よ

食塊保持、形成、送り込みすべてに必要とされる運

動であり、比較的筋力は小さいが持久力を要する運動

である。

舌背挙上

食塊保持、形成、送り込みすべてに必要とされる運

動であるが、とくに食塊の送り込み時に舌と口蓋の閉

鎖を強め、口腔内圧を高的、舌恨後退運動を促す効果

がある運動である。

[問題 93) ノ マライゼシヨンに該当するのはどれか。
a 学童の健康指導
b 適切な教育の充実

c j由l車保健活動の推進
d 醸害者スポツの娠興

選択肢考察 答え d

xa 、xb、Od 障害者スポーツは一般的にイメージ
されていた 『リハビリテーシヨンの延長Jという狭

義のものから、生涯スポーツや競技スポーツ怠ど障

害のない人々と同樟に多横な目的で行われているこ

とが知られるようになり、その結果、ノ マライゼ

ーシヨン社会の構築に向けた役割や、障害者の自立

や社会参加を支援するという大きな役割も果たすよ

うになった。

x c 也1基保健活動を推進するための方法論は、ポピュ
レーショYYブローチやハイリスクアプローチであ
る。

ポイント

ノーマライゼ シヨンとは、バリアフリー化の推進に

よる陣害者の不自由参加制約の緩和である。

[問題 94)舌がんの終末期で在宅療養を受けている患者
のQOLについて正しいのはどれか。 2つ選べD
a 人生の最終段階では低下する。
b 得られる支援によって変化する。

C 患者の価値観が評価lこ影響する。

d 患者の状況に対する評価は定である。

選択肢考察 答え bc
xa 人生の巌終段階でも精神面を含めた生活全体が低
下するとは限らないため、QOLが低下するとはい
えない。
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一Ob QOLは得られる支援によって変化する.高齢者
福祉ではQOL向上に向けた支援が求められている。
Oc 患者の個性や価値観、生活歴を評価し、患者とそ
の家族をサポートすることが重要である。

x d QOLの評価は患者の個々の状況により変化する
ため、 定ではない。

ポイント

身辺自立ができなくても他者の介助を利用して、患者

の望む『生活の質Jを確保することが重要である。

(問題 95) 肥満改善プログラムの評価指標で費用効果分
析はどれか。

a 主観的健康度
b 肥満教室の出席率
c 周囲の理解度の変化
d 体重1kgの減少に必要な費用

選択肢考察 答え d

xa 主観的健康度は結果評価である。
xb 肥満教室の出席率は過程評価である。
x c 周囲の理解度の変化は影響評価である。
Od 体重 1kgの減少に必要な費用は賀用効果分析で
ある。

ポイント

く費用効果分析〉

教育により一定の効果を得るためにどのくらいお金

が必要なのかを評価する方法である。

(問題 96) 車情子を使用している要介護高齢者への対応

で正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 移乗する前にブレ キをかけておく。
b 介助者は腰在高くして患者を移動させるE
C 立位が可能な場合は自分で移乗してもらう。

d デンヲルチ工アーは車椅子のシートより上げてお

く。

選択肢考察 答え ac 
Oa 移乗する前にブレーキをかけておく。
xb 介助者は腰を低くして患者を移動させる。
Oc 立位が可能な場合は自分で移乗してもらう。
xd デンヲルチェア は車椅子のシートより下げてお
く。

ポイント

く車崎子患者の補助〉

①フットレストは持ち上げる。

②介助者は腰を低くする。

③デンヲJしチェアーは車椅子のシートより下げておく。
④患者の左側!こユニットがくるように車碕子を寄せる。

⑤介助者の両腕を患者の脇に入れて移動させる。

@移乗する前にブレ キをかける。

⑦立位が可能な場合は自分で移摂してもらう。

@移乗後は深〈座ってもらう。

午前問題解説

{問題 97)スヲンダ ドプレコ シヨンによって歯科
治療を行った。

治療終了後に最初に外すのはどれか。

a ガウン
b マスヲ

C グロブ

d ゴグ)"

選択肢考察 答え c 
x a、xb 、Oc、xd 
保護具の着用はスヲンダ ドプレコ シヨンの

方法の1つである。一般的に着用順はガウン→マス
ヲ→ゴーグル→グローブの順であるが、グローブを

最後に着用する以外はとくに決まった順序はない。

外すときは逆の順序になるので、母初に外すのはグ

ロブである。

ポイント

くスヲンデ ドプレコ ション(標準予防策)>

患者の血液 体液や患者から分泌排池される尿

疾 ー便搬などのすべての湿性物質(5干は除く)は

何らかの病原体を含んでいる可能性があることを前

提とした感染予防策。

手袋、マスヲ、工プロンなどの着用が基本→すべて

の患者に適用される。

(問題 98) 根管洗浄用プラスチッヲシリンジの感染予防

対策で有効なのはどれか。

a 薬液消毒
b 乾熱滅菌

c EOG滅菌
d 紫外線消毒

選択肢考察 答え c
x a 薬'*消毒よりも滅菌のほうが感染予防対策として
は有効である。

x b 熱'"弱いプラスチッヲ製品lこ対して乾熱滅菌を行
うことはできない。

Oc 時処理に耐えられないものは、 EOG滅菌、低温
プラズマ滅菌を行う。

xd 紫外線消毒よりも滅菌のほうが感染予防対策とし
ては有効である.

ポイント

〈工チレンオキサイドガス (EOG)滅菌〉
|条件 140-日町広 2-24時間湿度25-60%

I ~ ili Iガツタパーチヤポイント プラスチック ゴム製品のl畏所
誠菌が可能

|短所 |毒性が強い。畏時間必要一換気が畠要。 1

(問題 99) シリコ ンゴム印象材による印象採得で接着

材が必要なのはどれか.

a 網トレ-
b 水冷式トレー

C レジン個歯トレー

d リムロッヲトレ

選択肢考察 答え c 
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Xa 網トしーは細い真織製ワイヤーで網目状になって

おり、印象材の保持に適する@おもにy)[.，ジネ ト

印象材による概形印象採得で用いることが多い。

xb 水冷式トレ は寒天印象材のみによる印象採得に
おいて使用する。

Oc レジン個歯トレーはシυコ ンゴム印象材による
印象採得において使用する。保持機構は物理的猷合

および接着材による化学的接着である。

xd リムロックトレーは周縁の内部に土手状の高まり

があり、 ζこで印象材を保持する。トレーが丈夫で

変形しないのが最大の特徴である。寒天アルジネー

卜連合m象採得やシリコ ンゴム印象材による印象
1畢写において使用する。接着材を必要としない。

ポイント

レジン個歯トし を使用する場合は、歯列を印象採得

するための個人トレーも必要になる。

〔問題 100) コンポジットレジン修復で使用する器材の写

真 (別冊午前 NO.20)を別に示す。

これを使用するのはどれか図

a 級寓洞

b 2級寓洞

c 3級寓洞
d 5級高司

l別冊午前 NO.20 写真 |

選択肢考察 答え d 

透明怠サ ピ力ルマトリックス

x a、xb、xc 、Od
透明なサーピカルマトリックスは、 5級高洞の歯
頭部のコンポジツトレジン修復や光硬化型グラスア

イオノマ セメント修復に用いる。

ポイント

<5組寓洞白光重古型コンポジットレジン悟揮で準備する器材>

①シェードガイド

②ホワイトポイント

③光照射器

@切削器具(ラウンドパ 、ダイヤモンドパ など)

⑤裏層材

⑥エッチング材

⑦ボンデイング材

@CRシリンジ

@成形充i車器

⑩サ ピ力ルマ トリックス

⑪歯肉圧排来

午前問題解説

(問題 101) 歯周組織再生誘導法 (GTR法〉で使用する

のはどれか。 2つ選べ。
a 遮断膜
b f寺針器
C カ ヲランドメス

d ヲレン力プランのポケットマ 力

選択肢考察 答え ab 
Oa 遮断膜を歯周組織に挿入することによって、歯肉

上皮の根尖側への侵入を防止し、結合組織性付着(~

新付着)を獲得するのを目的としている。

Ob 縫合するので持針器や歯周バッヲは必要である。

x c 力一フランドメスは歯肉切除術の際に用いられる。
xd ?レン力プランのポケットマー力ーは歯肉切除術

の際に用いられる。

ポイント

<歯周組織再生誘導法 (GTR法〉で用いる器具>
局所麻酔用器材、メス、鋭匙型スケーラ一、骨膜剥

離子、歯槽骨整形用器具、歯肉パサミ、遮断膜、縫合

用器具など。

(問題 102) 完成した補綴装置の写真 (別冊午前 No.21l
を別lこ示す。
試適時に準備する器材はどれか。 2つ選べ。

a 殴合紙

b 平行測定器

C シ工 ドガfイド
d コンヲクトゲジ

日市下百 NO.21 写真

選択肢考察 答え a d 

硬貨レジン前装冠

Oa 試適時に喰合紙にて岐合接触状態を診査する。
x b 平行測定器はブりッジ由主台歯形成時lζ使リ用する。
Xc シエ ドガイドは技工室での製作前にチェアサイ

ドで使用し、製作する補綴物の色(シエ ド)を決

めておく。

Od コンヲヲトゲージにて隣接面の接触状態を確認す
る。

ポイント

<硬質レジン前装冠試適時に準備する器材>

①コンヲヲトゲジ

②フィッ トチェッ力

③岐合紙ホルダ 、岐台紙

④力ーポランダムポイント

⑤シリコーンポイント(茶色、青色)

⑥セメツトスパチユラ、練板

①ヲラウンリムパ
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〔問題 103) 28歳の男性。下顎左側智歯周囲炎による捧

痛を主訴として来院した。診査の結果、 左側下顎智歯を

抜歯することになった。初診時のパノラマ工ッフス線写

真 (別冊午前 No.22)を別に示す。
抜歯の際に必要なのはどれか。 2つ選べ。

a ゾンデ

b 骨膜量j離子

C カ クランドメス

d 工アヲ ビンハンドピス

別冊午前 No辺写真 |

選択肢考察 答え bd 

x a ゾンデは切開、排臓の際に準備する器具であるU
Ob 、Od パノラマ工ツヴス線写真より下顎左側水平

埋状智歯が存在する乙とがわかる。下顎水平埋状智

歯は歯冠が埋伏しているので歯肉を切開し、骨膜を

剥離する。次に工アヲ ピン、マレット、マイセJレ

などを用いて歯冠を分割して、抜歯することになる。

x c 歯周外科治療の1つである歯肉切除術の際に用い
る。

ポイント

<下顎水平埋状智歯の抜歯に使用する器具>

①歯肉メス

(z骨膜剥離子、骨膜起子

③挺子(工しベヲ〉

④マイセル

⑤マレット

⑥股骨釦子

@骨パー

③工アヲービンマイウ口モ タハンドピス(歯

の分割問パなど)

⑨縫合用器具式など

(問題 104) 抜歯後の患者への説明として正しいのどれか。

2つ選べ。
a 抜歯当日は十分に含噺を行う。
b 舌や唇の岐傷に注意してもらう。

C 腫れたら温湿布を行い患部を温める。

d 飲酒、入浴、激しし、運動は避けてもらう。

選択肢考察 答え bd

x a 抜歯後出血やドライソケットを招くため、阪歯当

自の吉田明は控えてもらう。

Ob 麻酔は術後約 1-3時間持続するので、岐舌岐

唇の危険性を注意する。

x c 腫脹がある場合は、冷湿布を行い患部を冷やす。
Od 血行がよくなり、出血しやすくなるので、飲酒、
入浴、激しい運動は避けてもらう。

ポイント

く抜歯後の注意点>

任麻酔は術後約 1-3時間持続するので、岐舌岐唇

の危険性を注意する。

喧麻酔がさめると疹痛が生じやすいので、鎮痛薬の服

用方法を説明する。

(宣頻回のうがいは避ける。

④2時間は飲食を避ける。
⑤止血を確認した後帰宅させる。

@帰宅後出血した場合に備えて、滅菌ガーゼを渡し、

圧迫止血をするよう指導する。

②抜歯後、 当日は入浴、飲酒、運動などは避けてもら

つ。

⑨腫脹がある場合は、冷湿布を行い患部を冷やす。

〔問題 105) 21歳の男性。矯E装置装着後の口腔内写真

(別冊午前 NO.23)を別に示す。

装着後の患者指導で正しいのはどれか。

a 使用時聞を力ード!こ記録するように指導する。
b リリーフつッヲスでの応急処置法を指導するロ

C 運動時は外してケス1<:保管するように指導する。

d 装着後 1か月閣の痔痛は生理的であると説明す

る。

|別冊午前 NO.23 写真 i

選択肢考察 答え b

xa マルチプラケット装置は固定式矯正装置なので使
同時間は記録しない。

Ob マルチプラ7ット装置装着後1こは、ワイヤ 、ブ

ラケット、チューブ紅どが舌や頬粘膜に突き刺さる

ことがある。そこで、リリ フつックスを予め患者

iこ渡してお吉、応急処置について指導しておく。

x c 固定式矯正装置なので運動時も外さない。
xd 装着後1か月間も痔痛は続かない。長くても 1週

間程度である。

ポイント

くマルチブラケット装置装着後の患者指導>

①リリーフワツヲスを予め患者iこ渡しておき、応急処

置について指導する。

②装着後1週間の痔痛は生理的であると説明する。
③ブラッシング指導在行う。

[問題 106)小児の医療面接で適切なのはどれか。

a マスクは外す。
b 開放的な場所で行う。

C 来院盟H麗は小児に尋ねる。
d 保護者には専門用語を用いる。

選択肢考察 答え a 

広
-
d

内

ζ
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Oa 医療面接は小児でも保護者でもマスヲを外して行
うべきである。

X b 医療面慢では様々な情報を聴取するため、開肢的

な場所で行うと情報漏えいが生じる可能性がある.

X C 来院動機を話せる小児もいるが、基本的には保護

者から情報を聴取する。

Xd 医療面接では保護者だけでなく、成人患者でも専

門用語は用いるべきではない。

ポイント

く小児の医療面接〉

小児はコミュニケ ション能力が低いため、基本的

には保護者から情報を聴取する。

ラポーJ，の形成目的もあるので、小児に対して非言
語的コミュ二ケーションを用いて不安恐怖心在世な

くする。

{問題 107) 写真 {別冊午前 No.24)を別に示す。

この器材を応用した歯冠修復処置で用いるのはどれか。

a 金冠ばさみ
b 合着用セメント

c アクリルレジン
d ゴ ドンのブライヤ

別冊午前 NO.24 写真

選択肢考察

ヲラウン-:;，守 ム

答え a 

Oa 写真の器材はフラウン7"ーム(~コンポジッ ト
レジン冠)である。金冠ばさみで適切な歯冠高徒に

なるように冠縁を切除する。

Xb 合着しないのでセメントは不要である.コンポジ

ツトレジン冠なのでボンディングで接着させる。

Xc アヲリルレジンではなく、コンポシ.ットレジンを

使用する。

Xd 金属製の乳歯冠ではないので、 ゴードンのプライ

ヤーは不要である。

ポイント

〈コンポジットレジン冠製作時に準備する器具、 器材〉

①ヲラウンフォームセット

②金冠ばさみ(曲)

③深 針

④コンポジツトレジン

⑤尖刃刀

(問題 108) 84歳の男性。左片麻揮と摂食瞬下障害がみ

られる.ワルフアリンカリウムを服用している。

既往歴として考えられるのはどれか。

a 脳硬塞
b 関節リウマチ

C パキンソン病

d シエ グレン症候群

-26-

午前問題解説

選択肢考察 答え a
Oa 左片麻癖と摂食畷下障害がみられ、抗凝固薬(ワ
ルファリンカリウム)を服用していることから、既

往歴は脳糠塞と考えられる。

xb 関節リウマチの症状は手足のこわばりである.

Xc パ キyソン病の4大症状は、不随意運動〈静止
時の振戦〉、筋硬直(固縮〉、募動(動作緩慢〉、姿

勢反射障害である。

xd シエ グレン症候群は口腔乾燥、乾燥性角膜炎、
関節リウマチを主症状とする疾患である。

ポイント

〈脳艇塞発症後の症状>

麻簿、l!!食瞭下障害、言語障害 〈失語症〉

[問題 109) エックス線写真湿影時に使用する器具の写真

{別冊午前 No.25)を別に示す。

使用されているのはどれか。

a 鉄
b 銅

C 鉛

d 亜鉛

別冊午前 NO.25 写真

選択肢考察
-世

エックス線防護用工ブロン

xa、xb. Oc 、xd

答え c 

写真はエックス線防護用エプロンである.防護用

工プロンは工ツヲス線を遮蔽する役目を担うため、

遮蔽効果の高い鉛でできている。その厚みは鉛の厚

さで示した鉛当璽で表され、 0.25mm以上の厚み

が必要である。

ポイント

工ッヲス線防護用工プロンに鉛が使用されている。

〔問題 110) 検査装置の写真 (別冊午前 No.26)を別に

示す。

数値が90%以下になった場合、考えられるのはどれが。
a 頻脈
b 高血圧

c 過呼吸
d 低厳素

別冊午前 NO.26 写真

選択肢考察 答え d

一
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パルスオキシメータ

x a、xb、xc 、Od
写真はパルスオキシメ ヲである。経皮的動脈血

酸素飽和度 (SpO，)が測定できる。 Sp02は動脈
血中に存在しているヘモグロピン (Hb)が酸素(0，)

とどれくらいの割合(%)で結合している古、を表

示したものである。 Sp02は96%以上だと正常で、
90%以下になると、血液中の酸素濃度が低下して
いること(~低酸素)を意味する。

ポイント

くパルスオキシメーヲ〉

経皮的動脈血酸素飽和度と脈拍数が測定できる。

午前問題解説
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解説(午後問題)

(問題 1) 腎の機能的単位であるネフロンの模式図を

示す。

血鏡がろ過される部位はどれか。

a ①?① 

b ② I 
C ③ 官

d ④ 

選択肢考察 答え a
Oa ①は来球体である。ここで血援成分がろ過される。

X b ②はボマン嚢である。

X C ③は近位尿細管である。

Xd ④は集合告である。

ポイント

く糸球体〉

血襲成分在ろ過する。

〔問題 2) 下顎の側方運動時に作用するのはどれか。

a 岐筋

b 顎舌骨筋

C 内側翼突筋

d 外側翼突筋

選択肢考察 答え d
X a 岐筋は閉口運動時1"作用する。
xb 顎舌骨筋は関口運動時に作用する。

Xc 内側翼突筋は閉口運動時に作用する。

Od 外側翼突筋は関口運動崎、前方運動時、側方運動

時で作用する。なお、側方運動時には作業測で側頭

筋、平衡世lで外側翼突筋が作用する。

ポイント

く喧晴筋の作用>

(問題 3) 写真 {別冊午後 No.1)を別に示す。

矢印が示すのはどれが。

a 基底結節
b 介在結節

C 中心結節

d 力ラベリ 結節

|別冊午後 No.l 写真|

選択肢考察 答え c 

x a 基底結節は舌面歯頭隆線の発育が明瞭なものであ
る。よ顎犬歯でよくみられる。

xb 介在結節は上顎第一小臼歯の近心辺縁陸線にみら

れる結節である。

Oc 中心結節は写真のように下顎小白歯の岐合面にみ

られる結節である。

xd 力ラベリー結節は上顎第 大臼歯の近心舌側岐頭

の舌側面近心部にみられる結節である。

ポイント

く歯の形態>

個状根

カラベリ 結節

-2日一

蹄空起

斜走陸線

斜切痕

〔問題 4) シトシンと相補的な塩基はどれか。

a チミン
b アデ二ン

C ウラシ)"

d グアニツ

選択肢考察 答え d

x a 、xb チミン (T)とアデニン (A)はどちらも
塩基で、相補的な関係である。

x c ウラシJし(U)はアデニン (A)と相補的な関係
にある塩基である。

Od グア二ン (G)はシトシン (C)と相補的な関係

にある塩基である。

第28回第2回模試 午後問題解説

ポイント 選択肢考察 答え c
< DNAおよびRNAの構造〉 xa 顔面皮膚、 口唇、口腔粘膜、歯肉、歯髄などに痛

DNA RNA みを与えると開口が誘発される反射である。関口筋

プリン基
アデン (A) アァン (A) の興奮と閉口筋の抑制が誘発される。受容器は上顎

塩基
ゲアニン (G) クア二ン (G) 神経と下顎神経の痛覚受容器、機械受容器である。

ピリミジン基
シトシン (C) シトシン (C) X b 舌根部を柔らかいもので触れたり、この部位に水
チミン (T) ウラシル (U)

をたらしたりすると、下顎がゆるやかに挙上する反
五炭結 アオキシリポス リポス
りン酸 リン酸 リン酸

射である。

Oc オトガイ部をたたくと 過性に急に閉口筋が伸張

され、閉口筋が収縮して口を閉じる反射である。下

顎がその重さに対抗してま理的安静位を保つのに重

〔問題 5) 血糖値を上昇させるのはどれか。 要であり、岨明筋の調節にも役立つ。閉口筋の筋紡

a インスリン 鍾が受容器で、 自己受容反射である。

b グ)"力ゴン xd 歯をたたくか歯に持続的な力を加えると、歯根膜

C カルシト二ン 中の感覚受容器が興奮して閉口筋(岐筋)の活動が

d パラソルモン 高まる反射である。

選択肢考察 答え b ポイント

x a 醇臓のβ細胞から分泌されるホルモンで、血糖 <顎反射>

値を低下させる。
オトガイ部をたたくと 過性1"急1"閉口筋力て伸張され白つに調対。

Ob 際臓のα細胞から分泌されるJt;:JL-モンで、白糖 下顎張
閉口筋力〈収縮して口を閉じる反射。下顎がその重さ

値を上昇させる。 直射
抗して生理的安静位を保つのに重要であり、 q且輔筋

Xc 甲状腺から分泌されるホルモンで、血中力jしシウ
節にも役立つ。膝劃陛反射と同じく、伸張反射の1
単シナプス巨射。自己受容反射。

ム濃度を低下させる。
歯をたたくか歯に持続的な力を加えると、曲線膜中田感圧ユノ

xd 上皮小体から分泌される市)"モンで、血中力)"シ
歯根膜 賞受容器が興奮して閉口筋(岐筋)の活動が高まる

ウム濃度を上昇させる。 唖筋匠射
射。食物を切歯でかじったり臼歯で咽唱するとき、歯
加わる力によりとの反射が働吉、岨帽力を強める。単

ポイント
ナプス反射。

顔面皮膚 口唇、口腔粘膜、歯肉、歯髄などに痛みを与
く醇臓がら分泌されるホルモン> 開口反射 えると開口が誘尭される反射。関口筋の興奮と閉口筋の
α細胞 グル力ゴン(血糖値を上昇させる) 抑制が誘発される。屈曲圧射由1つ。多シナプス反射。

β細胞 I インスリン(血糖値を低下させる) 舌根部を柔らかいもので触れたり、この部位{こ水をたb
閉口反射 したりすると 下顎がゆるやか時上する反射。畷下町

の閉口動作はこの直射である。

{問題 6) 亡二コに入る組合せでEしいのはどれか。

体温は 仁亙口 が仁豆口 よりも高い。

① ② (問題 8) 急性炎症の徴候と組織変化の組合せで正し

a 食前 食後 いのはどれか。

b 成人 小児 a 発赤 港出

C 男性 女性 b 腫脹 浮腫

d 直腸温 阪寓温 c j事痛 うっ血

d 熱感 出血

選択肢考察 答え d 

x a 体温は食後が食前よりも高い。 選択肢考察 答え b 
x b 体温は小児が成人よりも高い。 xa 急性炎症では末梢血管の魅張と充血が起こる。発

x c 体温はほとんど男女差がない。 赤や熱感をみるのはこのためである。

Od 体温の高い順は、直腸温>口腔温>阪窓温である。 Ob 炎症に際して血管から液体成分や血球成分が周囲

へ漫出し、これが病巣に集積して彦出物となる。彦

ポイント 出現象として最初に現れるのは炎症性浮腫で、 これ

く体温> が腫脹のおもな原因である。

夕方が朝方よりも高い。午後3~6時が最も高く、 Xc 局所の痔痛は血竣成分の;壁出による浸透庄の変化
午前5~白時が最も低い。 や、局所の pHの低下、ブラジキ二ンや力リジンな

体温調節中枢は視味下部に存在する。 どの血築キニン濃度の上昇などに起因する。

体温調節中枢の基準値が上昇すると体内畠度は上昇 xd 熱感は末梢血管の拡張と充血のため起こる。;呈出
ずる(~発熱という)。 現象として最初に現れるのは炎症性浮腫である。

ポイント

〔問題 7) 筋紡錘が受容器なのはどれか。 <炎症の5大徴候と組織変化〉
a 関口反射 ①発赤末梢血管の拡張と充血

b 関口反射 e腫脹血祭成分の選出、血管透過性の克進、炎症
C 下顎張反射 性浮腫

d 歯根膜岐筋反射
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③捧痛血祭成分のj書出による浸透圧の変化、局所 4脱灰と再石灰化を繰り返す。

pHの低下、血祭キニツ濃度の上昇 5う蝕円錐は小寓裂溝部では象牙質の方へ、平滑面で

@:熱感末梢血管の甑張と充血 は円錐の底面を表面に向けて進行する。

⑤機能障害

〔問題 11) 食細胞はどれか。

[問題 9) ヲ ナーの歯の原因はどれか。 a T細胞

a 先天性侮毒 b 形質細胞

b フッ素の過剰摂取 C 肥荷細胞

C 乳歯の根尖性歯周炎 d マフロフア ジ

d 遺伝性外匠葉異形成症

選択肢考察 答え d 

選択肢考察 答え c xa 骨髄で生成し、成熟する細胞で、細胞性免疫の主

xa 先天性侮毒では、八ッチンソンの歯や桑実状臼歯 体となる。慢性炎症で多くみられる。

〈ムーンの歯、フルニ工の歯〉がみられる。 Xb 骨髄で生成、成熟する日細胞が分化した細胞で抗

xb フッ素を過剰摂取すると、白濁した斑点みられる 体を産生する。慢性炎症で多くみられる。

歯のフッ素症が生じる。桑実状臼歯はム ンの歯、 x c 肥満細胞は粘膜下組織や結合組織に位置する免疫

フル二工の歯ともよばれる。悔毒に関連して生じる 担当細胞である。造血幹細胞から分化する。|型ア

大臼歯の形態異常である。 レルギーの発現に関与する。

Oc ヲ ナ の歯とは乳歯の根尖性歯周炎1"よって後 Od 血中では単球、組織中ではマヲロフアージとなり、

継永久歯の歯冠に生じる構造異常(エナメル質減形 食食作用がある。急性炎症で多くみられる。

成)である。

xd 遺伝性外匪葉巽形成症では歯数の異常がみられ ポイント

る。 く食細胞>

好中球、単球、マフロフア ジ

ポイント

く歯の発育異常>

新生歯
生桂1か月以内1;:明出。下顎乳中切歯に多い。 (問題 12) HIVについて正しいのはどれか。
リガフェデ病の原図的。 a DNAウイ1"スである。

ハッチンソン白歯 梅毒でみられる前歯白半月状史損歯。 b 唾液を介して感染する。

タナの歯
乳歯白根尖性歯周斑iよって後継永久歯の歯冠 C アルコ jし消毒は無効である。
に生じる構造異常(エナメル量減形成)。

侮毒h一関連して生じる大臼歯の形態異常。皐実
d 標的細胞はへ1"パーT細胞である。

ムン白歯
状臼歯、 71" 工白歯ともよばれる。

歯内歯 歯冠の 部が歯髄腔内に陥入した形の異常。 選択肢考察 答え d 

癒合歯(融合歯) つの歯旺が融合したもの。 x a 円NAウイルヌである。

癒着歯
歯根由形成が終わった桂に、 2つの歯がセメン x b 性交や血液を介して感染する。

ト量だけによって結合したもの。 x c 消毒用エヲノ ルは有効である。
菌のフッ素症 フッ素の過判H星取が原因で生じる。 Od CD4陽性T細胞に感染し、へ1"パ T細胞は減

少する。

(問題 10) 小高裂溝う蝕と平滑面う蝕の模式図を示す。 ポイント

j前U出 品川紀
くHIVウイルス(ヒト免疫不全ウイルス)> 
①エイズの病原体である。

②RNAウイルスである。
① @ ③ @ ③標的細胞はへんI(ーT細胞である。

う蝕円錐の形態で正しいのはどれが。 ④性交や血液を介して感染する。

a ① b ② C ③ d ④ ⑤抗菌薬は無効である。

⑥アシフ口ピルに対して感受性はない。

選択肢考察 答え c ⑦唾液l己も含まれているが、感染力は弱いので主要感

X a， X b 、Oc、xd 染経路とならない。

う蝕円錐は、小窟裂溝部では象牙質の方へ、平j骨

面では円錐の底面を表面に向けて進行する。

(問題 13) 薬物の副作用で顎骨壊死がみられるのはどれ

ポイント 力、

<工ナメル質う蝕〉 a アスピリン

1ラ蝕は工ナメ1"小柱に沿って進行する(う蝕円錐の b アトロビン

形成) C ニフ工ジピン

2初期には工ナメjし質表面に白濁や褐色の着色が生じ d ピスホスホネ ト

る。

3う高のない初期う蝕の表面では表層下に脱灰を認め 選択肢考察 答え d 

る。 x a アスピリンは酸性非ステロイド性抗炎症薬で、副j

ハuqd 
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作用は瑞思や血小板機能の低下、胃腸障害などであ

る。 (問題 15) 実感副交感神経系の模式函を示す。
xb アトロビンは副交感神経遮断薬で、副作用は口渇 アトロビンが遮断する部位はどれか。
や結膜炎などである。 a ① 

!交感神経系|
x c ニフェジピンは降庄薬(カルシウム括抗薬)で、 b ② ① 

副作用は歯肉肥大である。 C ③ 

Od ピスホスホネートは骨組聖書症治療薬で、副乍用は d ④ 〈.ーベ
顎骨嬢死である。

|副交感神経系l <D Q) 

ポイント

く薬物の副作用> 選択肢考察 答え c 
薬物 副作用 x a ①はニコチン受容体で、神経伝達物質はアセチ1"

スァ口イド系抗斑症華 感染症の増悪、満月揖顔貌、骨粗懸症 コリンである。

ペ シリン系抗困藁 アレルギー、アナフイフキシーショック x b ②はアドレナ 1)ン受容体 (α、β)で、神経伝達
ヲロラムフエ コール 再生不良性貰血 物質はノ1"アドレナリンである。
アミノグリコシド系抗菌栗 第白脳神経障害(難聴)腎障害 Oc ③はムス力 1)ン受容体で、神経伝達物質はアセチ
7トフサイヲりン系抗菌薬 エナメル質形成不全、歯の変色 1"コリンである。このムスカリン受容体を遮断する
キノ口ン系 ユ キノロン系抗菌楽 けいれん、めまし¥しびれ

のがアトロビンである。
マクロフイド系抗菌楽 肝障害、腎障害

Xd ④はニコチン受容体で、神経伝達物質はアセチ1"
抗ヒス7ミン楽 眠気、口渇

アスピリン 出血傾向、胃腸障害、哨患尭作誘発
コリンである。

フエジピン(力jしsウム16抗楽) 歯肉肥大
ポイントフエ トイン(抗けいれu華) 歯肉肥大

シクロスポリン(免疫抑制剤) 歯肉肥大 く受容体>

ビスホ二之令ネ ト 顎骨壊死 *アセチルコ 1)ン受容体(ニコチン受容体、ムス力 1)

ン受容体)

*アドレナリン受容体 (α受容体、 β受容体)

〔問題 14) ジク口フ工ナヲトナトリウムが阻害するのは

どれか。 (問題 16) 唾液成分でブロテアーゼ阻害活性があるのは l

a コリンエステラーゼ どれか。

b シウロオキシゲナゼ a ムチン
C トランスベプチダゼ b ヒヌヲチン
d ホスホジ工ステラーゼ C リゾチム

d ベ1"オキシダーゼ
選択肢考察 答え b 
x a コリニノ工ステラ ゼはコリンエステんをコリンと 選択肢考察 答え b 
有機酸に分解する酵素で、肝臓の機能を反映するこ x a ムチンは保水性や潤滑性に優れ、高い細菌凝集能
とから肝機能検査として用いられる。 活性はあるが、プロテア ゼ阻ま百性はない。

Ob シヲロオキシゲナ ゼはアラキドン酸からプロス Ob ヒスヲチンは P.gingivalisのトリプシン様プ口デ
ヲグラジンを生成するための酵素である。酸性非ス ア ゼの阻害活性がある。

テ口イド性抗炎症薬 (NSAIDs)はこのシヲロオキ x c リゾチームは細菌の細胞墜を加水分解する酵素性
シゲナーゼの活性を抑止し、プロヌヲグラジンの合 抗菌因子であるが、プロテア ぜ阻害活性はない。

成を抑制する。 Xd ベルオキシダ ゼは細菌が産生する過酸化水素水
x c トランスベプチダゼはペプチド結合の 部をほ とチオシアン酸の反応を触媒し、ヒポチオシアン酸

かのペプチドやアミノ酸と変換する反応を触媒ずる イオン〈抗菌因子〉を生成する醇素性抗菌因子であ

酵素である。 るが、プロテア ゼ阻害活性はない。
x d ホスホジエステラーゼはホスファヲ ゼの 1つ

で、リン酸町ジエステルを加水分解する反応を触媒 ポイント

する酵素である。 くヒスヲチン>

唾液lこ含まれる非酵素性抗菌因子である。
ポイント 力ンジダ!と結合し、抗真菌作用を発揮する。

〈酸性非ステロイド性抗炎症薬> S.mutansの静菌または殺菌、共凝集の阻害に関与
シクロオキシゲナぜの活性を抑制 する。

機序 →アラキドン酸からブロスタゲラジンの合成抑制j Pgingiva!isのトリプシン横ブロデアーゼの阻害作
→抗貴症作用、解熱鎮痛作用

用がある。
アスピリン、インドメタシンメフェナム酸、

代表例 ジクロフ工ナクナトリつム、口キソプロフェンナトリウム
ピロキシカムなど

畠リ作用 胃腸瞳害、抗血小塩凝集作用→出血傾向、院曹、尭作誘発

l
 
qd 
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〔問題17) ミユ ヲンスレンサ球菌の合成する不溶性グ

J~力ンの構成単位はどれか。

a グJしコス
b スヲロース

c ガラヲトース
d フルクトース

選択肢考察 答え a
Oa ミユ ヲンスレンサ球菌の合成する不港性グJし力
ンはグルコースのホモグリカンのため、偶成単位は

グルコースである。

x b スクロースはミコ ヲンスレンサ球菌の合成する
不湾性グJし力ンの基質(材料)である。スヲロースは
グルコースとフルヲト スからなる二樋類である。

x c ガラフト スは六炭糖の 1つである。
Xd フルクト スはフルヲタンの構成単位である。

ポイント

く糟転移酵素による菌体外多糖の合成>

スヲロース→(グルコシ J~ トランスフエラ ゼ)
→グJ~カン+フルクトース
スヲロ ス→(フルヲトシJしトランスフ工ラーゼ)

→フルヲタン+グルコース

(問題 18)歯ブラシの毛先在使用するプラッシング方法
でI¥l動させるのはどれか。

a 水平法
b 垂直法

C フォーンズ法

d スヲラピング法

選択肢考察 答え d
xa 水平法では歯ブラシの頭部を近遠心方向に前後運
動させる。

x b 垂直法では歯ブラシの頭部を歯軸方向に上下運動
させる.

Xc フズーンズ法では歯ブラシの頭部を唇頬側面は惰
円運動、舌側面は前後運動させる。

Od スヲラピング法では歯ブラシ白頭部を小さなスト
ローヲで水平に微振動させる。

ポイント

〈歯ブラシの頭部を振動させるプラッシング方法〉

歯ブラシの毛先を使用するブラッシング方法

パス法、スクラピング法

歯ブラシの脇腹を使用するプラッシング方法

ステイルマン法、ステイルマン改良法、チャーヲース法

〔問題 19) 歯磨剤の薬用成分でプラ ヲ分解作用がある

のはどれか。

a 硝酸力リウム
b デキストラナゼ

c ポりリン酸ナトリウム
d 塩化ベンザルコ二ウム

選択肢考察 答え b
x a 硝酸力リウムは知覚過敏抑制作用がある。
Ob デキストラナゼはプラ フ分解作用がある。

午後問題解説

x c ポリリン酸ナトリウムは歯石沈着防止作用がある。
xd 塩化ベンザルコニウムは歯肉炎予防作用がある。

ポイント

〈歯磨剤の薬用成分〉

デキストラナゼブラーヲの分解

ポリリン酸ナトリウム歯石沈着防止

乳酸アルミニウム、硝酸カリウム知覚過敏抑制作用

{問題 20) う蝕の発生要因になる甘味料はどれか。
a キシリトーJ~

b スクヨロース

c フルヲ トース
d アスパルテム

選択肢考察 答え c
x a キシリトールは纏アルコ ルであり、酸をほとん
ど産生せず、不溶性グル力ンも生成しない。

x b 、xd スヲラロ スやアスパルテームは人工的に
合成された甘味料で、スヲロースと同程度の甘さを

発障するようなわず由、な置では酸を産生せず、不溶

性グルカンも生成しない。

Oc フルヲト スは酸産生田材料となるため、う蝕の
発生要因となる甘味料である。

ポイント

くう蝕発生に関する基質>

スクロースのう蝕誘発性は高い。

グルコースやラヲト ス、フルフロース、マJしト
スはう蝕誘発性がある。

{問題 21) 口臭検査で、官能検査と比較してガスヲロマ
トグラフィー検査が優れているのはどれか。 2つ選べ。
a 結果の再現性がよい。
b 連続測定が可能である.

c アセトン臭に対応できる。

d 総合的臭気を判定で吉る.

選択肢考察 答え ab 
Oa 官能検査は検査書による判定のため結果の再現性
に問題があるが、ガスヲロマトグラフィー検査は結

果の再現性がよい。

Ob 官能検査は検査者による判定のため臭いに慣れて
しまうことで連続測定は困難であるが、ガスヲロマ

トグラフィー検査は連続測定が可能である。

Xc 、xd ガスフ口マトグラフィー検査は揮発性硫黄
化合物を別々に定量できる測定機器であり、アセト

ン臭や総合的臭気の判定には適していない。官能試

験は機器で測定不可能なあらゆる臭気物質が混合さ

れた状態を評価できる。

ポイント

く揮発性硫黄化合物>

硫化水素

メチルメ J~力プヲン
ジメチルサルファイド

32 
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{問題 22)OHI-S (Oral Hygiene Index-Simplified)と
GI (Gingival Index)で評価する歯種 (FDI方式〉が同
じなのはどれか。 2つ選べ。
a 16 b 26 c 36 d 46 

選択肢考察 答え ac 
Oa、xb、Oc、xd
OHI-S (Oral Hygiene Index-Sim凶fied)の診査
対象部位は 11、16、26、31、36、46で、GI(Ging岨l
Index)の診査対象部位は 12、16、24、32、36、
44のため、共通する診査対象部位は 16、36である。

ポイント

OHI-S (Oral Hygiene Index-Simplified) 
代表歯を用いたDHI簡便法であるa
GI (Gingivallndex) 
歯肉の炎症の広がりの程度と炎症の強さを表す指標で

ある。

(問題 23)平成28年歯科疾患実態調査結果がらある項
自の年齢階級別の年次推移を図に示す.

'"】 白平原l1tt (]平 ~17tr: .平民"怒 冨手/i(28~
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{出奥平成28年歯科疾患実態調査/厚生労働省)
この項目はどれか。

a う歯をもっ者の割合
b 喪失歯を有する者の割合

c 2日本以上の歯を有する者の割合
d 4mm以上の歯周ポケットを有する者の割合

選択肢考察 答え d 
xa、xb、Xc、Od
図は平成28年歯科疾患実態調査の4mm以上の
歯周ポケットを有する者の割合の年次推移の結果で

ある。

ポイント

平成23年の結果と比較して平成28年の結果が増加
している理由は、歯が残ったことにより歯周ポケットも

残った己とが理由である。

〔潤題 24)地域保健法で、「治療法が艦立していない疾
病により、長期に療養を必要とする者の保健に関する事

項Jを業務とするのはどれか。

a 保健所

b 特定機能病院

C 地域医療支援病院

d 市町村保健センヲ

一
午後問題解説

選択肢考察 答え a
Oa 保健所は、治療法が確立していない疾病により、
長期に療養を必要とする者の保健に関する事項を業

務としており、 rj也域保健法」に規定された施設で

ある。

xb 、xc 特定機能病院や地域医療支援病院は『医療
法』に規定されている。

xd 市町村保健センヲーは、住民1"身近で利用頻度が
高い保健サービスを提供する機関で、「地域保健法J

に規定された施設である。

ポイント

〈保館所〉

地域住民の健康の保持および増進のための、地域保

健の広峨的、専門的、技術的処唱である。

r I也域保健法Jに設誼が規定されている。

[問題 25) 就学時の健康診断を実施する主体はどれか.

a 学校長
b 学校設置者

C 学校保健委員会

d 市町村教育委員会

選択肢考察 答え d
x a 学校長は学校定期健康診断を実施する主体であ
る。毎学年6月30日までに実施するように定めら
れている。

x b 学校設置者は健康診断を実施する主体ではない。
学校設置者には学級閉鎖と学校閉鎖の権閣がある。

x c 学佼保健委員会は学校保健運営組織であるが、就
学時の健III占E主断を実施する主体ではない。
Od 市町村教育委員会は就学時の健康診断を実施する
主体である。

ポイント

〈就学時健康診断〉

市(特別区を含む)町村の教育委員会が市町村区内

の小学校就学予定者を対象に行う健康診断で、教育委

員会で学齢簿が作成されたあと、就学4か月前までに
実施することになっている。

〔問題 26)世界保健機関 (WHO)について誤っている
のはどれか。

a 感染症を撲滅する。
b 難民の帰還支援を行う。

C 医薬品の安全性を向上さぜる。

d 専門家派遣による技術協力在行う。

選択肢考察 答え b
Oa 感染症の撲滅を行うのは世界保健機関 (WHO)
である。

xb 賎民の帰還支援を行うのは国際連合難民高等弁務
官事務所 (UNHCR)である。

Oc 医薬品の安全性を向上させるのは世界保健機関
(WHO)である。
Od 専門家派遣による伎術協力在行うのは世界保健機
関 (WHO)である。

日
中
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ポイント

<世界保健機関 (WHO)> 
感染症の撲滅、医薬品の安全性の向上、疫学統計調

査の分析 刊行、保健分野の研究促進や専門家派遣に

よる技術協力、疾病及び関連保健問題白国際統計分類

(Internat旧nalClassification of Diseases : ICO) の
公表などを行っている。

(問題 27) あるマ ク {別冊午後 NO.2lを別に示す。

このマ クが付いた容器に廃棄するのはどれか。

a 印象採得後の印象材

b 切開排膿 圭の膿汁

C 歯石の付着したガーゼ

d 浸潤麻酔に使用した注射針

| 別冊午後 NO.2 図 | 

選択肢考察 答え b 

⑧ 
赤色のパイオハザドマヲ

xa 印象採得後の印象材はオレンジ色のバイオハザ
ドマ ク容器に廃棄する。

Ob 切開排膿後の膿汁は赤色のバイオハザ ドマ

ク容器に廃棄する。

x c 歯石の付着したガ ゼはオレンジ色のバイオハザ

ードマ ヲ容器1"廃棄する。
Xd 浸潤麻酔に使用した注射針は黄色のバイオハザー

ドマ ヴ容器lこ廃棄する。

ポイント

くバイオハザ←ドマ ヲ>

黄色鋭利物

赤色液状泥状

オレンジ色固形物

一酸化炭素

浮遊粒子状物質 (SPM)

微小粒子状物質 (PM25)

二酸化窒素

光化学オキシデント

ベンゼン

トリヲロロエチレン

テトラク口口工チレン

ジヲ口口メヲン

ダイオキシン類

午後問題解説

(問題 29) 地域包括ケアシステムで互助!と含まれるのは

どれか。

a 介護保険
b 生活保護

C セルフケア

d ボランティア活動

選択肢考察 答え d

x a 介護保険に代表される社会保険制度は共助に含ま
れる。

x b 生活保護は公助に含まれる。
x c セJl'フケアなど自らの健康管理は自助!こ含まれる。

Od ボランティア活動や住民組織の活動は互助に含ま

れる。

ポイント

<[自助互助 共助公助J力、らみた地域包括ケアシステム>

f公助Jは税による公の負担、『共助Jは介護保険な

どりスヲを共有する仲間 (被保険者)の負担であり、

「自助j には「自分のことを自分でするJ ことに加え、

市場サ ピスの購入も含まれる。これに対し、「互助J

は椙互に支え合っているという意昧で『共助J と共通

点があるが、費用負担が制度的に裏付けられていない

自発的なもの。

(問題 30) 介護保険施設に入所中の要介護者の事故で頻

度が高いのはどれ力、。

(問題 28) 大気汚染に係る環境基準の対象物質はどれか。

a 誤嚇
b 骨 折

C 死亡

d 打撲

2つ選べ。

a 酸化炭素
b 力ドミウム

C 二酸化炭素

d 微小粒子状物質 (PM2.5)

選択肢考察 答え ad 
Oa、Od 酸化炭素や微小粒子状物質 (PM2.5)は

大気汚染物質である。

x b カドミウムは「水質汚濁防止法j や「下水道法』
に基準が定められている。

x c 酸化炭素は換気の指標であり、大気汚染物質で

はない。

ポイント

<大気汚染物質>

二酸化硫黄

選択股考察 答え b

xa 誤嚇は介護保険施設に入所中の要介護者の事故の
約 5%である。

Ob 骨折は介護保険施設に』所中の斐介護者の事故の

約 30%である。

x c 死亡は重大事故であり重大事故以外の事故と比較
すると頻度は高くない。
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Xd 打撲は介護保険施設に入所中の要介護者の事故の

約 20%である。

ポイント

介護保険施設I"}所中の要介護者の事故で頻度が高い

のは骨折と誤薬で、ともに全体の約 30%である。
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(問題 31) 歯科衛生士の業務で名称独占はどれか。
a 歯科保健指導

b 小高裂満填塞

C 予防的歯石除去

d フッ化物歯面塗布

選択肢考察 答え a 

Oa 歯糾保健指導は名称独占である。

x b 、xc、Xd 歯糾診療の補助(仮封仮封の除去、

貼薬、裏装、マトリッヲスの装着除去、予防填塞、

充焼物の研磨、結葉線の除去など)、フッ化物歯面

塗布、予防的歯石除去、予防的薬物塗布(フッ化ジ

アンミン銀など)は業務独占である。

ポイント

く歯科衛生士業務>

名称独占 歯科保健指導

①歯科診療の補助
仮封仮封の除去、貼菜、 裏装、マトりッヲスの装着

業務独占 除去、予防堪塞、充填物の研磨、結註線の除去
②フッ化物歯面塗布
③予防的歯石除去
@予防的薬物重布(フツイヒジアンミン銀など)

(問題 32) 患者が担当医を選択できると謡っているのは

どれか。

a リスポン宣言

b シド二一宣言

C へんシンキ宣言

d ジュネブ宣言

選択肢考察 答え a 

Oa 患者の権利に関する宣言である。

x b 死の判定1"関する宣言である。

x c 医学研究倫理に関する宣言である。

X d 医師の職業倫理に関する宣言である。

ポイント

ヒポヲラテスの醤い、ジュネーブ宣言

医師の職業倫理

ニュルンベルヲ綱領、へんシンキ宣言

ヒトを使った医学研究の倫理

リスポン宣言

患者の権利

シド二 宣言

移植医療における死の判定

午後問題解説

(問題 33) 就業場所別歯制衛生士数(平成28年)を表

に示す。

就業場所 就業歯科衛生士数(人)構成割合 (%)
① 112.211 90.6 
② 6.259 5.1 
@ 1.952 1.6 
@ 873 日7
保健所 672 0.5 
事業所 317 0.3 

介護老人保健施設 955 0.8 
その他 462 0.4 
E十 123，831 1口D

②に該当するのはどれか。

a 病院

b 市町村

C 診療所

d 歯科衛生士学校養成所

選択肢考察 答え a 

Oa 病院は②である。

x b 市町村は③である。

Xc 診療所は①である。

X d 歯科衛生士学校養成所は④である。

ポイント

平成 28年の就業歯科衛生士数を年齢階級別にみる

と、[25-29歳」から [45-49歳」にかけて概ね

均等に分布している。過去約 10年間の推移では、特に
35歳以上の各階級における割合が増え続け、就業歯刺

衛生士の総数は上昇している。

{問題 34) う寓のインピ ダンス測定検査でエナメル質

う蝕と診断されるのはどれか。

a 10 kO 

b 100 kO 

c 400 kO 

d 800 kO 

選択肢考察 答え c 

X a う寓のインピーダンス測定検査では、う蝕の進行

状況を電気抵抗値という客観的な数値によって評価

できる。15kO以下は露髄在示す。

Xb 15 -250kOは象牙質う蝕を示す。

Oc 250-日口OkOはエナメJし質う蝕を示す。
X d 600kO以上は健全歯質を示す

ポイント

くう寓のインピーデンス測定検査>

踊蝕の進行程度を判定できる。

う蝕なし 600k 0以上
C1 250-600 k 0 

C2 15-250 k 0 

C3 15 k日以下→露髄

根管長測定1"も応用できる。

35 
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[問題 35) ある患者の ABO式血液型検査のおもて試験

の結果を表に示す。

抗A血清 | 抗日血清

凝集(+) I凝集(+)

この患者の血液型はどれか。

a A型
b B型

c AB型
d 0型

選択肢考察

x a、xb、Oc、xd
答え c 

ABO式血液型検査のおもて試験で抗A血清と抗

日血清に凝集するのはA日型の血球である。

ポイント

<ABO式血液型検査のおもて試験>

|抗A血清|抗日血清

A型|凝集 (+) 1;提案(一)
日型 1凝集(ー) I凝集(+)
AB型|凝集(+) I凝集(+)
D型|凝集(ー) I凝集(-)

〔問題 36) 自己抗体の検査が行われるのはどれか。 2つ

選べ。

a AIOS 

b B型肝炎
C シ工 グレン症候群

d 全身性工リテマトーデス

選択肢考察 答え cd
x a AIDSはウイルス感染症であり、 自己抗体の検査

は行われない巴

x b B型肝炎はウイルス感染症であり、自己抗体の検
査は行われない。

Oc シエ グレン症候群では白己抗体である抗
SS-A/Ro抗体や抗SS-B/La抗体が陽性である己と

が多く、検査が行われるロ

Od 全身性工リテマト デヌでは自己抗体である抗綾

抗体が陽性であることが多く、検査が行われる。

ポイント

<自己抗体>

自己抗体とは、自己の細胞や組織に対する抗体であ

る。白己免疫疾患では自己抗体が産生され、自己町細

胞や組織が障害されるロ

〔問題 37)パイヲJl，サインで成人より小児のほうが小さ
な値を示すのはどれかD

a 血圧
b 体温

C 呼吸数

d 脈拍数

選択肢考察 答え a

Oa 血圧は成人より小児のほうが小さな値を示す。
x b 体温は成人より小児のほうが大きな値を示す。
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x c 呼吸数は成人より小児のほうが大吉な値を示す。
xd 脈拍数は成人より小児のほうが大きな値を示す。

ポイント

く印圧>

血圧は心抽出量や血管ji.¥抗性、血液量などにより左

右される。年齢や運動、飲酉、興奮などによる影響を

受け、日内変動がある。

(問題 38) Blackの分類で臼歯にみられるのはどれか。

2つ選べ。
a 2級窓洞
b 3級窓洞

c 4級寓洞
d 5級宮洞

選択肢考察 答え ad
Oa 2級寓洞は臼歯にみられる。
xb 、xc 3級および4級窟洞は前歯にみられる。
Od 5級富洞は前歯および臼歯にみられる。

ポイント

くBlackの寓洞>

〔問題 39) 28歳の女性。 コンポジツトレジン修復を行

うこととなり寓洞形成を行った。う蝕除去後の口腔内写

真 (別冊午後 No.3)を別に示す。

処置に必要なのはどれか。 2つ選べ。
a ウ工ツジ
b メヲJしマトリックス
C コナマトリッヲス

d サ ピカルマトリックス

円而平玄 NO.3 写真

選択肢考察 答え a b 

小臼歯の

隣接面う蝕である

Oa 、Ob 臼歯部隣銭面のコンポジットいジン修復に
は、メヲJしマトリッヲスや透明マトリッヲスを用い
て充填操作を行うが、その際につエッジを用いてマ

トリッヲスの固定を行う。

x c コ ナマトリッヲスは前歯部の官iJ<l"用いる。
xd サ ピカルマトリッヲスは歯頚部の修復に用いる。

第2呂田第2回模試

ポイント

くマトリッヲス(隔壁)> 
コンポジットレジン修復やグラスアイオノマーセメ

ン卜修復の際には、適切な形態付与などを目的として

マトリッヲスを用いる。隣接面の修復では、修復材料

の歯肉冊打、の:輩出防止やマトリッヲスの厚みの補償を

行うためにマトリッウスとともにつエッジを併用する

とよい。

(問題 40)歯内治療に用いる EDTA液の特徴はどれか。
a 殺菌作用
b 歯髄鎮静作用

C 無機質溶解作用

d 硬組織;形成促進作用

選択肢考察 答え c
xa 殺菌作用があるのは次亜塩素酸ナトりウムである。
xb 歯髄鎮静作用があるのはフエノーJしカンフJしゃユ
ージノーんである。

Oc EDTA液は無機質溶解(脱灰)作用を示すため、
根雪治療では根管清掃剤として用いられる。

xd 硬組織形成促進作用を示すのは水殴化力J"シウム
である。

ポイント

く根管洗浄1"用いられる根管清掃剤>
EDTA直無機質溶解(脱灰)作用
次亜塩素酸ナトリウム 有機質溶解作用、殺菌作用

〔問題 41) 根尖部粘膜の腫脹がみられるのはどれか。

a 歯髄壊死

b 急性化脳性歯髄炎

C 慢性増殖性歯髄炎

d 慢性化膿性根尖性歯周提

選択肢考察 答え d
xa 歯髄壊死は痛みなどの自覚症状はほとんどみられ
ず、根尖部粘膜の腫脹はみられない。

xb 急性化膿性歯髄炎は歯髄の炎症であり、根尖部粘
膜の腫脹はみられない。

x c 慢性増殖性歯髄炎は歯髄ポリープがみられるが、
根尖部粘膜の腫脹はみられない。

Od 慢性化膿性根尖性歯周炎では根尖部粘膜の腫脹が

みられる。

ポイント

く根尖性歯周炎〉

う蝕による歯髄の炎症が被尖部に波及することで生

じる。急性化膿性根尖性歯周炎では自発痛や根尖部粘

膜の腫脹などがみられ、急性症状が軽減すると慢性化

膿性根尖性歯周炎へ移行する。
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〔問題 42)2日歳の女性。上顎左側小臼歯部の歯肉腫脹
を主訴として来院した。口腔内を確認すると、痩孔が

形成されていた。ある処置時の口腔内写真 (別冊午後

NO.4)を別lこ示す。

処置の包的はどれか。

a 根管長測定
b 腫脹の軽減

C 原因部位の確認

d 歯髄の生死の判定

円 両手1量 No.4写真

選択肢考察

種孔に

答え c 

ガッタパチャポイント台、

挿入されている

x a 痩孔!とガッヲパ チャポイン卜を挿入しても根管
長測定はできない。

x b 痩孔にガッヲパ チヤポイン卜を挿入しても腫脹
の軽減にはならない。

Oc 痩孔!とガッヲパーチャポイントを挿入して工ツク
ス線i冨影を行うことで、癌孔の原因部位が確認でき
る。

xd 痩孔に力'ッヲパ チャポイン卜を挿入しても歯髄
の生死は判定できない。

ポイント

<ガッヲパ チャポイント〉

ガッヲパ チヤポイントは熱可塑性の根管充填材で

あるが、 工ッヲス線造影性があることを利用して痘孔

の原因部位の探索に用いられる。

(問題 43) 侵襲性歯周炎の特徴はどれか。 Zつ選べ。

a 若年者に好発する。

b 歯肉の壊死がみられる。

C ブラ-7の沈着が著明である。
d 高度の歯槽骨吸収がみられる。

選択肢考察 答え ad
Oa 侵襲性歯周炎は若年者に好発する。
xb 歯肉の壊死が特徴なのは壊死性潰揚性歯肉炎であ
る。

x c 通常の歯周炎ではプラーヲや歯石の沈着が著明で
ある。しかし、侵襲性歯周提はプラーヲや歯石の沈

着が著明でないのに歯周組織の破壊が顕著である。

Od 侵襲性歯周炎では急速なアタッチメントロスや高

度の歯檀骨吸収がみられる。

ポイント

<侵襲性歯周炎>

若年者に好発し、第一大臼歯と切歯に限局したアヲ

ツチメントロスを生じることが多い。歯周組織破壊が

顕著であり、急速なアヲッチメント口スや歯措骨の垂
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直性骨吸収がみられる。グラム陰性拝菌

Aggregatlbacter actinomycetemcomitansが検出さ
れることが多い。

〔問題 44) 歯の動儒度が憎加するのはどれか。2つ選べ。

a 歯髄炎
b 歯肉炎

C 歯根破折

d 岐合性外傷

選択肢考察 答え cd
x a 歯髄炎では歯の動揺はみられない。
x b 歯肉炎では歯の動揺はみられない。歯周炎になる
と歯の動揺が生じるようになる。

Oc 歯恨破折では歯の動揺が増加する。
Od 喰合性外傷は校合力によって歯周組織に障害が加
わることで生じる。歯町動揺が増加する。

ポイント

く歯の動侶〉

歯の動IlIlは歯周組織の質や量が低下すると憎加して
くる。歯周炎や歯根破折、岐合性外傷、恨尖性歯周炎

などで生じる。歯の周囲の膿書語、腫癒などの進行によ

って歯の動揺が生じることもある。

〔問題 45) 28歳の女性。歯周基本治療強に下顎前歯部
歯肉の審美不良の改善を目的としてある処置を行うこと

とした。再E平面時の口腔内写真 (別冊午後 NO.51を別

に示す。

適切なのはどれか。

a 新付着術
b 歯肉切除術

c フラップ手術
d 歯周形成手術

別冊午後 NO.5 写真 l

選択肢考察 答え d 

下顎右側中切歯部に

歯肉退縮がみられる

x a 新付着術は浅いポケットを除去することを目的と
した歯周外科治療である。

Xb 歯肉切除術は歯肉僧殖による浅いポケットの除去

を目的とした歯周外科治療である。

x c フラップ手術は深いポケッ トを除去することを目
的とした歯周外科治療である。

Od 歯周形成手術は歯肉退編や狭い付着歯肉幅、浅い
口腔前庭などを改善するために行う歯周外科治療で

ある。
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ポイント

くおもな歯周形成手術>

遊魁歯肉移植術

歯肉結合組蛾移植術

e 歯肉弁側方移動術

口腔前庭担主張術 など
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(問題 461 5日歳の男性。側方運動時の歯列の写真 {別

冊午後No.61を別lζ示す。

写真の岐合様式はどれか。

a グループファンヲション
b リンガライズド オヴJoージョン
c パイラテラJしバランスド オヲJしージョン
d カスピッド プロテヲティツド オフJしージョン

別冊午後 NO.6 写真

選択肢考察 答え a 

t，側Jり
;t;・跡的 開

後触滑走

i愛触滑走

平衡側 作業側

Oa グルプファンヲシヨンとは、側方運動時に作業
側の上下顎犬歯および臼歯部が接触滑走し、非作業

側〈平衡側〉が離閲する岐合様式である。

Xb リンガライズド オフルジョンとは、岐頭猷合

位で上顎臼歯部の舌側岐頭のみが下顎臼歯部の岐合

薗に嬢触する岐合様式である。義歯の安定を図る両

側性岐合平衡を付与しやすいので、全部床義歯に付

与する岐合儀式である。

x c パイラテラルバランスドオヲルジョン〈両
側性平衡岐合〉とは、側方運動時に作業側の同名暖

頭同土が接他骨走し、平衡側の上顎の舌側吸頭内斜

面と下顎白頭側岐頭内斜面が接触滑走する岐合械式

である。全部床義歯に望ましい岐合様式の1つとさ
れている。

xd 力スピツドプロテヲティツド オフルジョン

とは、側方運動時に作業側の上顎犬歯と下顎犬歯が

接触滑走し、臼歯が離閲する岐合機式である。前方

運動時にも臼歯は離間する。

ポイント

〈グループ7ァンヲション〉
側方運動時 I~作業側の上下顎犬歯および臼歯群の頬
側岐頭同士のみが接触滑走し、平衡側の臼歯部は離閉

する岐合儀式である。有歯顎にみられる岐合儀式であ

る。
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(問題 47)部分床義歯製作に使用する器具の写真 {別冊
午後 NO.71を別に示す。

使用目的はどれ由 。

a 岐合平面の決定

b 水平的顎位の決定

C 義歯着脱方向の決定

d 上顎模型の岐合器装着

| 別冊午後 NO.7 写真 | 

選択肢考察

サベイヤ

答え c 

x a 仮想岐合平面の決定には岐合平面測定極を用いる。
xb 水平的顎位の決定にはゴシッヲア チトレ サ

を用いる方法がある。

Oc 写真はサベイヤーである。義歯着脱方向田決定な
どの義歯の設計や技工操作に用いる。また、ブリッ

ジ製作持における支台歯聞の平行性の確認にも用い

られる。

xd 頭蓋あるいは顎関節に対する上顎歯列(上顎慎型)

の位置関係を岐合器上で再現するために用いる器具

は顔弓〈フェイスボウ〉である。

ポイント

くサベイヤ > 
義歯およびブリ ッジの設計や技工操作I~用いられる

平行測定装置。

専用付属品として、アナライジングロッド、カ ポ

ンマー力一、アンダーカットゲージなどがある。

(問題 48) 補綴前処置として歯肉整形を必要とするポン

ティッヲ形態はどれか.

a 鞍状型

b 有床型

c :;tベイ ト型
d リツジラップ型

選択肢考察 答え c
x a、xb 鞍状型、有床型は可撤性ブリッジのみに用

いられるポンティッヲ形態である。

Oc オベイト型は欠損部顎堤の粘膜面に電気メス(あ
るいはサ ジカルパー)で半球状の凹みを形成して

おき、ここに一致させて半球状の滑らかな凸面に製

作したポンティッヲである。審美性を極端に重視し

た形態であるが、清掃性に劣る.審美性を重視して

いるので上顎前歯部に適したポンティック形態であ

る.

xd リツジラップ型は固定性ブリッジのポンティッフ

形態である。審美性、装着感に優れるが、清掃性が

やや不良である。
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ポイント

〈上顎前歯部に用いられるポンティック形態〉

偏側型、リッジラップ型、オベイト型、鞍状型、有床

型、有線型

[問題 49) 生後 1か月の男児。初診時の口腔内写真 [別

冊午後 NO.81を別に示す。

この時期の対応として正しいのはどれか。

a 口唇形成術
b 口蓋形成術

c 顎裂部骨移植術
d ホッツ床の装着

別冊午後 NO.8 写真

選択肢考察 答え d 

高通語、口唇口蓋裂

x a 口唇形成術〈口唇裂次手術〉は生後3-4か
月頃(体重6kg)に行われる。

x b 口蓋形成術〈口議裂←次手術〉は生後 1歳6か
月頃に行われる。また、 1歳6力、月頃に軟口蓋形成
術、 4歳半-6歳頃に硬口蓋形成術を行う二段階口
蓋形成術もある。

x c 腸骨から採取した海綿骨を用いて顎裂部骨移植術
を8-10歳頃に行って、歯を移植骨内に移動させ

て歯列を整える。

Od 生後間もなく、ホッツ床を装着し、舌の迷入を防
ぎ、顎発育促進、硝乳改善、際下改善を図る。

ポイント

く唇顎口蓋裂の治療法〉

①ホツツ床 (Hotz床)を装着し、舌の迷入を防ぎ、

顎発育促進、哨乳改善、鴨下改善を図る。

②3か月(体重6Kg)で口唇形成術を行う。

③ 1 i置6か月で軟口蓋閉鎖術を行う。

4歳半-6歳までに硬口蓋閉鎖術を行う(→2つを
一緒に行う場合、 「口蓋形成術J という)。

④8-10歳で頓裂部骨移植術を行う。

⑤スピーチ工イドを装着し、成長を待つ。

⑥20歳になって成長が終わっても治癒しない場合、
咽頭弁移植術を行う。

[問題 50) 口腔乾燥症に対する検査はどれか。2つ選べ。
a ガムテスト
b サヲソンテスト

c 改訂水飲みテスト
d 反復唾液瞭下テスト

選択肢考察 答え ab 
Oa ガムテストとは、ガムを 10.分間噛んで、lOmL
以上の唾液分泌を基準とし、唾液分泌量を測定する
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方法で、口腔乾燥症に対する検査である。

Ob サヲソンテストとは、ガーぜを2分間嶋み、 29 

以上の唾液分泌を基準とし、唾液分泌量を測定する

方法で、口腔乾燥症に対する検査である。

x c 改訂水飲みテスト (MWST)とは、 3mLの冷水

を鴨下させ誤噸の有無を判定する検査である。簡便

怠ため、訪問リハビリやデイケア デイサービスで

も活用できる評価である。

xd 反復唾j直即時下テスト (RSST)とは、鴨下障害の

有無を調べる検査である。睡;液を飲み込んだときに、

喉頭隆起が検査書の指腹を乗り越えて上前方部に移

動して、元の位置に戻った時点を 1回として数え、
30秒間に何回で吉るかを測定する。3回以上で正
常、 2回以下では嚇下障害が疑われる。

ポイント

くシ工ーグレン症候群の検査>

①刺激時唾渡分泌量検査
(ガム試験あるいはサヲソY試験)

口腔由瞳査
②口唇腺生検
信理重液撮造si工ッヲス線倹査

直⑤輝M液RI検腺査シンチヅラフィ

①涙渡量測定(シルマ試験)
眼の検査 ②ローズベンガル試験

③蛍光色罪鼠駿

血渡検査 ①②抗抗Ro/SS-A抗体
La/SS日抗体

〔問題 51) 28歳の男性。右側顔面の違和感を主訴とし
て来院した.初診時の顔面写真 {別冊午後 No.9)を別

に示す。

考えられる症状はどれか。 2つ選べ。
a 麻樺性兎眼
b 口唇知覚麻鐸
C 鼻唇i胃の消失
d /(トリッヲの発痛帯

別冊午後 No.9 写真

選択肢考察

L 

答え .c 

右側の顎由しわが撞く、

鼻唇潜も消失し、

下顎が左側に偏位 Jて

いるので、末梢性顔面

神経麻樺と考えられる

0.、Oc 末梢性顔面神経麻障の症状には、片側性の
仮面犠顔貌、麻痩性兎眼、鼻唇溝の消失、口角下垂、

口蓋帆(軟口蓋)下垂、口笛不能( ~唇音の構成障害)、
唾液涙汗などの分泌障害、昧覚障害などがある。

xb 上唇知覚麻揮は三文神経第2伎の上顎神経麻棒、

下唇知覚麻揮は三叉神経第3枝の下顎神経の筏で

ある下歯槽神経麻棒、オトガイ神経麻樟が原因であ

る。

xd パトリッヲの発踊帯(口唇、前額部、側頭部)は

三叉神経痛でみられる。
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く末梢性顔面神経麻縛の症状〉

①片側性の仮面犠顔貌

②麻算性兎眼

③口角下垂

④口蓋帆(軟口蓋)下垂

⑤艶唇j菌消失

⑥口箇不能(~唇吉田構成障害)

⑦唾渡、涙、 汗などの分泌障害

@牒覚障害

午後問題解説

(問題 52)神経性シヨツヲの症状はどれか。 2つ選べ。
a 冷感
b 顔面蒼白

C 血圧上昇

d 脈抱数のi曽加

選択股考察

0.、Ob.x c 、xd
答え . b 

神経性ショッヲ〈血管迷走神経反射〉の症状は、

顔面蒼白、血圧低下、脈拍数の減少、呼吸数の減少、

唖気、 悪心、冷感、意識消失、四肢の無力状態、チ

アノ ぜなどである。

ポイント

くショッヲの処置>

①身体を水平位にして下肢を高くする。

②着衣をゆるめる。

@脈泊を測定する。

④やさしく話しかけて安心感を与える。

⑤酸素吸入を開始する。

(問題 53) 口腔慎型の写真 {別冊午後 No.10)を別に

示す。

Angleの分類はどれか。

.級

b 級 1類

c 11級2類
d 川級

別冊午後 No.10 写真

選択肢考察

x.、Ob.x c 、xd

答え b 

上下顎車大臼歯由

関係とよ顎前歯部から
11級1類と判断できる

下顎の頬面;置が上顎第一大臼歯の近心頬側岐頭よ

り遠心にi宜置しており‘上積前歯が前突しているこ
とから、 11級1類と判断される。
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ポイント

< Angleの分類〉
上下顎歯列弓の近遠心的関係によって分類する。上

顎第一大臼歯の近心頬側岐頭が下顎の頬面;溝1;::位置す

るものを正常な近遠心暗古関係とする。

{問題 54) 患者自身で着脱できる矯正装置はどれか。 2

つ選べ。

a ヘッドギア
b 急速i広大装置
C フレンケル装置

d リンガルアーチ

選択肢考察 答え.c 
0. ヘッドギアは矯正力の固定在日腔外に求めた顎外
固定装置で可撤式である。

x b 急速範大装置は維持パンドを利用して歯に固定し
た固定式の装置である。

Oc フレンケル装置は口唇圧や頬筋圧の排除などを自
的とした俄能的矯正装置で可撒式である。

xd り ンガJ~アーチは維持バンドを利用して歯に固定

した固定式の装置である。

ポイント

く可胤式矯正装置〉

患者自身が着脱する装置で、床矯正装置や機能的矯

正装置、顎外固定装置などが挙げられる。

(問題 55) 9歳の女児。正中離開を主訴として来院し
た。 上顎両側乳側切歯は脱落しているが、 上顎商制限~切

歯は萌出していなし、。初信時の口腔内写真 {別冊午後

No.11)を別に示す。
工ツヴス線写真で確認すべきなのはどれか.2つ選べ。
a 腫携の存在
b 智歯の埋伏

C 欠如歯の有無

d 上唇小帯の付着位置

l 別冊午後 No.ll 写真 l

選択肢考察 答え . c 
両側伸切歯田間が離間

している

両側とも中切歯と手L:K曲の
聞にスペースはみられない

0. 上顎正中部に歯牙腫などの腫揚が存在すると正中
離閑が生じる。したがって、腫携の存在を確認する

ことは重要である.

xb 正中過剰歯の埋伏で正中離開が生じることはある

が、智歯の埋伏は正中離聞と関連はない。また、 9

歳では智歯の歯冠は完成していない。

Oc 上顎両側側切歯が萌出しておらず、中切歯と乳犬歯
の聞にスペスが存在しない。側切歯の萌出力で中切

歯が近{;移動し正中離開が閉鎖されてくるため、側切

歯が欠如すると正中離開が残存しやすい。したがって、
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側切歯の欠如の有鯨を確認することは重要である。

xd 上唇小帯の高位付着は正中離開の原因となるが、
上唇小帯の付着位置は工ツヲス線写真で確認するも

のではない.

ポイント

く正中離聞のおもな原因〉

歯牙腫

正中過剰歯

上唇小帯の高位付着

側切歯の先天欠如、媛小歯

{問題 56)麻疹でみられるのはどれか。
a コプリッヲ斑
b ハッチンソン歯

c フォ ダイス斑
d リガフ工デ病

選択肢考察 答え a
0. 麻疹では頬粘膜にコプリッヲ斑が生じる。
x b 八ッチンソン歯は先天性梅毒でみられる。
x c フオーダイス斑は異所性の皮脂腺が原因である。
xd リガフエ デ病は先天歯が原因である。

ポイント

く麻疹〉

麻疹は約2過の潜伏期後にカヲル期(約3-4日)
となり感染力が最大となる。その後発疹期(約3-4
日)を経て回復期となる。全身に発疹が生じる前に、

頬粘膜にコプリッヲ斑が生じる。

〔問題 57) 4歳の日本人男児の口腔内写真 [別冊午後
No.12)を別に示す。

矢印で示す歯の平均的な口腔内萌出開始時期はどれ

か。
.力、月

b 3か月
c 8か月
d 12か月

別冊午後 No.12 写真|

選択肢考察

x.、xb、Oc、xd

答え c 

下積左側中切歯

下顎乳中切歯は乳歯で最も早く口腔内に萌出開始

する歯であり、日恋人で1<i8力、月ころに街出する。

ポイント

く日本人の乳歯の萌出願序>

7可→A→旦→官→旦→百→E二→c→τ→五
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(問題 58) 6歳の男児。下顎右側前歯の形態異常在主訴
として来院した.口腔内写真 (別冊午後 No.13)を別

に示す.

疑われるのはどれか。

a 歯内歯
b 斜切唄

C 癒合歯

d 中心結節

別冊午後 No.13 写真

選択肢考察 答え c 

下顎右側前歯に

形態異常がみられる

xa 歯内歯は上顎側切歯に好発しやすい。写真の下顎
前歯では疑われない。

xb 斜切痕は上顎側切歯に好発しやすい。写真の下顎

前歯では疑われない。

Oc 口腔内写真をみると下顎の乳側切歯と乳犬歯が1
つになっており、癒合歯が疑われる。

x d 中心結節は臼歯岐合面に出現する異常結節であ
り、下顎小臼歯に好発する。写真の下顎前歯では疑

われない。

ポイント

く癒合歯と癒着歯>

癒合歯 隣り合う歯医が発言途中で融合したもので、

歯随腔が連続している。

癒着歯 2つの歯がセメント質で結合したもので、
歯髄腔は分かれている。

(問題 59) 加齢に伴う循環器系白変化で減少するのはど

れか。

a 脈圧
b 心房容積

c 鉱張期血圧
d 動脈壁の厚さ

選択肢考察 答え c
x a 、Oc 脈圧は収縮期血圧と範張期由圧の差であり、
加齢に伴い収縮期血圧は唱加し、拡張期血圧は減す

するため、脈圧は増加する。

xb 加齢に伴い心房容積は大きく増加する。

xd 加齢に伴い動脈壁は厚くなり、弾性が央われる。

ポイント

加齢に伴い大動脈の伸展性が失われた結果、脈圧が増

加するため、脈圧は動脈硬化の指僚と怠る。
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{問題 60) Lewy小体型認知症と比較した Alzheimer型

認知症の特徴はどれか。

a 突然発症する。
b 幻視がみられる。

C 即時下の先行期の障害が多い。

d パーキンソ二ズムがみられる。

選択肢考察 答え c
x a Alzheimer型認知症は神経変性疾患のため緩徐進
行性である。突然発症するのは脳血管性認知症であ

る。

x b 幻視がみられるのは Lewy小体型認知症である。
Alzheimer型認知症の特徴ではない。

o c Lewy小体型認知症は口腔期や咽頭朗の障害が多
いのに対して、 Alzheimer型認知症は先行期の障害

が多いことが特徴である。

xd パーキンソ二ズムがみられるのは Lewy小体型認

知症である。 Atzheimer型認知症の特徴ではない。

ポイント

認知症や類似の症状を呈する疾患には、中枢神経系の

変性疾患 (Alzheimer病、前頭側頭型認知症、Lewy小

体型認知症/Parkinson病)および脳血管疾患、脳橿露、

正常圧水頭症、頭部外傷、神経感染症、中毒性疾患など

がある。

(問題 61) 老年期うつで正しいのはどれか。
a 自殺企図は少ない。
b 器質的原因がみられる。

C 気分の落ち込みが目立つ。

d 口腔乾燥を伴うことが多い。

選択肢考察 答え d
xa うつ病では自殺企図が多くなる。
xb 症状に見合う器質的原因がみられないときにうつ

病を疑う。

x c 高齢者は元々ゅううつな気分に怠っていることが
多いため、老年期うつでは気分の落ち込みが目立た

ない。

Od うつ病は三環系抗うつ薬や四l盟系抗うつ薬の副作

用により口腔乾燥を伴うことが多い。

ポイント

〈うつ病の治療を受けている患者の口腔内症状〉

口腔前生状態の悪化

口腔乾燥(服用薬の副作用)

錐体外路症状(オ ラルディスキネジアなど)

他疾患との合併症状

不定愁訴の可能性

〔問題 62)高齢者の脱水状態を把握するのに有用な検査
項目はどれか。

a 血清アルブミン値
b へマトクリット値

c 上腕三頭筋皮下脂肪厚
d 血清総コレステ口 ル値

選択肢考察 答え b 
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x a 血清アルブミン値が3.5g/dl以下では低栄養状態
を疑うが、脱水状態は評価していない。

Ob ヘマトヲリツト値は血液中に赤血球が占める割合
(%)で、脱水により赤血球濃度が高くなるとへマ

トヲリツト値はよ昇する.

x c 上腕三頭筋皮下脂肪厚により低栄養状態を評価す
るが、脱水状態は評価していない。

xd 血清総コレステロ ル値が 179mg/dl以下では

低栄養状態を疑うが、脱水状態は評価していない。

ポイント

〈高齢者の脱水の原因〉

加齢に伴い体液(水分と電解質を含む体内の総水分

聖)の貯蔵庸である筋肉霊が減るため。

加齢に伴い腎臓の機能が低下すると、老廃物を排濯

するために多くの水分(尿)が必要となるため。

基礎代謝置が減少するにつれ、代謝が減少するため。

食欲不掻などで摂取する水分量や塩分量が不足する

ため。

誤聴や失禁を恐れて水分摂取を控えるため。

喉の渇きを感じにくく、水分や塩分の補給が不十分

になるため。

(問題 63) ベリオドンヲJ[，メディシンに関わるのはどれ
力、。

a 肝炎

b 端息

C 胃潰揚

d 糖尿病

選択肢考察 答え d

xa 肝炎はベリオドンヲルメディシンと関係ない。
xb 端息はペリオドンヲルメデイシンと関係ない。

Xc 胃潰携はベリオドンヲJ[，メディシンと関係ない。
Od 結尿病は歯周病と相互に影響を及ぼし合っており、
ペリオドンヲルメディシンに関わっている。

ポイント

くべリオドンタルメディシン〉

ベリオドンヲルメディシンとは、歯周組織の健康が全

身の健康状態へ影響を与えることを示す用語であり、

それに関わる疾患として、糖尿病や冠状動脈心疾患、

低体重児出産などが挙げられる。

(問題 64)ポケットプロ ビングで判断できるのはどれ
か。 2つ選べ。
a 骨吸収の種類
b 根分岐部病変の有照

c 歯肉縁下根面の形態

d 結合組織性付着の量

選択肢考察 答え bc

xa 骨吸収の種類はプローピングでは判断できない。
Ob 根分岐部病変の有無はプローピング!こより判断で
きる。

Oc 歯肉縁下恨面の形態はプロ ビングにより判断で
きる。

xd 結合組織性付着の量はプロ ビングでは判断でき

ない固
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くプローピングにより得られる情報〉

BOP 
歯肉緑下歯損の形態

ポケットの深さ、形態

アヲッチメントレベJし
分岐部病変の有無、程度

歯肉縁下歯石の有無、程度

午後問題解説

〔問題 65) 口腔内写真 {別冊午後 No.14)を別に示す。

観察できるのはどれか。 2つ選べ。
a 岐粍
b 歯石

C ヲレフト

d くさび状欠損

別冊午後 No.14 写真

選択肢考察 答え ab 

明録カマ暁耗している

歯石が沈着している

Oa 下顎前歯の切緑に岐耗が観察できる。
Ob 歯頭部に歯石が観察できる。
Xc ヲレフトは観察できない。

xd くさび状欠損は観察できない。

ポイント

くヲレフト〉

歯肉にみられる V字型や U字型の裂闘であり、誤

ったプラッシングなどが原因となる.

{問題 66) ア?ッチメントレベルで正しいのはどれか。
2つ選べ。
a 歯周組織破懐の指標となる。
b 歯周炎の進行により値が培加する。

c ポケット底の炎症の有無を判断できる。
d 歯肉縁からポケット底までの距離である。

選択肢考察 答え ab 
Oa アヲッチメントレベJレは歯周組織破壊の指僚とな
る。

Ob アヲッチメントレベルは歯周炎の進行により増加
する。これをアヲッチメントロスという。

x c ポケット底の炎症の有無を判断するのはプローピ
ング時の出血である。

xd 歯肉縁からポケッ ト底までの距離はポケッ ト深さ

である。

ポイント

〈アヲッチメントレベル〉

セメントエナメル場からポケット底までの距離。

歯周病の進行によってアヲッチメントレベルが増加
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することをアヲッチメントロスという。

歯周治療によってアタッチメントレベんが減少する

ことをアヲッチメントゲインという。

[問題 67)歯周基本治療で行うのはどれか。
a 遮蔽腿の設置
b 増殖歯肉の切除
c 付着歯肉幅の増大
d 早期接触部位の除去

選択肢考察 答え dx. 遮蔽膜の設置は、歯周基本治療後の歯周外科治療
としてのGTR法で行うものである。
x b j曽殖歯肉の切除は、歯周基本治療後の歯周外科治
療としての歯肉切除術で行うものである。

x c 付着歯肉帽の増大は、歯周基本治療後の歯周外科
治療で行うものである。

Od 早期蟻触部位の除去は歯周基本治療として行われ
る。

ポイント

〈歯周基本治療〉

歯周病に対する治療の基本となるものであり、歯周

病の原因の除去を中心として、炎症の軽減や進行の防

止を目的として行われる。

〔問題 68)SPTのリコ )[，間隔の決定で考慮するのは
どれか。 2つ選べ.
a 胃潰癌
b 糖尿病

c 飲酒習慣
d 喫煙習慣

選択肢考察 答え bd
x. 胃潰燭と歯周病の悪化とは関係はない。
Ob 繕尿病は歯周病の増悪因子であるため、リコ ル
間隔を決定する際に考慮する。

x c 飲酒習慣と歯周病の悪化とは関係はない。
Od 喫煙習慣は歯周病由噌悪因子であるため、リコー
)[，間隔を決定する際1;::考慮する。

ポイント

くリコ Jし間隔の決定で考慮すること>
SPT期間中に病状が悪化しないように、リコール
間隔は患者の意識や歯周炎の進行程度、全身状態など

を考慮する。

(問題 69) ある器具を用いた検査中の写真 (別冊午後
No.15)を別に示す.

器具の使用法で適切なのはどれか。 2つ選べ。
a フリーハンドで用いる。
b 改良執筆状で把持する。

c 歯石を触知したら挿入をやめる。
d ウォ キングモシヨンで用いる。

別冊午後 No.15 写真

選択肢考察 答え bd 
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プローブを用いて

プローピンヅを

行怒っている

x. プロ ビングはレスト在確保して行う。
Ob プロ ブは改良執筆状で把持する。
x c プロ ビング中に歯石を触知したら、歯石を避け
るようにプ口 ブを挿入する。

Od プローピングはウ方 キングモーシヨンで行う。

ポイント

〈プロ ビング操作〉

プロ ブは改良執筆状で把持する.

測定歯や隣在歯1;::固定点をおく。
プローブは歯軸と平行に}申入する。

プローブの挿入圧は20-259程度である。

プローピングはウォーキングストロー?で行う。

(問題 70) スケラの写真 (別冊午後No.16)を別

に示す。

このスケ ラの特徴はどれか。 2つ選べ。
a pull 操作で使用する。

b 先端が丸みを帯びている。

C 歯肉縁下歯石の除去に過している。

d 刃部両側に力ツディングエッジがある。

|別冊午後 No.16 写真|

選択肢考察 答え . d 

シックルタイプスケーラー

0. シッフルヲイブスケーラーはpull操作で使用する。
Xb シッフルヲイプスケ ラ の先端は尖っている。
x c シッフルヲイブスケ ラーは歯肉縁よ歯石の除去
に適している。

Od シッフルヲイプスケーラーは両刃である。

ポイント

くシックルヲイプスケーラー〉

歯肉縁上歯石の除去に適している。

刃部両側に力ツテイングエッジがある.

刃部の外形が鎌形であり、先端は尖っている。

〔問題 71) シャ ブ二ングに用いるセラミッヲスト ン
で正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 形態修正lζ用いる。
b 潤滑油が必要である。

C オートヲレ ブが可能である。

d 術中のシャ プニングに適している。
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選択厳考察 答え cdx. セラミッヲストーンは目が細かく、仕上げに用い
る。

xb セラミッヲストーンは潤滑油が不要である。

Oc セラミッヲストーンはオートヲレ ブが可能であ
る。

Od セラミッヲストーンは潤滑油が不要であり、水で
シャープ二ングを行うことができる。そのため、術

中のシャ プニングに適している。

ポイント

くシャ プ二ングに用いる潤滑剤〉

潤滑剤として、水やオイルが用いられる。潤滑油は

滅菌されていないため、シャ プ二ング後にスケ ラ

ーを滅菌する必要がある。

〔問題 72) 健康な歯肉にみられるのはどれか。

a ヲレーヲ-

b フエストつーン

C スティップリング

d テンションリッジ

選択肢考察 答え c
x. ヲレ ヲ は不適切なブラッシングなどにより生
じる形態異常である。

xb フェストゥーンl立不適切なブラッシングなどによ

り生じる形態異常である。

Oc スティツプリングは健康な歯肉にみられる。
xd テンシヨンリツジは口呼般に関連して生じる形態

異常である。

ポイント

<スティップリング〉

健康な歯肉にみられる。

付着歯肉に存在するが、乳頭歯肉にもみられる。

歯肉の炎症によりスティッブリンクは減少消失する。

〔問題 73) う蝕活動性試験と結果由組合せを表に示す。

| | う蝕活動性試験 |判定結果|

l① IRDテスト. ピンヲ色|
1② |カリオスタット・ | 青色 | 

l③ |刺直唾Z置の分泌量 I 2mυ分 |
④|グルコースクリアランステスト I20分 | 

ハイ 1)スヲと判定されるのはどれか。 2つ選べ。
a ① b ② C ③ d ④ 

選択肢考察 答え ad 
0. RDテスト{・の結果がピンヲ色であるのは、唾液
中の細菌数が多くう蝕リスクが高いと考えられる。

xb 力リオスヲット 伽の結果が青色であるのは、細

菌の酸厳性能が低くう蝕リスヲが低い。

x c 刺激唾液の分泌量が2mL/分であるのは、正常
範囲内でありう蝕リスヲが低いと考えられる。

Od グルコースヲリアランステストの結果が20分で
あることは、グルコースが消失しにくくう蝕リス7
が高い。
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ポイント

くう蝕八イリスヲ者への対応>

口腔清掃の徹底や結分煩取の制限、フッ化物の応用

などを行うとよい。また、唾液分泌速度や緩衝能が低

下している場合には、人工唾液の使用と分泌機能の改

善をはかるとよい.

〔問題 74) レジン系頃塞材による小高裂溝境塞法の術式
で正しいのはどれか。 2つ選べ。
a ラパダム防湿を行う。
b 小寓裂i聞を寓洞形成する。
c 30-50%の正りン酸で酸処理する。
d 術前に研磨剤を用いて歯面清掃を行う。

選択肢考察 答え.c 
0. レジン系材料は防湿が重要であり、ラパーダム防
;宣を行う。

xb 小窟裂溝填塞法で1;1:窟j同形成は行わない。

Oc しジン系填塞材を使用する場合には、歯菌処理と
して 30-50%の正リン酸溶液で酸処理を行って
水洗する.

xd 術前に歯面;青帰を行うが、レジンの接着阻害にな

るので歯面清掃剤は使用しない。

ポイント

〈小寓裂満場塞法〉

萌出途中でうパ ダム防湿ができない場合には、レ

ジン系填塞材ではなくグラスアイオノマーセメント系

i轟塞材を使用するとよい。

(問題 75)重曹粉末噴射闘面清掃器を使用する部位で適
切なのはどれか。

a 露出根面
b くさび状欠蝿

c 前歯基底結節部
d 歯肉緑下ポケット

選択肢考察 答え c
x. 歯肉退績により根面が露出しているような部位に
重曹粉末噴射歯面清帰器は使用しないほうがよい.

xb くさび状欠損に重曹粉末噴射歯面清掃器は使用し

ないほうがよい。

Oc 前歯基底結節部に重曹粉末噴射歯函清掃器は使用
できる。

xd 気随怠どの偶発症が生じるおそれがあるため、市

ケット内に重曹粉末噴射歯面清婦器は使日用しない。

ポイント

〈重醤粉末噴射歯面清掃器>

使用の際には嵐傷や気腫などの偶発症を引きおこす

可能性があるため、軟組踊1;::直接噴射することは避け、

また、歯肉縁下や根聞などにも直袋噴射することを避

ける。
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次の文を読み (問題 76)、(問題 77) 1ζ答えよ。
体重 15kgの3歳男児。フッ化物歯面塗布を行うため、

2%フッ化ナトリウム溶液 5mしを準備した。

[問題 76)準備した溶液に含まれるフッ素量はどれか。
a lOmg 

b 25mg 

c 45m~ 
d 90m日

選択肢考察 答え c 
xa、xb、Oc、xd

2%7ツ化ナトリウム溶液のフッ素量は 9，000

ppmであるので、 2%7ツ化ナトリウム溶液 1mL 

中に含まれるフッ素量は9mgである。したがって、

2%フッ化ナトリウム溶液5mL中に含まれる7ツ

素霊は9x5ニ 45mgである。

(問題 77) フッ化物歯菌塗布を行うにあたり正しいのは
どれか。 2つ選べ。

a 準備した溶液を2倍希釈する。
b フッ化物塗布前に歯面清掃する。

C 準備したフッ化物をすべて使用する。

d 3-4分間歯面をフッ化物で，昆潤させる。

選択肢考察 答え bd

x a フッ化物歯面塗布には 2%7ッ化ナトリウム溶液
を使用するため、希釈する必要はない。

Ob フッ化物塗布を行う前に歯面清掃を行っておく a

x c フッ化物歯面塗布法で用いる溶液は 5mLではな
く2mL以下である。

Od フッ化物を塗布する際には、 3-4分間歯面が湿

濁は丈態を保つようにフッ化物を塗布する。

ポイント

くフッ素の最小中毒量>

フッ素豊として体重 1kgあたり 2mg(2mg/体重

kg)で畠り、フッ化ナトリウムとして体重 1k日あた

り4mg(4m日/体重 kg)である。体重 15kgの場合、

急性中毒豊は 2x 15=30m日となるため、今回の問題

で準備したフッ化物をすべて使用すると急性中毒が発

現してしまう。

〔問題 78) 問題指向型医療記録 (PコMR)の rAJの記
載に該当するのはどれか。

a 軽度の痔痛を残すう窟を認める』
b コンポジツトレジン修復を行う』

c 甘いものを食べすぎたからだと患者は考えているJ
d う蝕の原因はブラッシング不足である可能性が高
し、』

選択肢考察 答え d

X a 身体所見は客観的所見 (0)である。

X b 治療の計画は (P)である。

X C 患者の考え方は患者の解釈モデルである。

Od 事実1"基づいた臨床推論は評価 (A)である。

ポイント

<叙述的記録の記載方法 (SOAP法)> 
主観的情報(Subjectivedata)自覚症状(主訴、症状)

客観的情報〈口同ectivedata)他寛症状(詰置所見瞳劃成績)

評価(Assessment)上記から抽出された問題、診断

計画 (Plan)検査、治療計画、患者教育の計画

(問題 79) ニコチン依存傾向の強い患者への禁煙指導で
適切なのはどれか。 2つ選べ。
a 電子ヲパコに替える。

b 禁煙補助薬を使用する。

C 低ニコチンヲパコ1"替える。
d 周囲に禁煙することを宣言させる。

選択肢考察 答え bd

xa 電子ヲパコといえどもヲパコのため、替えても禁

煙指導とはならない。

Ob ニコチン置換療法は禁煙による離脱症状を緩和し

ながら禁煙させる方;主である。

Xc 三コチン依存傾向が強いときは、低ニコチンヲパ

コに替えても効果がないといわれている。

Od 禁煙者の意思の弱さが関わるため、周囲に禁煙す

ることを宣言させ、励ましてもらうことも重要であ

る。

ポイント

禁煙指導では 1本たりとも喫煙させないことが重要で
ある。

〔問題 80) 88歳の女性。歯科訪問診療の依頼を受けた。

介護支援専門員からの情報提供によると、日D歳代より

慢性関節リウマチ在発症しており、洗濯や食事の準備が

困難になっているという。

この生活動作lこ関する情報から留意すべきなのはどれ

か。2つ選べ。
a 入浴
b トイレ

C 電話の使用

d ベッドメイキング

選択肢考察 答え cd

x a 、xb 入浴や トイレは ADL(日常生活動作〉の

項目の 1つであり、 IADL(手段的日常生活動作〉

の項目lこは含まれていない。

Oc 電話の使用は IADL(手段的日常生活動作〉の項

包の1つのため留意すべきである。
Od IADL (手段的日常生活動作〉の項目の 1つに家

屋維持があり、家屋維持ではベッドメイキング程度

の軽い作業在行えるかを評価するため留意すべきで

ある。

ポイント

くIADL(手段的日常生活動作)> 
電話の使用、買物、食事の準備、家屋維持、洗濯、

外出時の移動、服薬、家計管理の8項目で構成されて
いる。
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〔問題 81) 3歳の男児。 3歳児歯科健康診査を受診した。
未処置歯が多数あり、歯垢の付着が著明で歯肉1"腫脹と
出血がみられる。歯や口腔粘膜の損傷はみられないが、

母親の男児に対する拒絶的な態度がしばしばみられるロ

疑われるのはどれか。 2つ選べ。

a 性的虐待

b 身体的虐待

C 心理的虐待

d ネグレフト

選択肢考察 答え cd

xa 性的虐待の徴候はみられない。

xb 歯や口腔粘膜の損傷はみられないため、身体的虐

待の徴候はみられない。

Oc 母親の男児に対する拒絶的な態度がしばしばみら

れるため、心理的虐待が疑われる。

Od 未処置歯が多数あり、歯垢の付着が著明で歯肉に

腫脹と出血がみられるため、ネグレフトが疑われる。

ポイント

<虐待〉

性的虐待

子供への性的行為、性的行為を見せる、性器を触る

または触らせる、ポ)[，ノグラフィの被写体にする など

身体的虐待

殴る、蹴る、投げ落とす、激レく揺さぶる、やけ

どを負わせる、溺れさせる、 首を絞める など

心理的虐待

言葉による脅し、無視、兄弟閣での差別的扱い、

子供の目の前で家族に対して暴力をふるう〈ドメス

ティッフ バイオレンス DV)など

ネグレヲ ト 〈育児放棄〉

家!こ閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔に

する、自動車の中に放置する、 重い病気になっても

病院に連れて行かない など

〔問題 82) 鼻咽腔閉鎖不全によって/問/に聞こえる音

はどれか。

a /da/ 

b /ha/ 

c /ka/ 
d /pa/ 

選択肢考察 答え a 
Oa 、xb、Xc、xd

鼻咽腔閉鎖不全があると発音時に呼気が貫腔に漏

出するため、 本来は鼻腔に共鳴しない母音や子音

の非通鼻音は鼻音化し、鼻にかがったような開放

性轟声〈開鼻声〉となる。とくに、「ダ、デ、ド(j

d/)J、「ヲ、 デ、卜 (/t/)Jが「ナ、ネ、ノ (/n/)J 
に近い音に、りにピ、ブ、べ、ポ (/b/)J、r)(、ピ、プ、

ベ、;tf(/p/)Jは、「マ、ミ、ム、メ、 壬 (/m/)J 
1"近い音に歪む。

ポイント

発音時や瞭下時には軟口蓋が挙上し、さらに[喧頭側壁

が内方に、咽頭後壁が前方!と突出すること!とより豊腔と

咽頭腔が遮断されるく鼻咽控閉鎖〉。鼻咽腔閉鎖が不良

な場合では、発音時には開鼻声や呼気鼻漏出による子音
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(問題 83) 意識障害に伴う鴨下障害がみられる急性期悩

血管疾患患者への口腔ケアで予防できるのはどれか。 2
つ選べ。

a 失語

b 流涯

C 肺炎

d 廃用症候群

選択肢考察 答え cd

X a 脳血管疾害患者では高次脳機能障害として失語が

みられることはあるが、口腔ケアで予防できること

ではない。

x b 意識3障害!こ伴う即時下障害がみられる脳血管疾患害
者のため、流涯がみられることも考えられるが、口

腔ケアで予防できることではない。

Oc 意識3障害1"伴う廊下障害がみられる脳血管疾患患
者に対して口腔ケアを行うことで、誤嚇性肺炎を予

防することができる。

Od 口腔ケアがリハビリデーシヨンになるともいえる

ため、意識障害に伴う即時下障害がみられる脳血管疾

患患者に対して口腔ケアを行うことで、廃用症候群

を予防することができる。

ポイント

口腔7アでl立、口腔衛生状態を良好lこすると同時に、
口腔機能の維持を目的としたマッサ ジやストレッチの

要素を加えることが重要である。

(問題 84) 改訂BDR指標で正しいのはどれか。 2つ選べ。

a 日常生活動作を評価する。

b 要介護高齢者が対象である。

c 0は義歯清掃の評価項目であるロ
d 義歯の清掃自立状況を評価する。

選択肢考察 答え bd

Xa 改訂日DR指標では日常生活動作 (ADL)は評価

しない。

Ob 改訂 BDR指標の対象者は高齢者、とくに要介護

高齢者であるロ

X C 0は「義歯着脱」の評価項目である。
Od 改訂 BDR指標では口腔と義歯の清掃自立状況を
評価する。

ポイント

く口腔清掃の自立度 (BDR)の評咽〉

口腔清掃の自立度の評価には、歯磨き (Brushing)、

義歯装着 (Oenturewearing)、うがい (mouth

rinsing)の3項目を自立、 一部介助、全介助の3段階

で評価する BDR指標がある。
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(問題 85)食事バランスガイドで正しいのはどれか。
a 運動量が示されている。
b 生活習慣病の予防が目的である。

C 食事1回分の摂取置が示されている。

d 摂取量の単位はグラム (g)である。

選択肢考察 答え b

X 8 コマの軸を回転するように 「運動Jは示されてい

るが、 r運動量Jは示されていない。

Ob 生活習慣病予防の観点から、 30-60歳代の男
性の肥満者、単身者、子育てを担う世代lこ焦点在絞
って活用方法が示されている。

x c 料理区分ごとに、 1自分の料理の組合せとおおよ
その量が示されている。

xd 摂取量の単位はサ ピング (Sのである。

ポイント

<食生活指針>

食事を楽しみましょう。

1日の食事のリズム力、ら、健やかな生活リズムをロ
主食、主菜、副菜を基本!と、食事のバランスを。

ごはんなどの穀類をしっかりと。

野菜・果物、牛乳乳製品、豆類、魚なども組合せて。

食塩や脂肪は控えめに。

適正体重を知り、日々の活動に見合った食事を。

食文化や地域の産物を活かし、とき1"は新しい料理も。
調理や保存者E上手にして無駄な廃棄を少なく。

自分の食生活を見直してみましょう。

(問題 86)臨種と業務の組合せで正しいのはどれか。
a 管理栄養士 高齢者施設での調理担当

b 言語聴覚士 一一一一一摂童礁下機能の回復

C 作業療法士一一一一一基本的動作能力の回復

d 介護支援専門員 要介護度の判定

選択肢考察 答え b

X 8 管理栄養士は給食の管理や栄養指導を行うロ

Ob 言語聴覚士は音声言語や失語症などの言語障害や
I更食 鴨下割降車などを行う。
x c 作業療法土は応用的動作能力や社会的適応能力
の回復を図るため、移動や食事、入浴、排，世などの

日常生活動作に関する訓練や福祉用具の使用訓練

在行う。

xd 介護支援専門員〈ケアマネジャー〉は介護サービ
ス計画〈ケアプラン〉の作成を行う。

ポイント

理学療法士は、起き上がりゃ寝返り、座位、立ち上が

り、立位保持、歩行などの基本的動作能力の回復を図る白
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[問題 87)73歳の男性。食事捜取の包難を主訴として
相談を受けたため訪問した。 1年前に脳梗塞を発濯し、
現在は在宅療養中であるという。栄養評価を行った。

栄養アセスメント結果で低栄養を疑うのはどれか。 2
つ選べ。

8 BMI 18.0 
b 通常体重比 96% 
C 血清アJGブミユペ直 3.3gjdL 
d コレステロ JG値 185mgjdL 

選択肢考察 答え ac
08 BM118.5未満は低体重と判定されるため、日MI
18.0は低栄養を疑う。
x b 通常体重比は85-95%なら軽度栄養障害、 75
-85%なら中等度栄養障害、 74%以下なら高度栄
養障害を疑う。

Oc 血清アルブミン値は3.6gjdL以上が正常なため、
3.3日jdLは低栄養を疑う。
xd コレステロ JG値は180m日jdL以ょが正常である。

ポイント

く栄養評価(静的指標)> 
項 目 l正常|軽度障害|中等度趨審|重度障害

アルブミン伺/剖 136以上 131-3.51 2.5-3β1 2.5未満|
総コしステロ ル(mg!dl)1 180以上 1140-17911凹~1391100未満 1

(問題 88) 礁下中枢があるのはどれか。
a *;雪
b 延髄

C 小脳

d 視床下部

選択肢考察 答え b

X 8 橋には排尿中枢が存在する。

Ob 延髄には嚇下中枢が存在する。
x c 小脳は運動の統合や協調(平衡機能姿勢運動
の円滑化など)に重要な役割を担っている。

Xd 視床下部1"は侵食中枢や飲水中枢、体温調節中枢、
睡眠中枢などが存在する。

ポイント

く延髄>

生命維持中枢に加え、舌咽神経、迷走神経、副神経、

舌下神経の神経核や、味覚1"関わる孤束核など力吋立置
する。また、呼吸、循環、岨樹、際下、 幅吐、唾液分

泌などの中枢がある@

第2日目第2回模試

〔問題 89)唱瞬時の筋電図と下顎運動の軌跡を図に示す。

日図 a蜘-，町 .~I ..，..- lO.5mV 

時運動 ノ ¥/  ¥/  'Omm 't.(;峻刊

{垂直方向}

記録しているのはどれか。

a 頬筋
b 岐筋

C 顎二腹筋

d オトガイ筋

20mm 

0.51:1> 

選択肢考察 答え b
X 8 煩筋は表情筋であり、筋電図では記録されていな

し、。
Ob 図から閉口時に筋電図の記録がみられるため、開
口筋の筋電図を記録していると判断できる。岐筋は

閉口筋であり、筋電図で記録されている。

x c 顎ニ腹筋は舌骨よ筋であり、開口筋のため、筋電
図では記録されてい怠い。

Xd オトガイ筋は表情筋であり、筋電図では記録され
ていない。

ポイント

筋電図検査では顎、顔面、口腔、咽頭領域の筋の協調

運動や活動様式、活動量、活動時間などを診断する。

(問題 90)日D歳の男性。下顎部分床義歯の新製を希望
して来院した。 1週前に遇所介護施設で下顎部分床義歯
を紛失し、食事時聞が延畏しているという。普段の食事

の飲み込みにはr~官重ないという。初診時の口腔内写真{別
冊午後No.17)を別に示す。
侵食時下の過程で影響がある時期はどれか。

a 準備期
b 口腔期

C 咽頭期

d 食道期

|別冊午後 NO.17 写真|

選択肢考察 答え a 

上顎歯は残存している

08 準備期は食物在日腔に取り込み、岨唱して食塊を
形成する時期である。口腔内写真から上顎歯は残存

レているが、下顎両慣u臼歯部は歯の欠損がみられる
ため、下顎全部床義歯の紛失により岨咽や食i鬼形成

に影響があると考えられる。

x b 口腔期は岨瞬後の食塊を咽頭へ送り出す時期であ
り、普段の食事の飲み込みには問題ないことから、
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下顎全部床義歯の紛失により影響があるとは考えに

くい。

x c 咽頭期は食塊が口峡を通過してから咽頭を経て後
端が食道入口部を通過するまでの時期であり、下顎

全部床義歯の紛失により影響があるとは考え1"くい。
xd 食道期は食塊が食道入口部から胃¢噴門へと送ら
れる時期であり、下顎全部床義歯の紛失により影響

があるとは考えにくい。

ポイント

岨閉を成立させている主体は岨明筋群である。

外側翼突筋の下頭以外は閉口時にはたらさ、食物の

粉砕と食塊形成に寄与する。

閉口筋の活動は、食物の硬さや大きさなどの性状に

応じて変化する。

顎二腹筋や顎舌骨筋などの開口筋は、岨暗中 定に

保たれる。

〔問題 91) 咳テストで正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 不顕性誤即時を倹出する。

b 鴨下機能の確定診断となる。

C 超音波ネブライザーを用いる。

d 3回以上咳が出れば主常とする。

選択肢考察 答え ac 
08 咳テストは反復唾液聴下テストや改訂水飲みデス
ト、フードテストで見落とされやすい不顕性誤臓を

検出することができる。

x b 畷テストは瞭下機能のスヲ 1)一二ングテストであ
り、確定診断とはならない。

Oc 眠テストでは超音波ネブライザーを用いる。
xd 5回以上咳が出るときは正常、 5回未満のときは
不顕性誤即時との関連性が高くなる。

ポイント

く岐テスト>

7工ン酸生理食塩水水溶液を超音波ネブライザ に
て噴霧させ、噴霧した?工ン酸を口から吸入してもら

う。

〔問題 92) 摂食機能訓練の分類を図lこ示す。

アはどれか。

a 舌訓練

b ガムラピング

c 姿勢保持訓練
d ブロイング

選択肢考察

X 8 舌訓練は筋機能訓練である。

答え c 
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ポイント

〈姿勢保持訓練〈座位保持訓練)> 
膝を伸展した長座位で股関節を十分に屈曲して体幹

を前方に傾斜させ、体重心を殿部より前方に位置さt

る(ベッド上で安定した座位)。

〔問題 93) 69歳の男性。侵食聴下リハビリテーション

を目的に紹介受診した。食事中にむせるという。ある

訓練を実施することとした。訓練時の写真 {別冊午後

No.18)を別に示す。
この副|練の目的はどれかa

a 鴨下反射の惹起
b 声帯の内転強化

c 喉頭挙上時閣の培加
d 鼻咽腔閉鎖機能の強化

守1百下玄Rー0.18 写真

選択肢考察 答え b 

Pushing exercise (押し運動〉

xa 嶋下反射の惹起は眼下促通訓練の目的である。

Ob 写真で行っている侵食瞭下障害に対する間接訓練
はPushingexercise (押し運動〉である。 Pushing

exerclseは声門閉鎖訓練の 1つで、声帯の内転強

化を目的とした訓練である。

x c 喉頭挙上時間の壇加は Shakerexercise (シャキ

ア法頭部挙上訓練〉やメンデルゾン手技の目的

である。

xd 鼻咽股閉鎖機能の強化はブローイングの目的であ

る.

ポイント

〈声門閉鎖副|練〉

Pushing e昭 rcise(押し運動〉

Supraglottic swallow (SGS) 

声門閉鎖瞭下法、息こらえ即時干法、声門越え隠下法

Super-supraglottic swallow (SSGS) 

喉頭閉鎖鴨下法、強い息こらえ瞭下法

(問題 94) A市保健セン? で高齢者の介護予防を目的

とした集団栄養教育プログラムを5年間実施した。
プログラムの効果を判定するための指績はどれか。

a 対象者白書加理由
b プログラムの参加者数

c 配食サービスの利用者数
d 低栄養状管にある者の割合

選択肢考察 答え d

x a 対象者の参加理由はプロセス評価の指標であり、
結果評価の指標とはならない。

x b プログラムの参加者数はプロセス評価の指僚であ
り、結果評価の指標とはならない。

x c 配食サ ピスの利用者数は影響評価の指僚であ
り、結果評価の指標とはならない。

Od 低栄養状態にある者の割合は結果評価の指標であ
り、プログラムの効果を判定するための指標となる。

ポイント

くアウトカム>

医療白質を評価する手法として、医療の『構造J(ス

トラフチャー〉、『過程J(プロセス〉および「結果Jや『成

果J(アウト力ム〉に着目したものが提唱されている。

〔問題 95) 個別指導と比較したグルプワ ヲを用いた

指導の利点はどれか。

a 参加者の状況を把握できる。
b 参加者個々への助言が行える。
c 参加者のもつ体験を活用できる。
d 参加者の目僚達成度を評価しやすい。

選択肢考察 答え c
x a、Xb 書加者の状況や問題を把鍾し、個々への助
言が行いやすいのは個別指導である。

Oc グループワーヲは参加者のもつ体験を活用でき
る。

Xd 参加者の目標達成度を評価しやすいのは個別指導

である。

ポイント

グループワークは参加者がそれぞれもつ体験や知識が

活用され、同じ考えを共有することにより理解が深まる

ため、指導効果が向上する。

(問題 96) 視覚障害者の誘導方法で正しいのはどれか。

2つ選べ。
a 誘導者が患者の半歩後ろを歩く。
b 杖を持った手を引いて誘導する。

C 腕を真っすく明伸ばし肘を握ってもらう。

d 杖を持たない腕が90度になるようにする。

選訳肢考察 答え cd
x a 誘導者が患者の半歩先を歩くよう績並びに位置
し、杖をもっていない手で誘導者の肘を鐘ってもら

う。

x b 杖を持った手在引いて誘導するとかえって危な
い。反対申~の手を引いて誘導する。
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ポイント

〈視覚障害者の誘導方法〉

①常に声をかけるようにする。

②誘導者が患者の半歩先を歩くよう憤並びに位置し、

腕を真っすく・伸I<!し肘を握ってもらう。
③患者の杖を持っていない腕が90度になるようにす

る。

④患者の身畏が高いときには、誘導者の肩に子を置い

てもらう。

⑤通路が狭いときは、誘導者は患者の1歩前方に位置
し左腕を後ろに回し患者に狭い場所であることを伝

える。

(問題 97)工アタービンハンドピースの逆流防止弁由自
的はどれか.

a サピの抑制
b 水漏れの防止

c 冷却効果の向上
d 院内感染の防止

選択肢考察 答え d

x a 逆流防止弁の目的l立サピの抑制ではない白
x b 逆流防止弁の目的は水漏れの防止ではない。
x c 逆流防止弁の目的は冷却効果の向上ではない。
Od 逆流防止弁によって、ヲーピン停止時に生じる口
腔内の汚染物(血液や唾液)のハンドヒ.ス内部へ

の吸引が防止できる。つまり、院内感染を防止できる。

ポイント

<工Y9 ピンハンドピースの恒い回しによる続内感染防止軍〉
患者ごとに工アヲーピンハンドピースの高圧蒸気滅

菌在行う。

逆流防止弁が内蔵された工アヲ ピンハンドピス

在使用する。

{問題 98)ポリアクリル酸を液の主成分とするのはどれ
かo 2つ選べ。
a 接着性レジンセメント
b グラスアイオノマーセメント

C 酸化亜鉛ユージノールセメント

d ポリ力ルポキシレ トセメント

選択肢考察 答え bd
x a 接着性レジンセメントにはMMA系とコンポジ
ツトレジン系があるが、 j置の成分はポリアヲリJし酸
ではない。

Ob グラスアイオノマ セメントの粉はアルミナシリ
ケ トガラスとフッ化カルシウム、液はポリアクリ

1し酸である.
x c 酸化亜鉛ユージノールセメントの粉は酸化亜鉛、
液はユージノールセメントである。

Od ポリ力ルポキシレ トセメントの粉は酸化亜鉛、
酸化マグネシウム、液はポリアヲリ1し重宝である。

午後問題解説

ポイント

〈各種歯科用セメントの粉末と液体の成分〉

古着材 | 粉末 | 液体

I~" _~.，，_ポリアクリル酸グラスアイオノマ |アルミナシリケ トガラス、|1:.."'::..:-.， ... ...，...... :-n -"-"-Iイタコン酸(あるい
セメント |フッ化カルシウム l 1-' ./ 1 ... dJ'V...... .....'-< はマレイン監)

ポリカルポキシレート|酸化亜鉛、
セメント 1酸化マタネシウム

ポりアフリル厳

(問題 99) 団転用切削器具の写真 {別冊午後 NO.19)

を別に示す。

器具と用途の組合せで正しいのはどれか。 2つ選べ。

a ①一一一一 軟化象牙質の除去
b ②一一一一寓撮斜面の付与

C ③一一一一保持形態の形成

d ④一一ー一一 コンポジットレジンの形態修正

l 別冊午後 NO.19 写真 |

選択肢考察 答え ad 

Oa ①はラウンドパ である。う窟の開肱、軟化象牙
質の除去、髄腔穿孔に用いる。

xb ②はインパテッ ドコ ンパである。アマルガ

ム寓洞の角型穿下付与、高底の平坦化に用いる。

Xc ③は工アヲーピン用のダイヤモツドポイントであ

る。仕上げ形成用(=ファイン)のパ である。

Od ④はホワイトポイントである。 コンポジットレジ
ンの形態修正、研磨に用いる。

ポイント

〈パーの種類〉

ラワンドパ う寓の開甑、軟化皐牙質の除去、髄腔穿孔
インパァッド アマルガム高洞の角型穿下付与(アンダ
コーンf(- ーカットの形成)、寓底田平田化

ァパド クロスカッツトトイ窟ンレ 高洞由形成
フィッシャーパー ファインカ 績斜面白形成

ストレト アマルガム寓洞の箱形 (boxform)保持形
フィッシャーパー 態の形成

力ポフンデム 暁合調整や曲冠修置物の形態陣正
ポイント

ホワイトポイント
コンポジットレジンやクフスアイオノマ セ
メント由形態惇正、研磨
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[問題 100) 25歳の男性。下顎左側第三大臼歯の自発痛

を主訴として来院した。感痛のため昨夜はほとんど寝

ていないという。初診時の工ツヲス線写真 (別冊午後

NO.20lを別に示す。

これから行う処置の際に準備するのはどれか。 2つ選
べ。

a 裏層充規器
b 工レベーヲー

C ヲランプフ方ーセップス

d ル トキャナルメーヲー

別冊午後 NO.20 写真 l

選択肢考察 答え cd 

大きなう寓

x. 自発痛があること、厚痛のため昨夜はほとんど寝
ていないこと、工ッヲス線写真より大きなう禽を認

めることから急性化膿性歯髄炎と考えられる。抜髄

するので、裏層充填器は不要である。

xb 担王子のことである。抜歯の際に用いる。

Oc フランプフォーセツプスを含むラパ ダム防湿器
具 式は抜髄、感染根管治療などの歯内療法の際に

必要である。

Od 恨管長測定器の己とである。抜髄や感染根管治療
などの歯内療法の際に準備する。

ポイント

く麻酔俵髄の際に準備するもの〉

①基本セット ⑨ピーソーリーマー

②注射針 ⑩ミニウムシリンジ

③注射筒 ⑪次亜塩素酸ナトリウム溶液

④力一トリツジ⑫過酸化水素水

⑤ヲレンザー @EDTA 

⑥リーマー類 ⑭仮封材

⑦ブロ チ ⑮ラパーダム防湿器具ー式

⑧ラウンドパ @糠管長測定器(ニトトキ付制ート)

(問題 101) 岐合採得時に必要な器材の写真 (別冊午後

No.21lを別に示す。

力ンペル平面との平行性の確認のために使用する器具

はどれか。

a ① b ② C ③ d ④ 

別冊午後 NO.21 写真

選択肢考察 答え d 

アルコール

トーチ

暗合床

エパンス

x. ①は唆合床形成用ヘラである。畷合床を製作する
際に使用する。

xb ②はデン7)しノギスである。下顎安静位を利用し
て岐合高径を決定する際に使用する。

Xc ③はワッヲススパチユラである。岐合床を製作す

る際に使用する。

Od ④は岐合平面測定仮である.力ンペル平面と平行
にする仮想峻合平面の決定の際に使用する。

ポイント

〈全部床義歯の岐合採得時に準備する器具道具〉

1唆合床

2パラフィンワッヲス
3ノギス
4顔弓〈フェイスポウ〉

5岐合平面測定板

6ワックススパチュラ(大 e 小)

7工パンス

8岐合採得材(チェックバイト、シリコーンラ)(一、
パラフィンワッヲスなど)

9岐合床形成用ヘラ

10アルコールトーチ

(問題 102)部分床義歯を新たに装着する患者に娼導する
のはどれか。 2つ選べ。
a 義歯の着脱方法
b 義歯の保管方法

C ヲラスプ回調整方法

d 義歯安定剤の使用方法

選択肢考察 答え.b 
0. 部分床義歯の場合、ヲラスプが多いほど義歯の着
脱が難しく、義歯の着脱方法について説明しておく。

Ob レジン床は乾燥すると変形する可能性があるの
で、義歯の水中保管について説明しておく。

x c ヲラスプの調整は患者が行うのではなく、衆院し
てもらい歯科医師が調整する。

xd 義歯安定剤の使伺は勧めるべ吉ではない。

ポイント

く新義歯装着時の患者指導〉

①新しい義歯では慣れが必要であることを説明する。

②痛みがなくても再来院は必要であることを説明する。

③毎食後、義歯用ブラシで清掃する必要があることを

説明する。

④市販の義歯安定剤を使用しないように指導する。

内
〆
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〔問題 103l歯根嚢胞の摘出手術に用いる器具はどれか。
2つ選べ。
a 鋭匙
b 骨 鋸

C 残根紺子

d 骨膜剥厳子

選択肢考察 答え.d 

0. 鋭匙で不良肉芽組織を除去する。
x b 骨鋸は骨を切断する際に用いる。
x C 残根紺子は文字どおり残根を銭歯すると吉に用い
る。

Od 骨膜剥離子で骨膜を剥臨し、 護胞を摘出する。

ポイント

<歯根嚢胞摘出術の療に準備する器具〉

①基本セット

②局所麻酔器具一式

③メ ス

④骨膜剥離子、粘膜剥離子

@破骨紺子

@鋭匙

⑦骨パ 、ラウンドパー

@骨ヤスリ、骨ノミ

⑨縫合器具一式

⑩根管充填器具一式

(問題 104) 器具の写真 (別冊午後 No.22lを別に示す。

使用目的はどれか。

a 帯環のj胤去
b 矯正力の測定

C アーチワイヤーの製作

d ブラケットの位置決め

別冊午後 NO.22 写真

選択肢考察 答え d 

ポジシヨヱンゲゲージx. バンドリムーピングプライヤーの使用目的である。
x b テンシヨンゲージの使用目的である。
x c アチフォマの使用目的である。
Od 写真はポジシヨ二ングゲ ジである。ブラケット
やチューブの位置を正確に決めるために用いる。下

記に示すように、ダイレクトボンディング法での準

備器具の1つである。

ポイント

くダイレフトボンデインク法での準備器材〉

①ポジシヨ二ングゲージ

②ピンセット

③口角鈎

④線屈曲錨子

⑤ワイヤ力ッヲ

午後問題解説

⑥結紫歯問離開用組子

⑦エッチング材

⑧ボンディング材

⑨ブラケット

⑩アヲッチメント類

⑪スケラ

⑫研庭用パー

〔問題 105) 矯正歯科治療の資料収集で正しいのはどれが。

2つ選べ。
a 顔面規格写真は中心吸合位で蝿影する。
b 模型作製の印象はア)"ジネ ト印象材を使用する。

C 口腔内写真は正面観と上下顎岐合面観のj畳影が基

本である。

d 頭部工ツヲス線規格写真輝影は力ンペル平面を床

と平行にする。

選択肢考察 答え.b 
0. 顔面規格写真は中心岐合位で撮影する。
Ob t.葺型作製の印象はシリコ ンゴム印象材ではなく、
アルジネート印象材在使用するのが 般的である。

x C 口腔内写真は正面観と上下顎岐合面観のほかに、
側面観や前歯の観蓋関係がわかる写真も蝿影する。

xd 頭部エックス線規絡写真撮影では、フランクフル

ト平面(OrとPOを結んだ平面)を床と平行にする。

ポイント

矯正歯科治療の資料収集では、 Angleの不正峻合の分

類がらもわかるように、正面観と上下顎殴合面観のほか

に側面観の口腔内写真も撮影する。

{問題 106) 歯科衛生士と 3歳児の処置後の会話の一部を

示す。

歯科衛生士 「今日で3回目だけど上手にできたね.
シーJしが3柑貯まっ介力、内軒斉なおも

主主li:jC盤主主ゑ主。J
患 児 『嬉しいな。どのおもちゃにしようかな.J

下線部に該当するのはどれか。

• TSO法
b HOM;去

c レスポンスコスト法
d ト-?ンエコノミ一法

選択肢考察 答え d

x. TSO (T，創IShow 00)法は系統的脱感作法で、

恐怖を与えているものについて説明し、見せて、治

療する方法である。

x b HOM (H.nd Over Mouth)法とは、号泣する小

児の口を手で覆い、術者の言うことを守ったら手で

ロを覆うのを中止しながらコントロ Jしする方法で
ある.負の強化による行動調整法である。

x C レスポンスコスト法とは、できなかった時にトー
ヲン(シ Jしなどのと褒美)を取り上げる方法で、
負の強化による行動調整法である。

Od トーヲン工コノミ 法とは、うまくできた時にト
ーヲン(シールなどのご褒圭)を与える方法で、正

の強化による行動調整法である。
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ポイント

<小児の歯科的対応法>

正の強化による行動調整圭 |ト クン工コノミ一法
lシ工イピング法
lタイムアウト法

負の強化による行動崎整法|レスポンスコスト法
HOM，* 

〔問題 107) フレイル白原因はどれか。

a 7'力シジア

b ア力ラシア

C ジス卜二ア

d サルコベ二ア

選択肢考察 答え d

xa ア力シジアは中脳のドパミン遮断作用が原因と考
えられている静座不能の状態である。

xb アカラシアは下部食道括約筋の機能が障害された

t汰態である。
X C ジスト二アは大脳基底萩や神経系の障害によって

筋が収縮したり固くなったりする状態である。

Od サルコベ二アは加齢により生じる骨格筋の量、質、
筋力の低下がみられる状態で、フレイjしの原因の 1
っと考えられる。

ポイント

<フレイ)[，>

厚生労働省研究班の定義では、 r!J日齢とともに、心

身の活力(運動織能や認知機能等)が低下し、複数の

慢性疾患の併存などの影響もあり、生活機能が障害さ

れ、心身の脆弱化が出現した状態であるが、 方で適

切な介入支援により、 生活機能の維持向上が可能な

状態像J とされている。

(問題 108) 自問スベヴトラム症の小児に対する歯科治療

において治療順序を説明するために絵力 ドを用いるこ

とにした。

この方法はどれか。

a HOM法

b TEACCH法

c ?イムアウト法
d フラッデイング法

選択肢考察 答え b
X a HOM (Hand Over Mouth)法とは、 号泣する小

児の口を術者の手で覆い、術者に集中させる方法で

ある。抑制法の 1つで3歳以上に有効とされる。

o b TEACCH (Treatment and Educat旧n01 
Autistic and related Commu刊cationhandicapped 

Chi回目的法とは、コミュ二ケ シヨン障害がある

ために言語ではイメージがつかめず、視覚(絵カー

ド、写真など)を用いて説明する方法である。自閉

スペクトラム症の小児に有効である。

x c ヲイムアウト法とは、小児が極度に非協力的であ
り、攻撃的行動や破境的行動をとった場合、隔離さ

れた場所にしばらく入れておく方法である。

xd フラッデイング法とは、いきなり強い恐怖などの

刺激を与えるので、リスウも高いがうまくいけば短

時間で冶療を終了できる利点もある。 般的な恐怖

心への対応法だが、歯科治療には用いない。

午後問題解説

ポイント

<障害~IJのコミユ二ケ シヨン法〉

視覚障害 |音声言語、 点字、慎型、案内伝導(手引き)
1盲導犬

l補聴機器{補聴器や人工内耳など)、筆談聴覚障害 1 
l手話指士字、読話日完唇)と口話

言語障害
翠説、 Yヒojl¥lU質問文字盤、 コミ1二ケシヨ
ンボドノ ト携帯用盲戸会話補助装昼、
重度障害者用意思伝達装置

話回内容を細かく区切り、具体的に伝える。
否定的な表雪期ま理慨しにくいので、肯定したりほ
めたりする。

TEACCH (ティチ)法、 PECS(ベクス)

(問題 109) 放射線被曝による早発障害はどれか。

a 脱毛
b カて ん

C 白血病

d 白内障

選択肢考察

Oa 脱毛は早発障害である。
x b がんは腕発障害である。
x c 白血病は暁発障害である。
Xd 白内障は映発障害である。

答え a 

ポイント

く早発障害と晩発障害〉

早発障害 放射線被曝後、数日から数か月以内!と出現

する。

例)脱毛、紅斑、放射線宿酔、粘膜炎、味覚障害

晩発障害放射線被爆後、数か月から数年以上経過し

て出現する。

例)白内障、白血病、骨髄炎、粘膜萎縮、口腔乾燥、

がん、骨露出、下顎骨壊死

(問題110)，C'!市停止の患者に使用した器械の写真 (別冊
午後 No.23)を別に示す。「ショックは不要ですj とい

うアナウンスカV流れた。
次1"行うべき対応はどれか。
a 人工呼吸
b 胸骨圧迫

C 意識の確認

d 救急隊への連絡

l E柵午後 No.23 写真 |

選択肢考察 答え b 
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Ob 心電図解析でショッヲ不要とアナウンスがあった
場合には、胸骨圧迫を行う。

x c IL肺蘇生開始後は、呼吸が認められるまでは、意
識の確認作業は行わない。

x d 反応がない時点で、最初1"救急隊への連絡 (119
番通報)を行う。

ポイント

< AEDによる除細勤の術式>
心室細動と脈なし心室頻拍が適応。心静止と脈なし

電気活動は適応とならない。

①周囲の安全確認(水分をうヨオjしで拭きとる)。

e電車を入れる。
G電極パッドを胸の右上および胸の左下に貼付。
④ケ ブjしをつなぐ。

⑤解析の結果、 「除細勤の適応』とのメッセ ジがあ

れば、指示に従って通電。

⑥通電後は直ちに胸骨圧迫力、ら救急処置を再開。
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